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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　アルク＝ストラーダ大陸。

　空から見下ろすと、

　まるで竜が翼を広げたような形をしたこの大陸では、

　五つの勢力が均衡を保っている。





　Ⅰ　竜の翼　　エスパーダ聖庁

　Ⅱ　竜の胴体　シェブロン王国

　Ⅲ　竜の顎門あぎと　ゼファロス帝国

　Ⅳ　竜の尾　　ラブロック商工都市連合






　そして──





　Ⅴ　竜の心臓　ロートレアモン騎士国








プロローグ









　晩ばん餐さん会かいを一時間後に控え、城内の厨ちゆう房ぼうでは誰だれもが殺気立っていた。

　そんな鬼気迫る雰囲気に水をさすように、

　──ぱりん！

　突然、取り返しのつかない音が響きわたった。

「こらっ、セレスティーナ！　それで何枚目だい!?」

　間髪いれず、料理長の叱しつ責せきが飛ぶ。

「すみません！　すみません！　すみません！」

　七歳のメイドは必死で謝りながら、その場でしゃがみこんだ。

　床には細かな破片が散乱している。一枚分の代金で、自分が何ヶ月暮らしていけるのか……。まだ皿洗いしか任せてもらえない、最下級のメイドには想像もつかなかった。

　不用意に破片をつまんだ直後、指先に痛みが走る。

「なにをトロトロやってんだ！　この落ちこぼれ！」

　料理長は鬼の形ぎよう相そうを浮かべている。

「すみません、すみません！　ぐすっ……」

　セレスティーナは泣きべそをかいた。生まれつき左目に「異常」を抱えているため、涙は右目からしか流れない。汚れた袖そで口ぐちで涙をぬぐうと、箒ほうきを取りに走る。

「きゃっ！」

　その拍子、今度は料理を運んでいたメイドと衝突。

　セレスティーナの隻眼は、贅ぜいを尽くした宮廷料理が床にぶちまけられる光景を、まざまざと捉とらえた。

　シェブロン牛のスネ肉を、赤ワインでこってりと煮こんだシチューだった。

「ごくり……」

　尻しり餅もちをつきながら、セレスティーナは思わず、肉片に手を伸ばしそうになる。

　たとえ床に落ちたものだろうと、あんな高級な肉を口に入れられる機会など、そうそう巡ってはこない……。

「まあ、この子ったら物欲しげな顔をして！　なんて浅ましいの!?」

　痛烈な叱しつ咤たが、セレスティーナを正気に返らせた。

　年上のメイドたちが集まって、セレスティーナを呆れたように眺めている。

　誰もがラフォン家の養子だった。セレスティーナにとっては、義理の姉にあたる。

「どうしてあんたみたいな無能が、ラフォン家の養子になれたのかしら!?」

「そりゃあ、この子は王室のお墨付きだものねえ」

「そうそう、ユリエル王子が陛下に献呈するために拾ってきたんですってね」

「王子様の気き紛まぐれにも困ったものだわ。どうしてこんな子を──」

「ちょっと、あんたたち！」

　そのとき、ひとりのメイドが真っ青になって叱しつ咤たした。まるで死刑台にでも上がらされたような顔をして、戸口を凝視している。

　恐怖は瞬時にして、周囲のメイドたちに感う染つった。誰だれもが作業をやめて、戸口に視線を向ける。あの恐ろしい料理長でさえもが、衝動的にひざまずいていた。

「──邪魔するよ」

　戸口に現れたのは、豪ごう奢しやないでたちをした貴公子だった。

　掃はき溜だめに鶴つるとは、まさにこのことだろう。

　雑然とした厨ちゆう房ぼうの入口に、凛りん然ぜんとして現れたのは──第三王子ユリエルだった。

　──ユリエル・アルフレッド・シーヴァース・デ・ラ・ローザ・シェブロン。

　セレスティーナの人生を変えた男である。

　数年前、ユリエルはセレスティーナの噂うわさを聞きつけ、わざわざ辺境の集落を訪れた。そして〝珍種〟として保護し、ザカライアスⅢ世に献上したのだった。

　初めてザカライアスⅢ世に謁見したときのことが、脳裏をよぎる。

　高貴なるシェブロン王は、セレスティーナの左目を食い入るように見つめたあと、ユリエルに告げた。

　──その左ひだり眼め……古文書に記されていた通りだ。おそらくは、〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉の証あかしであろう。

　──父上もご存じでしたか。

　──余を見くびるでないぞ、ユリエル。その娘の教育は、ラフォン家に一任する。いずれは余の手足となって、存分に働いてもらおうではないか。

　かくして、セレスティーナはラフォン家の養子となった。病弱な母を抱え、貧しい生活を強いられていたセレスティーナに選択肢はなかった。むしろ母のためだと思えば、迷いは消えた。

　父が家を飛びだしたのは、セレスティーナの魔ま眼がんを気味悪がったからだ。

　対照的に、母はそんな娘に愛情を注ぎ、女手ひとつで育ててくれた。その結果、無理が祟たたって身体を壊した……。

　自分さえ我慢すれば、母は金貨を受けとることができる。

　お金があれば、薬だって買うことができる。

　そう思えば、自分の身など安いものだった──。




　厨房に現れたユリエルは、尻しり餅もちをついているセレスティーナだけを見ていた。

　かくも高貴な御お方かたが、どうして厨ちゆう房ぼうになど用があるのか。

　それ以上に、身を焼くような羞しゆう恥ち心しんに襲われた。床にぶちまけられたシチューの肉に、自分が手を伸ばそうとしていたことまで見透かされた気がしたのだ。

　ユリエルはセレスティーナのもとに歩みよると、そっと手をさしのべた。

　まるで、紳士が淑女にダンスの相手を申しこむように。

「セレスティーナ。ここはもう、君のいるべき場所じゃない」

「えっ……？」

　セレスティーナは小首をかしげた。

「父上のご命令だ。君には、我が弟の専属使用人になってもらう」





　　　　◇






　王都アーカムから、馬車に揺られること数日──。

　ブレイスフォード家は武門として知られる。その本邸は貴族が住むには質素で、装飾は最小限、古めかしい建物だった。

　応接間の調度品にしても、武骨で田舎じみた雰囲気が強い。当主が狩りを好んでいるのだろう、壁際には鳥や獣の剝はく製せいが何体も飾られている。

　応接間に通されるなり、セレスティーナは同年代の少年と対面を果たした。

　家族は出払っているのか、部屋には年老いた執しつ事じがひとり、影のごとく控えているのみだった。

「こんにちは。僕の母は王の妾めかけでね。しかも平民だった。それでもラフォン家の娘を派遣してもらえるとは、陛下の心遣いに感謝するよ」

　黒革のソファに陣どった少年は、八歳にしては落ち着いた口調で告げた。

　漆黒の髪に、深い紺こん碧ぺきをたたえた瞳ひとみ。

　雪白の肌、そして女と見まごうほどの美び貌ぼうは、どことなくユリエルに似ていた。

　血は争えない──そんな言葉を思いだしたほどである。

「セ、セレスティーナ・ラフォンです」

　両手でスカートの生き地じをつまむと、セレスティーナはぎこちなくお辞儀をした。

「じゃあ、セレスと呼ばせてもらおう」

　少年はさわやかに微笑ほほえむと、勝手に渾あだ名なをつけた。

　セレスティーナは不思議に思った。生まれつき左目に異常を抱えていたセレスティーナは、眼がん帯たいを装着することで、なんとか社会に溶けこんでいた。

　過去、初対面の相手は誰だれであろうと、その眼帯をしげしげと眺めたものだ。ところが、オスカーは眼帯のことなど歯し牙がにもかけていない様子だった。

「どうした？　勝手に名前を縮められて、怒ったのかい？」

「いっ、いえ！　セレスで構いません！」

　我に返ると、セレスは早口で答えた。

「じゃあ、今度は僕の番だね。僕の名は──」

「存じております。オスカー様」

　セレスは事前に渡された資料を熟読していたので、オスカー・ブレイスフォードの基本情報なら頭に叩たたきこんであった。

　──国王が、平民の女に生ませた子。

　それだけなら、そう珍しい話でもないだろう。

　だが、オスカーには一般人とは異なる特性があった。

　資料によれば、オスカーは竜飼い人ブリーダーだという。

　ロートレアモン騎士国が建国され、竜族の管理を一手に担うようになって以降、シェブロン王国人が竜飼い人ブリーダーになったのは初めてだった。

　つまり、オスカーの身体にはドラゴンの幼生が宿っているのだ。

　ザカライアスⅢ世は、そんなオスカーの監視役として、セレスを派遣した。いずれオスカーが竜の力を借りて、王位を奪おうとするのではないかと警戒しているのだろう。

「ふむ。多少は僕のことを調べてきたらしいな。だが、君にははっきりといっておかねばならないことがある」

「なんでしょう……？」

　おそるおそる、セレスは訊たずねた。

　早くも国王陛下の策謀を見抜かれたのかもしれない……と、警戒したほどである。

「いいか、セレス。僕はシェブロン王になる男だ！」

「……はい？」

　こうもはっきりと宣言されてしまうとは、予想外だった。

「僕に仕えるということは、僕とともに覇は道どうを歩むということだ。その覚悟はあるか？」

「あの……あたしはメイドとしても落ちこぼれで、あまりお役には立てないと思います」

　セレスはしょんぼりとして、うつむいた。

　自分など、しょせんは姑こ息そくなシェブロン王の手て駒ごまにすぎない。オスカーの言動を入念に観察し、王都に逐一報告する──それがセレスの任務なのだ。

　一緒に覇道を歩めなどといわれても、困る。

「ははっ」

　そんなセレスの憂ゆう鬱うつを吹きとばすように、突然、オスカーは笑った。

「奇遇だな。知っての通り、僕の王位継承順位は百八位。僕だって、立派な落ちこぼれなのさ。それでも王座を諦あきらめるつもりはない。だから、君も最初から諦めるな。最初から、できないと決めつけるな」

　そういって、オスカーはセレスの手を握った。

「よろしく、セレス」

　使用人になって以来、セレスは人の温ぬくもりとは無縁の人生を送ってきた。唯一、セレスを守ってくれた母親とも、長らく会っていない。

　だから、だろうか。

　オスカーの体温の心地好さといったら、言葉に表すことさえできなかった。

　戸惑うセレスをまっすぐ見つめながら、オスカーは屈くつ託たくのない笑みを浮かべた。

「落ちこぼれ同士、仲良くしよう」

「で、ですが、わたしの左目については、なにも聞かないんですか？　この左目は、実は呪のろわれているんです。わたしのこと……気持ち悪くはないのですか？」

　質問を重ねながらも、セレスは戸惑っている。

　オスカーは特に不審を抱くこともなく、セレスを歓迎しようとしている。ザカライアスⅢ世の魂胆を思えば、好都合のはずだった。

　なのに、どうして自分は余計なことを喋しやべっているのだろう？

　セレスの葛かつ藤とうなど知るよしもなく、オスカーは身を乗りだした。

「呪いだって？　それは素敵な響きじゃないか！　是ぜ非ひ、聞かせてくれたまえ。左目に帯びた呪い──すなわち魔ま眼がん！　うむ、男の浪漫ロマンだね！」

「そ、そういうものですか？」

「いや、僕にも正直、よくわからないのだけど。でも一般的な男の子だったら、なんとなく喜びそうな気がしないか？」

　奇妙な表現だと、セレスは思った。

　まるで、男という生き物を傍観しているような口ぶりなのだ。

「そうだ。君が魔眼の秘密を詳しく教えてくれたら、僕も重大な秘密を打ち明けよう」

「……秘密、ですか？」

「僕に仕える以上、どうしても伝えておかねばならない秘密さ。なお、これを知ってしまったら、もはや君を野放しにはできなくなる。少しでもためらいがあるのなら、なにも聞かずに回れ右をすることだ」

　オスカーは真剣そのものだった。とても、八歳かそこらとは思えない気迫である。

　──ああ……この人は本当に、いつかシェブロン王になるのかもしれない……。

　セレスはそんな予感を胸に、眼がん帯たいを外した。





"Little Celestina ～A.S.B.1355.7～" is closed.















第一話　エーコの竜綺華晶









　アッシュとエーコが対レベッカ戦に勝利した、その夜。

　男子寮アポロ舎の入口で手続きをすませたシルヴィアは、まっすぐ階段にむかった。すぐ背後には、コゼットがついている。

　目的地──アッシュの部屋は三階である。

「今夜は積極的ですわね、姫様。正面から堂々と夜よ這ばいだなんて」

　階段をのぼりつつ、コゼットが声をかけてくる。

「よ、よばっ……!?」

　シルヴィアは耳たぶまで真まっ赤かに染めると、踊り場でぴたりと足を止めた。

「わ、私の専属メイドともあろう者が、そんな破は廉れん恥ちな言葉を口にするな！　大体、私はアッシュに用があるだけだ！　決して、よ、よば……などではない！」

　再び階段をのぼろうとしたシルヴィアだったが、コゼットは足を止めたままだ。

「……どうした、ついてこないのか？」

「もしかしたら、わたくしはお邪魔かもしれませんし……いっそのこと、玄関でお待ちしていようかと。うふふ」

　コゼットの含み笑いを前に、シルヴィアは狼ろう狽ばいした。

「そっ、それは困る！　お前と一緒じゃないと、そ、その……心細いというか……。それに、もしエーコが入浴中だったりしたらどうする？　アッシュとふたりきりになってしまうんだぞ？」

「あらあら、それがお望みじゃないのですか？」

　さも不思議そうな顔をして、コゼットは小首をかしげてみせた。

「おっ、愚か者ぉおおおおっ！」

　シルヴィアは涙目になると、一気に階段を駆け上った。やがて三階の突き当たりにたどりつく。意を決し、目の前の扉をノックしようとした矢先、

　──とくん、とくん、とくん……。

　自分でもびっくりするほど鼓動が高鳴っていることに、戸惑った。

　過去、アッシュの部屋には何度か足を運んでいる。今さら緊張する理由などないはずだが、シルヴィアの心臓は暴れる一方だった。

「姫様？　どうかされましたか？」

　ようやく追いついたコゼットが、不思議そうに訊たずねてくる。

「……いや、なんでもない」

　シルヴィアは平静を装った。再びノックしようとして──。

『なあ……頼むよ、エーコ』

『駄目よ！　恥ずかしいもん！』

　扉ごしに、そんな声が聞こえてきた。アッシュとエーコがいい争っているようだ。

『そこをなんとか！　俺おれも手伝うからさ』

『あんたに手伝えることなんて、なにもないってば！』

『だけど、ただ見ているだけなんて、俺には耐えられない』

『見なくてもいいわよ！　とっても、とっても恥ずかしいんだからねっ！』

　シルヴィアは赤面する。

「おい、コゼット！　あいつらは一体、なにをしているのだ!?」

「うふふ。わたくしたちは、お邪魔だったかもしれませんね」

　コゼットは、この怪しい状況を心底から愉たのしんでいるように見える。

『なあ、エーコ。前から不思議に思っていたんだけど、どんな風に恥ずかしいんだ？　他ほかのドラゴンたちを見る限り、羞しゆう恥ち心しんなんてないみたいだけど』

『あ、あいつらは、愚劣で愚鈍で愚ぐ昧まいな人間どもに飼い慣らされた結果、大切なことを忘れてしまったのよ！』

『じゃあ、エーコも今だけは忘れてくれないか？　俺、どうしても見てみたいんだよ』

『そんな獣みたいなこと、無理……！』

　シルヴィアは完全に、頰ほおに血を上らせていた。

「聞いたか、コゼット？　『獣みたいなこと』とは、なんなのだ!?　見損なったぞ、アッシュ！」

　シルヴィアは怒りに任せ、全力で扉を蹴け破やぶった。

「こらっ！　なんという破は廉れん恥ちな……むっ？」

　室内の光景を前に、シルヴィアはぽかんと呆ほうけたように、硬直した。

　ベッドの上で腕組みし、そっぽを向いているエーコ。

　床に座りこみ、エーコを伏し拝んでいるアッシュ。

　一度は振りあげた拳こぶしをおろすと、シルヴィアはトゲのある口調で訊たずねた。

「おっ、お前たちは一体、なにをしていたのだ？」





　　　　◇






「姫様!?」

　あと一時間ほどで消灯時刻だというのに、いきなりシルヴィアが乱入してきたので、アッシュは面食らった。

　とりあえず、シルヴィアはなにかひどい誤解をしていた様子なので、自分がエーコになにを頼んでいたのかを、ちゃんと説明することにする。

「ほら、五百年祭の最終日には、聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトの決勝戦があるだろ？　万が一に備えて、エーコに竜りゆう綺き華か晶しようをもらおうと思ってさ」

　シルヴィアは眉まゆ根ねを寄せた。

「待て、アッシュ。まさか、お前は試合中に竜媒魔法オラクルを使うつもりか？」

　その反応は予想していたので、アッシュは平然と答えた。

「ルール上、禁じられてはいないだろ？」

　シルヴィアは腕組みをすると、呆れたように溜ため息いきをついた。

「確かに禁じ手ではないが、そもそも竜媒魔法オラクルとは、竜族が使う魔法を簡略化し、人間にも使えるよう再構築したものだ。聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトで使う余地はないと思うが？」

　シルヴィアらしい正論だった。

　試合中に魔法を使いたければ、自分の相パ棒ルに任せればよいのだから。

　それでも、アッシュはひとつの可能性に賭かけてみたかった。

「エーコは〝アヴァロンの皇女〟なんだ。どんな竜綺華晶を生みだしてくれるのか、姫様だって気にならないか？　もしかしたら、すごい効果を秘めているかもしれない」

「なるほど、そういうことか」

　ようやくシルヴィアは納得顔になった。

「そういうことなら是ぜ非ひ、私も見物させてもらおう」

　案の定、勉強熱心なシルヴィアは乗り気になっている。

「ちょっ！　シルヴィアまでなにをいってるのよ!?」

　エーコはベッドに座りこんだまま、シルヴィアを怒鳴りつけた。

「大体、あんたがどうしてここにいるの？　こんな時間に男子寮にやって来るなんて、それこそ破は廉れん恥ちだわ！」

「そっ、それは……！」

　エーコにお株を奪われたシルヴィアは、動揺をあらわにした。

「確かにエーコのいう通りだよな。なにか大事な用でもあったんじゃ？」

　アッシュも今さらながら、不思議に思って訊たずねた。

「そ、その……。お前にまだ、祝福の言葉を伝えていなかったからな……」

　シルヴィアは恥ずかしそうにうつむくと、途切れ途切れに答えた。雪白の頰ほおは薔ば薇ら色いろに染まっている。その初々しさに、アッシュは思わずドキリとさせられた。ただし、シルヴィアがなにを祝福したがっているのかは、わからなかった。

「祝福といわれてもな……。俺おれには心当たりがないんだけど」

　アッシュがつぶやいた途端、シルヴィアは柳りゆう眉びを逆立てた。

「予選でお前がレベッカ会長を倒し、決勝進出を決めたことだ！　それ以外に、なにがあるというのだ!?」

　ようやくシルヴィアの意図はわかったものの、アッシュとしては手放しに喜べる話ではなかった。

「実をいうとさ……今日のレベッカさんは本気じゃなかったんだ。素直には喜べない」

「そうなのか？」

「俺がオスカーに勝てるよう、予選を使って特訓してくれたんだ。そうでなければ、やっぱり負けていたと思う。レベッカさんは、本当に偉大な人だよ」

「確かに、あの闘い方は会長らしくないとは思っていたが……」

　シルヴィアは腕組みをして、昼間の試合を思いだしている様子だった。

　と、そのとき──。

「なんだか、楽しそう……」

　どこからともなく、蚊の鳴くような声が聞こえてきた。

「ひっ……！」

　たちまちシルヴィアは青ざめた。幽霊の声だと思ったのかもしれない。

　相変わらず、オカルトめいた現象には臆おく病びようなシルヴィアだった。

「だ、誰だれだ!?」

　アッシュも思わず、腰を浮かす。

「あたしにも、確かに聞こえたわ……」

　エーコもきょろきょろと室内を見わたしている。

　と、今度は窓ガラスがコツコツと叩たたかれた。

　いつの間にか、窓ガラスは半開きになっていて、秋の夜風が流れこんでいる。

「ルッカ!?」

　アッシュもエーコもシルヴィアも、異口同音に叫んだ。

　そう、窓から顔を覗かせているのは、聖竜マエストロガウェインに騎乗した後輩──ルッカ・サーリネンだったのだ。

　基礎過程ユニオスの二年生にして、生徒会書記。

　夜風になびく銀髪。

　エクブラッド人に特有の、ぴんと尖とがった耳。

　その佇たたずまいは、まるで月夜に現れた妖よう精せいのようだ。

「どうしたんだ、ルッカ？」

　アッシュが訊たずねると、ルッカはぼそぼそと答える。

「わたし、明日の予選で……シルヴィアと闘う……。なんとなく……アッシュの顔、見たくなって……来ちゃった」

　楚そ々そとしたルッカの表情に、アッシュはドキリとした。

　月明かりも手伝って、今のルッカは神秘的なまでに可か憐れんだった。

「ちょっと、なにをデレデレしてるのよ!?」

「明らかに見とれていたな！」

　その途端、エーコとシルヴィアが足並みをそろえて糾弾をはじめたので、アッシュは萎い縮しゆくしてしまう。

　ルッカは窓枠を乗り越えると、シルヴィアに視線を飛ばした。

「もうすぐ、消灯時間。なのに……どうして、シルヴィア……ここにいるの？」

　たどたどしい口調とは対照的に、鋭い指摘だった。

「わっ、私はただ、アッシュの勝利を祝福しにきただけで！」

「……うそ。本当は、わたしと同じ理由……じゃないの？」

　紫水晶の瞳ひとみが、シルヴィアをまっすぐに見据える。

「むぐっ……！」

　シルヴィアはしばらく煩はん悶もんしていたが──。

「ああ、そうだ！　その通りだ！　私だって、大事な予選を明日に控えて心細かったから……それでアッシュに会いに来たのだ！　悪いかっ!?」

　ついに開き直って、本音を白状した。

　アッシュに想おもいを告げて以来、シルヴィアはどんどん大胆になっている気がする。

「ああもう、踏みつぶすわよ！」

　エーコが突然、ベッドの上で仁王立ちになった。両手を腰にあてると、シルヴィアとルッカをじろりと睨にらみすえる。真紅の瞳ひとみは怒りに満ちている。

　その眼光の鋭さときたら、まさしくドラゴン並みだった。

「このあたしを差しおいて、好き勝手に自己主張してるんじゃないわ！　アッシュはあたしのモノなんだからね！」

　勢いに任せて口走った直後、エーコはボフッと音をたてんばかりに、頰ほおを紅こう潮ちようさせた。

「あ、えっと……モノっていうのは、つまり騎士ってことで、ふ、深い意味はないのよ！アッシュはアヴァロンの騎士で、あたしはアヴァロン聖竜皇家のお姫様！　そ、それだけなんだから！」

「ふむ。それなら私たちにだって、充分にチャンスはあるということだな。我が家の家訓にも、『鉄は熱いうちに打て』とある」

　エーコの白々しい弁解を、あえて額面通りに受けとって、シルヴィアは得意げにうなずいた。

「わたしも……頑張る」

　ルッカも気合は充分とばかりに、両りよう拳こぶしを胸の前でキュッと握りしめた。

「ちょっ！　これだから愚鈍で愚劣で愚ぐ昧まいな人類は……！」

　頭のてっぺんから噴火しそうな勢いで、エーコは癇かん癪しやくを起こす。

「いいこと？　あたしはアッシュとキスをしたわ！」

「こらこら！　なにを口走って──」

　慌てて制止しようとしたアッシュだが、

「それなら、私だってしたぞ！　エーコも見ていただろう？」

　今度はシルヴィアが妙な対抗心を起こしてしまう。

「アッシュ、わたしの……大事な部分にキスした」

　今度はルッカが恥じらいながら、聞き捨てならない言葉を漏らした。

「いやいや、なにをいっているんだ!?」

「ジュリアス館、掃除していたとき……アッシュ、わたしのスカートの中に……」

　その説明で、アッシュはようやく思いだした。

　不慮の事故だったのだが、ルッカがアッシュの顔面に跨またがる体勢になったのは事実だ。

「エクブラッド人の掟おきてでは、女性にあんなことをしていいの、花婿だけ……」

　ルッカの言葉を聞いて、エーコとシルヴィアは身み悶もだえをはじめる。

「あ、あんなところ、あたしだって触らせたことなんてないのに！」

「うろたえるな、エーコ！　恋とは決して、身体の触れ合いがすべてではなかろう！」

「そう、その通りよ！　シルヴィアにしては、いいこといったわね！」

　急にシルヴィアの肩を持つエーコ。

「こら、エーコ！　『シルヴィアにしては』は余計だ！」

　……さすがに収拾がつきそうになくなってきたので、アッシュは口を挟んだ。

「待て待て、もう喧けん嘩かはおしまいだ。消灯時刻まで、あと三十分しかないんだぞ？　できればエーコの竜りゆう綺き華か晶しようを見ておきたいんだが……」

「そういえば、すっかり忘れていたな」

　シルヴィアはコホンと咳せき払ばらいをすると、怒りを収めた。

「……エーコの、竜綺華晶？」

　途中から参加したルッカは、きょとんとしてアッシュとエーコを交互に眺めている。

「別に思いださなくてもよかったのに……」

　エーコはそっぽを向くと、残念そうにつぶやいた。




　なんとか女性陣の口論を収めたアッシュは、ふとルッカに目を留とめた。

　エクブラッド人といえば、竜の扱いに長たけた種族である。

　もしかしたら、嫌がるエーコをなだめ、竜綺華晶を分ぶん泌ぴさせる方法を知っているかもしれない。

「なあ、ルッカ。エクブラッドの里には、ドラゴンが竜綺華晶を生みやすいようにする秘伝はないのか？」

「……ある」

　即答だった。

「え、ほんとにあるのか？」

　訊たずねたアッシュのほうが、意外な気分で問いかえす。

　するとルッカはなにを思ったのか、胸もとのリボンをするりとほどいた。

　無造作に上着を脱ぎ捨てる。

　ワンピースがはらりと足もとに落ちて、小さな足を中心に輪を描いた。

「ちょっと待て！　どうして脱ぐ必要がある!?」

　アッシュはドクンと鼓動を跳ねあげた。ルッカは既に半裸である。

　直視するのが罪に思えるほど美しく、浮世離れした肢体だった。

「こら、アッシュ！　じろじろ見るんじゃない！」

　シルヴィアはルッカの前に立ちふさがると、背後のルッカを問いつめる。

「ルッカもルッカだ！　男子の前でいきなり服を脱ぐなど、破は廉れん恥ちにすぎる！」

「だって……ドラゴンに元気な竜綺華晶を生んでもらおうと思ったら……肌と肌、触れ合わせないと」

　元気な竜綺華晶というのは意味不明だが、エクブラッド人に特有の表現なのかもしれない。まるで「元気な赤ちゃん」みたいな表現だったので、アッシュはドギマギした。

　と、ルッカは突然、エーコに迫った。

「エーコも、脱いで」

「はあ!?　なにをいってるのよ！」

　以前は平気で裸身をさらしていたエーコも、今では人並みの羞しゆう恥ち心しんを感じるようになっている。当然のように怒りだした。

「冗談じゃないわ！　そんなの恥ずかしいに決まって──あふんっ！」

　ふいに、エーコの言葉が途切れた。

　見かけによらぬ敏びん捷しようさを発揮して、ルッカがエーコの角を甘あま嚙がみしたのだ。

「あっ……そこは駄目っ……！」

　エーコは瞬時に脱力し、ルッカの胸に倒れこんだ。

　アッシュは忘れかけていたが、角は竜族の弱点である。あんな風に甘嚙みされると、身体の自由を奪われてしまうのだ。

「だ、駄目よ……角は、角だけは……！」

　エーコはするすると衣服を脱がされてしまう。さすがは竜族の扱いに長たけたエクブラッド人だけあって、ルッカはびっくりするほど手慣れている。

　相手がドラゴンでさえあれば、見た目が少女だろうと関係ないらしい。

　ベッドの上に、エーコの裸身がくてんと横たわる。

　その素肌は抜けるように白く、神聖な輝きを放っているかのようだ。

「アッシュの目をふさげ！　今すぐにだ！」

　シルヴィアが痛烈な口調で、ずっと戸口に控えていたコゼットに命令した。

「かしこまりました、姫様」

　一瞬後、アッシュは背後から猛烈な勢いで引きよせられ、ぐるりと身体を反転させられた。ぼふっ！　と音がして、自分の顔がとても柔らかいなにかに包まれたと気づく。

　フローラルな香りがした。

「もふっ！　もふもふ……っ！」

　口をふさがれているため、アッシュはまともに喋しやべれない。

　もがいているうちに、ようやく気づいた。

　アッシュはなんと、コゼットの豊かな双丘に顔をうずめているのだった。

　メイド服の生き地じを通して、コゼットの体温や、肉感的な感触が伝わってくる。

　──普段はほんわかとしてる人だから、あんまり意識しないけど……コゼットさんの胸、ものすごく大きいし……それに、なんて柔らかいんだ……。

　そんなことを考えていたら、アッシュの身体が熱を帯びていく。

「こらコゼット！　私は単に目をふさげといったのだ！　そんな方法があるか！」

　アッシュの背後から、シルヴィアの文句が飛んでくる。

「まあまあ、姫様。メイドの役得ですわ」

「メイドは関係ないだろう！」

「それより姫様。エーコちゃんが竜りゆう綺き華か晶しようを生みだす瞬間を、ご覧にならなくてもよいのですか？」

「むっ、それもそうだな。貴重な瞬間を見逃すわけにはいかん！」

　シルヴィアの気配が遠ざかる。ベッドの脇わきに移動したのだろう。

「はあ、はあ……」

　やがて、エーコの悩ましげな吐息がアッシュの耳に届いてきた。

　一体、ベッドの上ではなにが行われているのか。コゼットに抱きよせられているので、アッシュはなにも見ることができない。

「エーコの髪、柔らかい……」

「はうっ！　そんな風に撫なでられたら……！」

　妖あやしげな雰囲気は強まる一方だった。

「ルッカ様とエーコちゃんが、子犬のように戯れていますわ」

　コゼットが親切心からか、それとも単に面白がっているだけなのか、アッシュの耳もとで実況を始める。

「あらあら、今度はルッカ様がエーコちゃんのお肌に、アンサル・ハーブの香油を塗っておられます。かぐわしい香りが満ちてきましたね」

　コゼットはそう解説したものの、アッシュにはコゼットの香りしか感じられない。

「エーコ、まだ緊張してる？　もっとリラックスして……」

　ルッカのたどたどしい言葉が聞こえてくる。

「……とっても恥ずかしい……んだからね……。お願い、もう許して……」

　アンサルに酔いつつあるようだが、エーコはまだ理性を保っているようだ。

　駄目押しとばかりに、ルッカが言葉を続ける。

「大丈夫。わたしを信じれば、元気な結晶……生めるから」

「そ、そんなの、生みたくない……のに…………」

「ここが気持ちいいの？」

「あんっ……！」

　ルッカになにをされたのか、エーコがひときわ大きな声を漏らした。

　次の瞬間、室内が温かな光に満たされたのを、アッシュは感じとった。




「──ご覧になってください、アッシュ様」

　コゼットがささやくと、さりげなく腕の力をゆるめた。

「いいんですか？」

　アッシュは戸惑いつつも、コゼットの胸から顔をあげた。

「今の姫様は、エーコちゃんに心を奪われておられます。他ほかのことは、目に入っていませんわ」

「恩に着ます、コゼットさん」

　アッシュは肩ごしに振りかえると、ベッドを覗きこんだ。

　そして息を吞のむ。

　エーコの裸身が、ベッドから数センチほどの高さに浮いているのだ。

　全身がピンク色に発光していた。

　周囲では、なにかが星ほし屑くずのように輝いている。

　目を開けていられないほどの眩まぶしさだった。それでもアッシュは、まぶたを閉ざすことなく、エーコを取りまく現象を見つめた。

　きらきらとした星屑は、少しずつエーコの胸もとに結集し──。

　大粒の結晶体と化した。

「なんて綺き麗れいなんだ……！」

　まるでピンクダイヤを思わせる、神々しい竜りゆう綺き華か晶しようだった。

　ようやく光が収まり、宙に浮いていたエーコの裸身が、ぽすんとベッドに落ちる。エーコは辛うじて意識を保っている様子だが、全身を火照らせて、肌は赤く染まっていた。

「はぁ、はぁ……」

　仰あお向むけに横たわったまま、荒い吐息を繰りかえすエーコ。

　その表情はびっくりするほど艶なまめかしくて、アッシュは生なま唾つばを吞みこんだ。

「これが、アヴァロンの娘が生みだした竜綺華晶か……！」

　シルヴィアが身を乗りだすと、エーコが分ぶん泌ぴした結晶体を手に取った。

「ピンク色の結晶体とは、珍しい。なんという美しさだ……」

　騎士王家の姫君ともなれば、竜綺華晶など見慣れているはずだが、そのシルヴィアがしみじみと感嘆している。

「ものすごく、強い魔力……感じる」

　滅めつ多たに感情をあらわにしないルッカも、うっとりと見とれている。

　エーコが初めて生みだした竜綺華晶。

　それがどれほどの効果を秘めているのか、アッシュにはまだ想像もつかなかった。





"The Crystal of Avalon ～A.S.B.1365.10～" is closed.








第二話　蒼氷の姫君アイスブルー・プリンセスＶＳ天翔る妖精エルフィン・ダンサー









　翌朝。竜騎士ドラグナーの証あかしである銀時計は、ちょうど八時を示している。

　あと二時間もすれば、五百年祭の二日目が幕を開ける。

　生徒会役員として、寝坊をするわけにはいかない。

　着替えを終えたアッシュは、カーテンを勢いよく開け放つと、朝陽を室内に取りこんだ。今日も快晴……と思ったら、闘技場アリーナの方面にだけは、灰色の雲が浮かんでいる。天気が崩れやしないか心配だったが、まずはエーコを起こすのが先決だ。

「そろそろ起きろよ、エーコ」

　ベッドのふちに腰かけると、エーコの肩を軽く揺さぶってみる。

「んにゅ……………………キス…………………………」

「えっ!?」

　アッシュはドキリとして、自分の耳を疑った。

　今、エーコはなんといったのだろう。

「キス…………してくれたら………………起きる……………………」

「なにをいってるんだ!?」

　突然の要求に、アッシュは狼ろう狽ばいした。単に寝ね惚ぼけているのだろうか。もしかしたら、キスに関係のある夢でも見ているのかもしれない。

　それはそれで、どんな夢なのか気になるが……。

　窓から射さしこむ朝陽を浴びて、ピンク・シルバーの髪は星ほし屑くずのように煌きらめいている。

　抜けるように白い肌。ぷっくりとした頰ほお。

　流麗な目もとを縁取る、長い睫まつ毛げ。

　甘い寝言を紡ぐ唇は、薔ば薇らの蕾つぼみのよう。

　素肌が透けて見えそうなほど薄い絹地に包まれているのは、やや幼さを残した肢体。

　いよいよアッシュの心臓は早はや鐘がねと化している。

「キ、キスしたら、ちゃんと起きてくれるんだな？」

「ふにゅう、起きるぅ……」

　アッシュは意を決すると、エーコの両肩に手を添えた。

「エーコ……」

　うわごとのように、アッシュは名前を呼んだ。

　アッシュ自身が付けた、かけがえのない名前を──。

　目を閉じると、少しずつエーコに唇を近づけていく。

　唇と唇を、軽く触れ合わせた。

　触れ合った唇を通じて、愛いとおしさがこみあげてくる。

　やがて、アッシュはゆっくりと唇を離した。後頭部がジンと痺しびれるような、陶酔じみた気分を覚えつつ、まぶたを開く。

　その途端、視線と視線がもろにぶつかった。

　紅玉ルビーのような瞳ひとみが、アッシュの顔をまじまじと見つめているのだ。

「きゃっ！」

　エーコは叫び声をあげると、瞬時に跳ね起きた。

　頰ほおを薔ば薇ら色いろに染めている。耳やうなじも真まっ赤かである。ほんの少し、涙目だった。

　アッシュの顔を見るのも恥ずかしいのか、エーコはくるりと背を向けると、ドラゴンのぬいぐるみをギュッと抱きしめた。

「あ、あんた、今……！」

「エーコ？　寝ね惚ぼけてたんじゃないのか!?」

「まさか、ほんとにするなんて……思ってなかった」

「えっ!?　ということは……俺おれを試したのか!?」

「だって、ずっとキスしてなかったもん！　アッシュと最後にキスしたのがシルヴィアのままだなんて……もう嫌だもん！」

　肌を火照らせているせいか、今のエーコはドキリとするほど色っぽい。

「でも、キスっていうのは、とても大切なものなんでしょ？　竜族のあたしにだって、それくらいはわかるわ。アッシュとキスすると、とても温かい気持ちになれるもの……」

　そういって、エーコは瞳を潤ませた。

「だからこそ、ちょっと冗談半分に誘われたくらいで、ほんとキスしちゃうなんて……んもう、信じらんない……」

　怒っているはずなのに、エーコの言葉にトゲは感じられない。

　アッシュの軽率さを口ではたしなめながらも、心の底では嬉うれしいと思っている──そんな雰囲気が伝わってきた。

「あ、朝飯でも食べに行くか！」

　あまりにも照れくさくて、アッシュは思わず声を張りあげてしまった。

「そっ、それもそうね！　竜族の食事は、一日五回なんだから！」

　エーコもアッシュに釣られるように、大声をあげていた。
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　──午前九時四十五分。

　徹夜で修復されたばかりの闘技場アリーナでは、もうすぐ聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトの予選第二試合が始まろうとしていた。

　元々は昨日に予定されていた試合だが、レベッカの魔弾攻撃がアリーナを穴だらけにしてしまったため、一日遅れとなったのだ。

　生徒会役員として、裏方の仕事をたくさん抱えているアッシュだが、この試合の勝者と決勝で闘うことを考えると、やはり観戦はしておきたい。

「ごめんジェシカ！　この予選だけは、しっかり観ておきたいんだ！」

　アリーナの事務室で、アッシュはジェシカに手を合わせて頼みこんだ。

　レベッカは入院中。

　シルヴィアとルッカは第二試合に臨む直前。

　マックスとオスカーは第三試合のため、選手控室で待機中。

　アッシュとエーコが観戦のため抜けだしてしまうと、残る生徒会役員──騎竜祭の実行委員は、ジェシカしか残っていない。

　書類を作成していたジェシカは、苦笑交じりに顔をあげた。

「構いませんわ。アッシュ様が副会長に負けるところは、わたくしも見たくないですし」

「ありがとう、ジェシカ！」

「ただ、その代わりといっては、なんですが……アッシュ様にお願いがあります」

　ジェシカはほんのりと頰ほおを染めると、胸の前で祈るように手を組んだ。制服ごしにもかかわらず、その肉感的な身体を意識してしまい、アッシュは生なま唾つばを吞のみこんだ。

　長い夏休みを経て、心なしか、胸のサイズが大きくなったように見える。

「お、俺おれにできることなら、なんでも……といっても、子こ胤だねは無理だからな？」

　日ひ頃ごろのジェシカの言動を思いだし、アッシュは機先を制したのだが、

「あら、駄目ですの？」

　ジェシカはきょとんと小首をかしげた。

「そんなに不思議がることか!?」

　アッシュが動揺している間にも、背後ではエーコが「ごごごごご……」と、不吉なオーラを漂わせている。

「む～……」

　エーコの視線が痛い。背中がチクチクするようで、アッシュは焦った。

　と、ジェシカが急に顔を輝かせた。

「大丈夫ですわ、アッシュ様。わたくし、もう正せい妻さいの座は諦あきらめましたの。アッシュ様がお望みでしたら、わたくしは第二夫人でも第三夫人でも構いません！　たとえ第百夫人であろうとも！」

「どこのシェブロン王だ！　俺はそこまで鬼き畜ちくじゃないぞ!?」

　アッシュがうろたえている間にも、背後ではエーコが「ごごごごご……」と、再び不吉なオーラを噴出させている。

「むううう～…………」

　エーコの視線はますます苛か烈れつになって、アッシュの背中に突き刺さる。とはいえ、いきなり癇かん癪しやくを爆発させないあたり、エーコも少しは大人になったのかもしれない。

　そのとき、闘技場アリーナから大歓声が聞こえてきた。

　おそらくシルヴィアとルッカが入場し、観衆の前に姿を現したのだろう。少なくとも、今はジェシカの願いを聞いている余裕はなさそうだ。

「ごめん、ジェシカ！　この埋め合わせは必ずするから！」

　それだけをいい残し、アッシュはエーコとともに事務室をあとにした。
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　まだ予選とはいえ、〈蒼氷の姫君アイスブルー・プリンセス〉と〈天翔る妖精エルフイン・ダンサー〉の対戦カードである。

　観客席は大盛況だった。

　残念ながら、闘技場アリーナ上空は灰色の雲に覆われて、太陽も隠れがちだったが、そんな曇天を吹きとばさんばかりの勢いで、観客たちは大いに賑にぎわっている。

　特に、青一色に染まったシルヴィア応援席と、遠路はるばるアンサリヴァンを訪れたエクブラッド人たちが集うルッカ応援席の熱狂ぶりときたら、見ていて怖いほどだった。

　アッシュはエーコの手を引いて、一般席に向かった。

　だが、こちらもほとんど満席状態である。

　見わたす限り、人、人、人──観客がびっしりと埋めつくしていた。

　立ち見の客も増える一方である。

「困ったな……」

　自分たちも立ち見するしかないのか……と思われた矢先、

「こちらですわ、アッシュ様」

　突然、群衆の中からすっくと立ちあがったのは、なんとコゼットだった。笑顔で手を振っている。こんなときにも王宮仕様のメイド服姿なので、浮いていた。どうやらアッシュとエーコの座席を確保していたらしい。

「ありがとうございます、コゼットさん！」

　砂漠でオアシスに出会ったような気分で、アッシュは駆けつけた。席は最前列で、見晴らしもいい。至れり尽くせりである。

「さすがはコゼット。気が利くわね！」

　エーコは早速、コゼットの隣席にちょこんと腰を落ちつけた。

「こらこら、ちゃんとコゼットさんにお礼をいえよ？」

　たしなめつつ、アッシュも席に着く。

　ホッと一息ついたそのとき、

「──やあ、アッシュ」

　突然、誰だれかに名前を呼ばれた。

　ドキリとして、エーコとは反対側の隣席に目を向けると──。

　豊かな赤毛を頭の左右でくるくると巻き上げ、レースとフリルが満載のミニ・ワンピースに身を包んだ少女が、にっこりと微笑ほほえんでいる。

　その華々しさは、シェブロン貴族の令嬢のように映った。

　真っ黒な遮光眼鏡サングラスをかけているので、顔はよくわからない。

　一体、誰だろう……？　と思ったのも束つかの間ま、すぐに気がついた。

「まさかレベッカさん!?」

「声が大きいぞ。一応、まだ入院中ということになっているのだからな」

　レベッカは人さし指を伸ばすと、アッシュの唇にそっと触れた。

　その瞬間、アッシュの脳裏にひとつの光景が浮かんだ。

　昨日の、夕方のことである。

　病院に担ぎこまれたレベッカを見舞うべく、アッシュは病院に向かった。レベッカは予想以上に元気で、アッシュを公園に連れだした。少し話したあと、レベッカは病院に戻ったのだが──別れ際、アッシュの頰ほおにキスをした。

　唇の感触を思いだした途端、アッシュは全身を火照らせた。

「えっと、びっくりしました。いつもと雰囲気が違いますし……」

　レベッカは小悪魔のように微笑んだ。

「変装していないと、新聞記者が蟻ありのように群がってくるからな。それに、わたしはこういう華やかな服も嫌いじゃないぞ。一応、我がランドール家も貴族のはしくれだからな」

　あの〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉の意外な一面を知った気がして、アッシュはドギマギした。

「──それでは、ただいまより聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトの予選第二試合を行います！」

　そのとき、司会と審判を兼ねる体育教師が朗々と宣言した。

　魔導拡声器のおかげで、その声はアリーナ全体に響きわたる。

「いよいよか……」

　アッシュが固唾かたずを吞のむと同時に、試合開始の鐘が鳴った。

　ランスロットとガウェインが、同時に飛ひ翔しようする──。
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　聖竜マエストロ同士の空中戦は見ごたえ充分で、観客たちの応援は白熱する一方だった。

「ふたりとも、なかなかやるじゃないの！」

　エーコも活いき活いきとした表情で、大空を見上げている。敵状視察という本来の目的を忘れ、すっかり観客の一員と化していた。

「……………………」

　対照的に、アッシュは冷や汗をかいている。シルヴィアもルッカも、とても競技選手とは思えないほど、爛らん々らんとした眼光を放っているのだ。

　いくら騎士国の伝統競技とはいえ、両者とも熱くなりすぎている気がする。

　一体、ふたりともどうしてしまったのだろう？

「……あの、レベッカさん？　あのふたり、妙に殺気立ってるっていうか。どう見ても本気でつぶし合ってますよね？」

「おや、君がそれを訊たずねるのかい？　まったく罪な男だな、君は」

　レベッカはサングラスごしにアッシュを見やると、呆れたように嘆息した。

「どういう意味です？」

「忘れたのか？　優勝した者に与えられる条件を」

「ああ……。そういえば、そんな取り決めもありましたね」

　アッシュは遠い目をした。つい先日、シルヴィアは宣言したのだ。

　自分が優勝した暁あかつきには、アッシュに婚約を要求する──と。

　そしてルッカもまた、アッシュとの「聖なる婚礼」を望んでいる。

「だからふたりとも、頭に血が上っているわけですか……」

　他ほかならぬ自分が元凶だったのだと気づき、アッシュは頭を抱えた。

「ふふっ。色男はつらいな」

　レベッカが微笑したそのとき、ドッと大歓声が湧わき起こった。

　ランスロットの紅の炎竜吐息クリムゾン・エクス・ブレスが、ガウェインの魔導防壁を粉砕したのだ。

　──どぉおおおおおおおおおおん！

　衝撃の余波を受け、ガウェインはぐらりとバランスを崩してしまう。

　そのまま垂直に落下を始めた。

　ルッカの応援席から悲痛な叫びがあがったが、ガウェインは地上寸前で魔力を放出し、かろうじて着陸。ルッカ自身も、まだまだ闘争心を失ってはいないようだ。

　だが、ガウェインは今の制動で魔力の大半を使い果たしたように見えた。

「この勝負、姫様の勝ちでしょうね。いくらルッカが天才でも、まだ基礎過程ユニオスですし、経験の差は埋めがたい……」

「それはどうかな？」

　レベッカの声が、急に真剣味を帯びる。

「どういうことです？」

「ルッカはまだ、切り札ジヨーカーを隠しているようだ」

「騎き竜りゆう演えん舞ぶのことですか？　でも、あの技は本来、一対一の戦闘には不向きなはずです。空に魔法円を描いているのを邪魔されたら、それで終わりだと思いますし」

「甘いな、アッシュ」

　そう答えたレベッカの視線は、なぜだかアリーナの上空を向いていた。

「今日は雲が多い。むこうの空はあんなにも晴れているのに、闘技場アリーナの上空だけが、まるで誰だれかが意図したように曇っている……」

　レベッカの意味深な独り言に、アッシュは小首をかしげた。
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「──よし、ガウェインの魔力は尽きる寸前だ。もはや勝負はついたな」

　シルヴィアは満足そうにうなずくと、手た綱づなをさばく。高度五〇メートルを保っていたランスロットは雄お叫たけびをあげると、颯さつ爽そうと降下した。

　ランスロットが着陸するや、シルヴィアはルッカに警告を飛ばした。

「ガウェインから降りるがいい、ルッカ。これ以上の戦闘は無意味だ」

　ルッカは無表情のまま、シルヴィアを見つめている。

「お前の才能は認めるが、これが経験の差だ。まだ私とランスロットの敵ではない」

　ところが、ルッカはゆっくりと首を横に振った。

「エクブラッドの騎士が死ぬときは、相パ棒ルの上……そう決まってる」

　いつになく凄すごみを感じさせるルッカ。

　シルヴィアは不覚にも、気け圧おされそうになった。

　常つね日ひ頃ごろ、ルッカは大人しいし、口数も少ない。感情も読みづらい。だが、アッシュへの想おもいは本物なのだと、シルヴィアは痛感させられた。

「この勝負に命を賭かけるというのか!?」

「……シルヴィアは、賭けていないの？　アッシュへの想い、その程度？」

　シルヴィアはカッと頰ほおに血を上らせた。

「そんなことはない！　アッシュへの想いの強さなら、誰にも負けるものか！」

「そう……。だったら、安心した」

「安心？」

「遠慮なく、本気……出せる」

　その刹せつ那な、ランスロットの四肢が凍りつき、身動きがとれなくなった。

　なんら予備動作を感じさせずに、ガウェインが蒼の氷竜凍牙アズール・エクスブリザードを発動させたのだ。

　ランスロットの前肢も後肢も、氷漬けとなっている。

　自分が油断したことを、シルヴィアは痛感した。

　ランスロットが苦く悶もんの叫びを漏らす。

「くっ！　落ちつけランスロット！　この程度の氷結魔法など──」

　シルヴィアが動揺している隙すきに、ルッカは右手を頭上に振りあげた。

「騎き竜りゆう演えん舞ぶ──参の舞、焦熱の星メ天テ雨オ！」

「……なんだと!?」

　愕がく然ぜんとするシルヴィア。まだ演舞すら見せていないというのに、どうして発動させることができるのだろう？

　そんなシルヴィアの疑問をよそに、アリーナ上空に集まっていた雲の隙すき間まから、神々しい光が燦さん々さんと降り注いだ。

　アリーナ上空に集まっていた雲が、少しずつ消えていく。あたかも、ちょうど自分の役目を終えたのだといわんばかりに。

　そして、雲のむこうから天空に現れたのは、巨大な魔法円──紛れもなく、竜の頭部を模した〈星刻〉の紋様だった。

「なっ、いつの間に!?」

　血の気が引く思いで、シルヴィアは叫んだ。

「夜の間に、こっそり仕上げた……」












　ルッカは淡々と応じると、振りあげていた手をおろした。

　次々と飛来する流星に、シルヴィアの視界は真まっ白しろに染まった。
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　はるか上空から降り注ぐ、無数の流星雨──それは聖属性を帯びた魔光だった。

　しかも空中で一斉に軌道を変えると、そのすべてがシルヴィアとランスロットを目がけて飛来する。

「なんて魔法だ……！」

　アッシュはすぐに気づいた。第三の騎き竜りゆう演えん舞ぶとは、自動追尾型の攻撃魔法なのだ。ルッカとガウェインが退避せずに留とどまっているのも、自分たちには決して当たらないという確信があるからだろう。

　ランスロットは氷結魔法によって、四肢の自由を奪われている。あと少し時間があれば解除は可能だろうが、もはや猶予はない。

　──どぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおん！

　耳をつんざく轟ごう音おんに、強烈な閃せん光こうが重なる。

「姫様……大丈夫なのか？」

　呆ぼう然ぜんとしてつぶやきながら、アッシュはぼんやりと思いだした。

　昨夜、ルッカが部屋を訪れたときのことである。

　あのとき、ルッカはガウェインの協力を得て、窓から入ってきた。

　ただ単に、アッシュに会いに来ただけだと思っていたのだが、そうではなかったのだ。

　あの時点で、ルッカはひと仕事を終えていたのだろう。一夜にわたり魔法円を隠いん蔽ぺいしていた雲は、ガウェインの魔法によるものだと思われた。アッシュには見抜けなかったが、それが幻属性の魔法であることを、レベッカはお見通しだったのだ。

　会場は、しん……と静まり返っている。

　誰だれもが固唾かたずをのんで、シルヴィアとランスロットの安否を気遣っていた。

　やがて、まばゆいばかりの光が収まる。

「ランスロット……！」

　アッシュは無意識につぶやいていた。

　そこには、上位防御魔法の一種である六角障壁ヘキサゴナル・シールドを幾重にも張り、苦痛に耐えているランスロットの姿があった。

　六角形が無数に連なるシールドが、陽光を浴びてきらきらと輝いている。だが、魔光の何発かはシールドを貫通し、ランスロットの体たい軀くを傷つけていた。

　脇わき腹ばらには血がにじみ、毛並みの一部は焼け焦げている。

　それ以上に問題なのは、シルヴィアだった。

　ランスロットの鞍くらは空っぽで、シルヴィアの姿はどこにも見あたらない。

「姫様は！　姫様はどこに!?」

「落ちつけアッシュ。シルヴィアなら、あそこだ」

　レベッカが指をさした方向に、アッシュは慌てて視線を飛ばす。

　アッシュは声を吞のんだ。シルヴィアは騎竜服ドラグスーツの一部を焼かれ、半裸になっている。それでも、ガウェインの背中──ルッカのすぐ背後に、堂々と立っていた。

「ランスロットの転送魔法!?」

　アッシュの言葉に、レベッカは満足げに応じた。

「正解だ、アッシュ。あのわずかな合間に、ランスロットは氷結魔法の解除は断念して、六角障壁ヘキサゴナル・シールドを張りめぐらした。それでも、ルッカの攻撃を防ぎきることはできなかった。主人の身を案じたランスロットは、咄とつ嗟さにシルヴィアを転送したんだ。落竜は即失格となるが、シルヴィアは決してランスロットから落ちたわけではない。あくまでガウェインに跳び乗っただけ、ということになる」

「じゃあ、姫様はあくまでも竜の上に乗っているわけだから……まだ負けてない！」

　アッシュがその事実に思い至ったそのとき、シルヴィアが動いた。

　ぽすん──と、ルッカの背を軽く押したのだ。

「えっ……!?」

　ルッカは呆あつ気けなく落竜し、地面に尻しり餅もちをついた。

　ガウェインに気づかれないうちに、シルヴィアも素早く飛び降りた。

　己おのれの主人以外の者が背に乗るのを、竜族はひどく嫌う。このままシルヴィアが勝利の余韻に浸り、ずっとガウェインに乗り続けていたら、どうなるか。

　競技のルールに関係なく、ガウェインはシルヴィアに敵意を抱くだろう。かつて、ガウェインに挑戦したばかりに、アッシュは大おお怪け我がをしたのだ。

「うむ、冷静な判断だ。シルヴィアも日々、成長しているな」

　レベッカが感嘆の声を漏らした直後、会場は大歓声に包まれた。

　審判の声が、大空に朗々と響きわたる。

「聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウト、予選第二試合！　勝者はシルヴィア・ロートレアモン王女殿でん下か！」





"The Second Heat! ～A.S.B.1365.10～" is closed.








第三話　決勝前夜、嵐の前の静けさ









　聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトの予選第三試合は、オスカーがマックスを圧倒し、決勝進出を決めた。

　そして五百年祭は着々と進み、四日目の夜が訪れた。

　学院都市アンサリヴァンの街は、いつになく賑にぎわっている。

　街の灯あかりはいつまでも煌こう々こうと輝き、不ふ夜や城じようと化したようだ。規律正しいことで有名な騎士国内の街としては、異例の事態である。

　市壁の外には、シェブロン王国の魔ま導どう艦かんクラウ・ソラスが停泊していた。

　あのザカライアスⅢ世が、五百年祭の最終日を目当てにアンサリヴァンを訪れた──その一報は、またたく間に市内を駆け巡った。

　首都フォンティーンを襲った巨竜襲撃事件のあと、ザカライアスⅢ世は騎士王パラデインオズワルドを非難し、両国の間には緊張感が高まった。

　そんな国際情勢の中、ザカライアスⅢ世が五百年祭を見物しにきたことで、騎士国民が安あん堵どしたのはいうまでもない。

　街の灯りが消えるまでには、まだまだ時間がかかりそうだった。





　　　　◇






　魔導艦クラウ・ソラスの艦内──謁見室。

　玉座には、ザカライアスⅢ世が泰たい然ぜんとして着いている。

　髪も髭ひげも真まっ白しろで、いつお迎えが来ても不思議はなさそうな老人だが、その双そう眸ぼうは爛らん々らんと輝き、生への執着を表している。

　室内には、シェブロン王家が誇る王室親衛隊をはじめ、外務大臣などの政府要人がずらりと並んでいた。

　さらには、第一から第二十までの王妃までが参列を許されている。

　いわゆる王妃団である。

　シェブロン王国において、王妃団は一種のアイドル的存在だ。

　その序列を決めるのは、なんと国民投票だった。特に上位二十名の王妃は、各種祭典への列席を許される。その結果、二十一番目以降の王妃は日々、栄えある上位枠を獲得すべく、水面下で熾し烈れつな争いを繰りひろげているという……。

　香水の匂においにむせ返りそうな光景だったが、その中で異彩を放っている一団があった。

　騎士国のヴェロニカ・ロートレアモン第一王女と、その親衛隊である。

　ヴェロニカの親衛隊は総勢七名。

　親衛隊長のグレン・マクガイアをはじめ、一流の竜騎士ドラグナーがそろっていた。

　ザカライアスⅢ世がなぜ、わざわざヴェロニカに護衛を依頼したのか──その理由は、目の前にひざまずいている貴公子が知っていた。

　礼装したオスカー・ブレイスフォードは、御前にもかかわらず飄ひよう々ひようとして、お決まりの文句を口にした。

「陛下におかれましては、ご機嫌麗しゅう──」

　年老いた王は、むすっとして答えた。

「心にもない挨あい拶さつは不要じゃ。その太ふて々ぶてしい面つら構がまえ、ユリエルに勝るとも劣らんわ」

「滅めつ相そうもないことです。あの兄上と比べられては、わたくしなど凡人ですよ」

　突然、ザカライアスⅢ世は腹を抱えて笑った。

「聖竜マエストロトリスタンの飼い主ともあろう者が、凡人とな？　余がどうして、ヴェロニカ王女に護衛を依頼したのか。お前はわかっていないと見える」

「ご心配には及びません、陛下。確かに僕がその気になれば、この場にトリスタンを召喚し、陛下を玉座ごと踏みつぶすことも可能でしょう」

　ざわっ……と、周囲がどよめく。

　王室親衛隊の中には、剣の柄に手をかけた者もいた。

　それでも、オスカーはなんら臆おくすることなく、堂々と宣言した。

「ですが、僕は卑ひ劣れつ漢かんではありません。シェブロン王家の名に恥じぬよう、正々堂々と王位を譲りうける──それが僕の理想です」

「ふん。余はそなたの大てい言げん壮そう語ごを聞くために、わざわざ呼びよせたのではないぞ」

「では、一体どのようなご用件で？」

「……余も老いた。愛馬を駆り、王家に伝わる宝剣ティル・ナ・ノーグを振るった青年時代が懐かしい。余はもう一度、あの宝剣を自在に扱えるようになりたいのじゃ」

　悲しげにつぶやくと、ザカライアスⅢ世は真横に視線を巡らせた。そこには、鞘さやに納められた巨剣が、専用の台座に立てかけられている。

　──いつかは、僕もあの剣を……！

　密ひそかに決意をみなぎらせるオスカーに、ザカライアスⅢ世は冷然と告げた。

「そのためにも、余にはアヴァロン聖竜皇の生き血が必要じゃ。一刻も早く、幼竜エーコとやらを余に献上するがいい。騎き竜りゆう学がく院いんに通うそなたなら、容易じゃろうて」

　ついに来たか……と、オスカーは緊張を走らせた。

「期限は明日の夕方──余がアンサリヴァンに滞在している間までじゃ」

　その瞬間、オスカーの脳裏には様々な思いがよぎった。

　ザカライアスⅢ世ほどの人物が、わざわざアンサリヴァンを訪れた──いくら「アンサリヴァンの五百年祭」が大規模な祭典とはいえ、それは騎士国内での話である。シェブロン王にとっては、隣国の地方都市で開催中の、小さなお祭り騒ぎにすぎない。

　シェブロン王がアンサリヴァンを訪問した真の目的とは、騎竜競技の観戦などではなくエーコの生き血──。

　──アヴァロン聖竜皇の生き血は、飲んだ者に不老不死をもたらす。

　この大陸に、古くから伝わる言葉である。あいにく、オスカーは老王よりもはるかに冷徹なので、不老不死など信じてはいない。

　だが、年老いた王になにをいっても無駄なことも悟っていた。

「かしこまりました」

　一瞬の沈黙を挟んで、オスカーは深々と頭を下げた。





　　　　◇






「遅かったな、オスカー」

　謁見室を出たオスカーを迎えたのは、セレスだった。

「待たせたね」

「……さっさと帰るぞ。こんなボロ船に長居は無用だ」

　セレスは妙にそわそわとして、落ち着きがない。

　そんなセレスを見るのは久しぶりだと、オスカーは思った。

　ブレイスフォードに迎えられたばかりの頃ころ、セレスは弱気で儚はかなげな女の子だった。オスカーの世話を焼いているうちに、いつしか逞たくましい性格になってしまったのだが……。

「シェブロン王家が誇る魔ま導どう艦かんをボロ船とは、さすがセレスだ。でも、あまり感心しないな。この船は、いずれ僕がもらうのだから」

「……………………」

　セレスは物思いにふけっているのか、黙ったままだ。

「なんだか浮かない顔をしているね。もしかして、ラフォン家の連中から嫌いや味みでもいわれたのかな？」

　ここは王室専用の魔導艦クラウ・ソラスの艦内である。当然、艦内使用人の大半はラフォン家の出身者が務めているのだ。

　幼少時、ラフォン家の養子となったセレスは、なかなか周囲に溶けこめず、それどころか白眼視されていたそうだ。

　セレスにとって、ここが居心地の悪い場所なのは、当然かもしれない。

　オスカーはセレスの頭にポンと手を置くと、微笑ほほえみかけた。

「……そうだね。こんな船は、さっさと降りるに限る。行くぞ、セレス」

　セレスはハッと我に返ると、オスカーの手を慌てて振りはらった。

「こっ、子ども扱いするな！」

　そして肩を怒らせて、ずんずんと歩きだした。

「おやおや、照れているのかな？」

　オスカーは悪戯いたずらっぽく笑うと、セレスの背を追いかけた。





　　　　◇






　その夜、生徒会役員たちは打ち合わせのため、学生食堂〈ラ・テーヌ〉に集まっていた。

「ん～っ！　やっぱり〈ラ・テーヌ〉のお肉は絶品だわ。おかわりっ！」

　エーコは「子羊のグリル」を堪能していて、打ち合わせの内容など右の耳から左の耳に抜けるばかり。ウェイトレスのアーニャに対して、早速、注文を追加している。

「か、かしこまりました……！」

　エーコには翻ほん弄ろうされてばかりのアーニャだが、すっかりウェイトレス姿が馴な染じんでいる。今ではメイド服姿のほうが、しっくりするほどだ。

「あんまりアーニャをこき使うなよ？」

　アッシュは苦笑しつつ、やんわりとエーコを諭したのだが、

「これがあたしの仕事だから、問題はないわ……じゃなくて、ないです」

「ありがとう、アーニャ。でも俺おれたちは歳も近いんだし、そんなにかしこまる必要はないと思う。言葉遣いだって、もっと気楽でいいんじゃないか？」

「そ、そう……？」

「俺のことも、呼び捨てで構わないしな」

「じゃあ、アッシュ？」

「ああ、それでいい」

　アッシュが笑顔を返すと、アーニャは照れ臭そうに下を向き、もじもじしてしまう。

　あの活発な戦闘少女が、今ではメイド服を着用し、恥じらいを見せている。

　しかも、新装開店時の特別サービスだったはずの猫耳と尻尾を、アーニャはいまだに装着しているのだ。

　なんでも予想以上に好評を博したため、店長命令でサービス継続が決定したらしい。アーニャ自身は、かなり不本意そうな様子だが。

　アッシュはついつい、アーニャの姿に見とれてしまう。

「「「「むう～！」」」」

　と、いつの間にか──。

　エーコとシルヴィアとルッカとジェシカが、鋭い視線をアッシュに浴びせていた。

　唸うなり声ごえも、しっかり四人分である。

「そ、それじゃあ、あたしは仕事に戻るから！」

　女性陣に威圧されたのか、アーニャはぱたぱたと厨ちゆう房ぼうに駆けこんだ。

「あっ、まだ注文が……！」

　取り残されたアッシュの声は、むなしく宙に消えた。

「うふふ。アッシュ様も隅に置けませんわね」

　シルヴィアの座席の背後に控えていたコゼットが、楽しそうに微笑ほほえんだ。




「──それにしても、あの小さな身体のどこに、あれだけの食料が収まるのかしら？」

　エーコの食べっぷりを前に、学院長のミラベルが不思議そうにつぶやく。

　常つね日ひ頃ごろ、学院行事にはほとんど口を出さないミラベルだが、今夜に限っては出席しているのだった。

「物理学的に考えて、不可能だわ……」

「し、仕方ありませんよ、姉上。なんといっても、エーコは竜族なのですから。食事だって、一日に五回と決まっていますし……」

　ミラベルにおずおずと話しかけたのは、シルヴィアである。冷徹な姉には苦手意識を抱いているらしく、どことなく他人行儀な接し方だった。

「学院長、今日はお忙しいところをありがとうございます」












　相手がミラベルだろうと堂々と話しかけたのは、レベッカだった。既に退院し、生徒会長として完全復活を果たしている。

　そんなレベッカとは対照的に、会計担当のマックスは、予選の第三試合で右足に傷を負ったため、今も入院を余儀なくされている。この五百年祭を無事に乗りきったら見舞いに行こうと、アッシュは思った。

　マックスを圧倒したオスカーのほうは、今日もどこをほっつき歩いているのか、姿を見かけた者はいない。オスカーに仕える眼がん帯たいメイドについても、目撃証言は皆かい無むだった。

　レベッカは一同の顔をぐるりと見わたすと、こほんと咳せき払ばらいをした。

「この四日間、実行委員としてよく頑張ってくれた。おかげで市民の間でも大評判だし、新聞社や雑誌社からは取材の依頼が殺到している」

　常つね日ひ頃ごろ、会議の際は厳粛な表情を保つレベッカだが、今夜は満面の笑みである。そんなレベッカの表情を見ていたら、アッシュの心も浮き立った。

「生徒会長として、誇らしく思う。明日さえ乗りきれば、五百年祭は大成功だ。そのためにも、油断は禁物といえる。早速だが、明日のスケジュールを再確認しておこう」

　手もとの小冊子に視線を走らせると、レベッカは言葉を続けた。

「午前中は騎竜走ドラグ・レーシング・長距離部門の決勝と、重量別格闘戦の決勝が開催される。昼食タイムを挟んで、午後からはいよいよ聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトの決勝戦が始まるわけだが──」

「邪魔するぞ」

　その瞬間、厳然とした声がレベッカを遮さえぎった。

　続けざま、がしゃり……と金属的な音が鳴る。

　その声と音を聞いて、アッシュは背筋に冷たいものを覚えた。

　おそるおそる、背後を振り返ってみると──

　案の定、現れたのはヴェロニカ・ロートレアモン第一王女だった。

　その背後には、親衛隊長のグレン・マクガイアが無表情で控えている。

　どちらも、アッシュにとっては久しぶりに見る顔だった。

　数刻前──ヴェロニカはシェブロン王の命を受け、魔ま導どう艦かんクラウ・ソラスに乗艦していたそうだが、どうやら用事は終わったらしい。

「ヴェロニカ殿でん下か！」

　ちょうど厨ちゆう房ぼうから顔を出したアーニャが、ヴェロニカに気づいて声をあげた。

「おお、アーニャではないか。新しい生活はどうだ？」

「はい。皆さん優しい方ばかりで、とても感謝しています」

　ヴェロニカは微笑すると、アーニャの頭に手を置いた。

「それは良かった。うむ、お前にはウェイトレスの制服がよく似合っているな。闘いのことは忘れて、幸せな未来をつかみ取るがいい」

「あ、ありがとうございます……！」

　アーニャは恐縮して、ぺこりとお辞儀をした。

　そういえば──アーニャはヴェロニカの恩おん赦しやによって釈放されたのだと、アッシュは思いだした。

「アヴドーチャさんは、一緒じゃないのですか？」

　アーニャの質問に、ヴェロニカは淡々と答えた。

「ああ。あいつには別の任務を命じていてな。……会いたかったか？」

「はい。お城にいたとき、とても親身になってくれましたから。どうしてあんなに優しかったのか、今でも不思議なんですけど。最初は同郷のよしみかなって思いましたが、そうでもなさそうで……」

「あいつには、あいつの考えがあるのだろう。ところで、そこにいるのはアッシュ・ブレイクではないか？」

　ヴェロニカは突然、鋭い視線をアッシュに向けてきた。

　アッシュは慌てて起立した。

「お、お久しぶりです、ヴェロニカ王女……」

「ふん。しばらく見ないうちに、多少はマシな面つら構がまえになったようだな」

　まさか誉ほめ言葉が返ってくるとは思わなかったので、アッシュはポカンとした。

「──とはいえ、まだまだシルヴィアを任せるわけにはいかんがな」

「あっ、姉上！　なにをいって……！」

　アッシュよりも素早く、シルヴィアが反論する。

　そんな妹を見て、ヴェロニカは残念そうに嘆息した。

「まったく、この程度で動揺するとは……まだまだだな。そんなことだから、いつまで経たっても聖天竜騎士アーク・ドラグナーになれんのだ。少しはレベッカを見習うといい」

「ぐっ……」

　今度は青くなって、シルヴィアは言葉を詰まらせた。




　ヴェロニカが加わり、会議は再開された。

「さて、この五百年祭には、騎士王パラデインオズワルドをはじめ、多くの王侯貴族が観戦に訪れているが、明日は国賓クラスの要人が来賓席を埋めつくすことになる。聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトの決勝戦が目当てなのは、いうまでもないな」

　アッシュは緊張した。出場者としては、身が引き締まる思いである。

「シェブロン王国からは、ユリエル第三王子が初日から観戦されているが、明日はザカライアスⅢ世陛下もお越しになる。無論、厳重な警備体制が必要となるぞ」

　ユリエル第三王子、そしてザカライアスⅢ世と聞いて、アッシュはぞくりとする。

　以前、オスカーがほのめかした話を思いだしたのだ。

　──大陸の覇権を狙ねらうべく、騎士国の併合を目もく論ろむ王子。

　──妄もう執しゆうに憑つかれ、エーコの生き血を欲している老王。

　オスカーの言葉が本当なら、どちらもエーコには会わせたくない人物だった。

「なるほど。それでヴェロニカ姉様とミラベル姉様も、この会議に参加されているわけですね？」

　シルヴィアの問いに、ヴェロニカは重々しくうなずいた。

「うむ。警備について、学院長及び生徒会役員とも打ち合わせておこうと思ってな」

「それほどまでに、生徒会役員を見こんでくださったとは……！」

　感動の表情を浮かべたシルヴィアに対し、

「いや、そうではない。いざというとき、足を引っぱられては困るからだ」

　ヴェロニカは素っ気なく答えた。

「そうですか……」

　シルヴィアは意気消沈し、がっくりと肩を落とす。

　そのとき、ミラベルがカタン……と音をたててティーカップを置いた。

　妙にトゲを感じさせる置き方だった。

「……嫌だわ。わたくしの可愛かわいいシルヴァヌスを破壊しておいて、よくもまあ、大きな顔をしていられること」

　ミラベルの言葉の矛先は、ヴェロニカに向いていた。

「……聞き捨てならんな、ミラベル」

「大体、ヴェロニカ姉様だって来賓のひとりなのよ？　たまには綺き麗れいなドレスでも着て、父上の隣でお姫様らしく振る舞ってみたらどうかしら？　そんなことだから、男のひとりも寄りつこうとしないのだわ」

「貴様……！」

　たちまち、ヴェロニカの顔色が変わった。

「その減らず口、学院長に就任しても相変わらずのようだな……」

「事実を、ありのままに申しただけです」

　ヴェロニカの殺気を真っ向から浴びせられても、ミラベルは顔色ひとつ変えない。

　突然、予期せぬ姉妹喧げん嘩かが始まったので、アッシュは戸惑うばかりだった。

　いや、アッシュだけではない。誰だれもがぽかんとして、バチバチと火花を散らすヴェロニカとミラベルの様子を窺うかがっている。

　王女同士の喧嘩に口を挟むわけにもいかず、店内の空気は冷える一方だった。

　どうやらミラベルは、ヴェロニカが魔ま導どう艦かんシルヴァヌスを壊したことを根に持っているらしい。シルヴァヌスを設計したのは、実はミラベルなのである。

　もっとも、あれは決してヴェロニカの責任ではない。首都で覚かく醒せいしたエーコを助けるためには、シルヴァヌスを使うしかなかったのだ。

　そもそも、実際に操艦したのはジュリアス王子である。ヴェロニカだって被害者のようなものだ。それくらいのことは、ミラベルも報告を受けているはずだが……。

「やはり、脳から胸に至るまで筋肉で構成されている人に、シルヴァヌスを任せたのが間違いでした」

「なんだと……！」

　がしゃりと鎧よろいを鳴らし、ヴェロニカは立ちあがる。

　腰に提げていた大剣クレイモアをすらりと抜くと、ミラベルに突きつけた。

「ふっ。すぐ力に訴える性格も、相変わらずですね。ユニス、わたくしの剣を」

　ミラベルも立ちあがると、ユニスからレイピアを受けとった。

　ユニスは主人の身を案じる素振りすら見せず、淡々とミラベルの命に従うだけだ。

　第一王女と第三王女が、互いの武器を構える。

　一触即発の空気。

　アッシュはさりげなく、シルヴィアに小声で訊たずねた。

「おいおい。止めなくていいのか？　あのふたり、どうなってるんだよ？」

　シルヴィアは大きな溜ため息いきを漏らした。

「昔から、あのふたりが顔を合わせると、こうなるんだ。相性が悪くてな……」

「剣まで抜いてるけど、大丈夫なのか？」

「問題あるまい。学者肌のミラベル姉様だが、ひとたびレイピアを構えれば、一流の剣士に勝るとも劣らない」

「人は見かけによらないんだな……」

　つぶやきながら、アッシュはさりげなく戸口に視線を走らせた。

　ヴェロニカの親衛隊長を務めるグレンも、この姉妹喧げん嘩かには慣れているのだろう。むっつりと押し黙ったまま、扉の脇わきで直立不動を続けている。

「貴様の墓に刻む碑文──考えておくがいい、ミラベル！」

「淑女のたしなみを教えてさしあげるわ、この筋肉魔神！」

　両者の気合がほとばしり、熾し烈れつな剣闘が始まる。力で押すヴェロニカに対し、ミラベルは流麗な剣さばきで受け流す。そして目にも止まらぬ突きを披露する。まるで演舞だ。

「ミラベル王女、すごいな……」

　ヴェロニカには悪いと思いつつ、アッシュはミラベルの戦いぶりに見とれてしまう。

「こら！　ミラベル姉様をよこしまな目で見るんじゃない！」

　たちまちシルヴィアが睨にらんできたので、アッシュは狼ろう狽ばいした。

「いやいや、決して変な意味はないからな？　綺き麗れいだな、と思っただけだし。大体、どうして姫様が怒るんだよ？」

「そ、そんなこともわからんのか!?」

「アッシュ様。姫様は嫉しつ妬とされているのですよ」

　さりげなく注釈を挟むコゼット。

「愚か者ぉおおっ！　余計な口を挟むなっ！」

　図星を指されたらしく、シルヴィアの顔は茹ゆで蛸だこのようになっている。

「ちょっと！　それは聞き捨てならないわね」

　と、今度はエーコがアッシュの袖そでを引っぱった。食事に専念していたはずなのに、しっかりと聞き耳をたてていたらしい。

　アッシュがエーコとシルヴィアの挟撃を受けている間も、ヴェロニカとミラベルの喧けん嘩かは続いている。

「ええい、小こ賢ざかしい！」

　ヴェロニカがやや苛いら立だった様子で、豪快にクレイモアを振るった。

　真っ正面から受けたが最後、ミラベルのレイピアなど一瞬で折れるだろう。

「力押しなど通じません！」

　もちろん、ミラベルもそれはわかっているようだ。ヴェロニカの斬撃に対し、わざと斜めに角度をつけることで、圧力を見事に分散させている。まるで、力の流れが目に見えているような戦いぶりだった。ある意味、学者らしい剣さばきといえた。












　しかし、このまま姉妹喧げん嘩かを続けさせるわけにもいかない。肝心の会議は停滞したままだし、店にも迷惑がかかってしまう。

　アッシュはさりげなく、レベッカに声をかけた。

「あの、レベッカさん？　そろそろ止めたほうがいいのでは……？」

「それは同感だが、王女同士の決闘だ。我々が下手に介入するのは無礼に当たる」

　さすがのレベッカも苦笑を浮かべるばかりだったが、ふとシルヴィアに視線を向けた。

「そうだ。妹のシルヴィアなら、なにか解決策を知っているのではないか？　姉上たちのことなら、誰だれよりもよく知っているだろう」

「わ、私ですか!?　いや、しかし……あのふたりが喧嘩を始めてしまうと、もう誰にも止められないというか。お互いの気が済むまで、続けさせるしかないと思います……」

　そういって、シルヴィアは嘆息するのだった。





　　　　◇






　なんとかヴェロニカとミラベルが剣を収めた頃ころ──。

「すぅ、すぅ……」

　エーコは椅い子すにかけたまま舟を漕こいでいる。

　お腹なかが膨れたせいで、睡魔に負けてしまったのだろう。会議の合間も、エーコだけは食事に熱中していたのだから。

「仕方ないな」

　アッシュは苦笑した。制服の上着を脱いで、エーコの身体にかけてやる。相変わらず、純じゆん真しん無む垢くな寝顔だった。一晩中眺めていたとしても、きっと飽きないだろう。

　ふと、エーコが右手首にはめている〈アヴァロンの腕輪〉に、目が留とまった。

　エーコがマザー・ドラゴンから賜った、特別な腕輪である。

　この腕輪を使いこなせるようになれば、エーコは自分の意思で竜化ドラグナイズ／人化ヒユーマナイズできるようになるらしい。

　そのために、エーコは毎日のように、遣けん竜りゆう工こう房ぼうにこもって修行をしている。もう二度と、首都フォンティーンを震しん撼かんさせたときのような事件を起こさないために──。

　アッシュが心の中で決意を固めていたら、デザートの時間が訪れた。

　アーニャがやって来ると、デザートの載った皿を次々と並べていく。

「むにゃむにゃ……あれ、この匂におい……もしかして！」

　うたた寝していたエーコも、焼き菓子の香りにつられたらしい。突然、ぱちりと両眼を開くと、上体を起こした。

「あなたの分も、ちゃんとあるわよ」

　アーニャが苦笑しつつ、エーコの前に皿を置く。

　生徒たちの間でも人気の高い、ミルクレープが鎮座していた。

「ふにゃあ……なんて美お味いしそうなの……！」

　まだ口に運んでもいないのに、エーコはうっとりとつぶやいている。

　クレープが大好きなエーコにとって、クレープ生き地じを幾重にも重ね、生クリームを挟みこんだミルクレープは、至高の一品なのだった。

　そのとき、ミラベルが急に顔をあげた。

「──ところで、ひとつ気になることがあるのだけれど」

　誰だれもがフォークに伸ばした手を止めて、ミラベルに注目する。

　エーコだけは、しっかりと一口目を頰ほお張ばってしまったが。

「聖竜マエストロトリスタンの額に付いている黒水晶だけど、あれはなにかしら？　あれによく似た黒水晶を、なにかの文献で見かけた気がするのだけれど……ちょっと思いだせなくて、もどかしいわ」

「……ただのアクセサリーだと思いますが。自分の相パ棒ルに装飾品を着けたがる生徒は珍しくもないですし、学院も特に禁止はしていません」

　そう答えたシルヴィアは、怪け訝げんそうな顔をしている。

「そういえば、なんだか嫌な感じがするわね」

「わたしも、あの黒水晶……不思議な波動、感じた」

　シルヴィアとは対照的に、次々に口を開いたのはエーコとルッカである。

　エーコは竜族なので、その感覚は人間とは比べようもない。

　ルッカもエクブラッド人だけあって、独特な感性の持ち主である。

　このふたりが不審に思ったのであれば、懸案事項なのかもしれない──アッシュはほんの少し、不安を覚えたのだった。





"The Calm Before The Storm ～A.S.B.1365.10～" is closed.








第四話　囚われのアシュリー









　早朝──男子寮アポロ舎、二階。

　オスカーの私室で、セレスは目覚めた。

　カーテンの隙すき間まからは、朝陽が燦さん々さんと降り注いでいる。

　空は見事な秋晴れらしい。五百年祭の最終日に、ふさわしい天気といえた。

「……ついに、この日が来てしまったか」

　まるで死地に赴く兵士のような気分で、セレスはつぶやいた。

　枕まくら元もとに置いていた眼がん帯たいを手探りでつかむと、左目に装着する。

　起床と同時に眼帯を装着するのは、セレスの日課だった。

　他人に見られたくない身体的特徴を、必死で覆い隠す──それは、アッシュが左腕の〈星刻〉を包帯で隠す行為に通じている気がした。

「無性に腹が立ってきたぞ……」

　自分とアッシュとの共通点に気づいたセレスは、忌々しげに舌打ちをした。

　よりによって、どうして今朝に限って気づいたのかも、不思議だった。

　セレスは簡易ベッドから抜けだすと、身支度を整える。

　漆黒の衣装を着こなし、最後に銀髪を後頭部で結いあげると、セレス流のメイド・スタイルの完成である。

　鏡の前で服装チェックをすると、セレスはベッドの脇わきに歩みよった。

「……感謝しているぞ、オスカー。専属メイドとして暮らした日々、悪くはなかった。たとえそれが、あの御お方かたのご命令だったとしても……」

　ベッドの上、オスカーは暢気のんきに眠りこけている。普段は念入りに隠している乳房も、解放感を主張するように、寝ね間ま着きの生き地じを押しあげていた。

　セレスはしばらくの間、オスカーの寝姿に見とれた。

「もし、女として育てられていたなら……今いま頃ごろはきっと、宮廷の男どもを夢中にさせていただろうな」

　セレスはぼそぼそと語りつつ、オスカーの寝間着を直してやる。

「思えばお前の母親も、罪なことをしたものだ」

　最後に毛布をかけてやると、セレスはきびすを返した。

　勉強机の脇に寄ると、ペンを手に取る。

　別れの言葉をしたためると、セレスはペンを置いた。そして戸口に向かう。

　玄関先には、真まっ赤かな鞄かばんが置いてある。昨夜のうちに、セレスがこっそりと用意しておいたものだ。漆黒の髑どく髏ろが刺し繡しゆうされていて、セレスのお気に入りだった。

　セレスは廊下に出ると、音を一切たてることなく、扉を後ろ手に閉めた。

「あのクソ虫の部屋は、確か三階だったな」

　旅行鞄かばんを肩に提げると、セレスは階段に向かった。





　　　　◇






　──はむはむ……。

　ベッドの中、耳たぶを甘く嚙かまれ、アッシュはぞくりとした。

「うーん……駄目だろ、エーコ……」

　エーコの甘嚙み──幼竜に特有の癖が出たのは、久しぶりのことだった。

　いよいよ決勝戦ということで、エーコも緊張しているのだろうか。

　だが、まだ起床の鐘は鳴っていないし、もう少し眠っておきたい。

　アッシュが寝返りを打つと、エーコの身体は自然と離れた。

　──はむっ！

　ところが、再びエーコが歯を立ててくる。今度は脇わき腹ばらを嚙まれた。

「うっ……！」

　背筋がそり返ってしまうほどの快感が、全身を駆け抜ける。

「そんなバカな！　エーコの甘嚙みがこんなに気持ちいいはずが……！」

　アッシュは思わず叫んでいた。

　そう、エーコはいつも歯を立てすぎて、結局は激痛をもたらすのだから。

「ふふっ。やっと気づいたのね」

　ドキリとするほど艶なまめかしい声が、アッシュの耳たぶをくすぐる。

「ナヴィー!?」

　目を開けた途端、アッシュは狼ろう狽ばいした。

　全裸のナヴィーが、アッシュに馬乗りになっているのだ。なんとアッシュ自身も全裸だった。辛うじて、白い薄絹が下半身を覆っているだけである。

「もしかして、ここは……！」

　アッシュはきょろきょろと周囲を見わたした。

　床面は、白と黒の市松模様。

　壁際には、人体や甲かつ冑ちゆう、城じよう塞さいなどを思わせるオブジェが展示されている。

　天井には、無数の竜りゆう綺き華か晶しようをちりばめたシャンデリア。

　室内中央にはアンティーク調の寝台が置かれ、アッシュはそこに寝かされていた。

　見覚えのある光景だった。

　初夏の頃ころ──アロンヌ湖畔での合宿中、アッシュが無理にガウェインを乗りこなそうとしたときのことだ。

　重傷を負ったアッシュの幽体は、ナヴィーの力でこの部屋に転送されたのだった。

「遣けん竜りゆう工こう房ぼうへようこそ。こんな形で会うのは、久しぶりね」

　そういって、ナヴィーは微笑した。

　ピンクシルバーの髪も、その顔立ちも、ナヴィーはエーコによく似ている。

　ただし、まだ発展途上中のエーコと違い、ナヴィーははるかに大人だった。

　頭部の角は成獣と同じように鋭く尖とがっているし、その肢体はすらりとしている。

　こう見えて、ナヴィーは竜族が悠久の歴史を通じて蓄積してきた、竜種の記憶ドラグワースそのものだという。アッシュ自身、完全には理解できていないのだが、情報自体に芽生えた人格のようなものだと理解している。

「どうしたんだよ、ナヴィー。なにか大事な用でもあるのか？」

　なんとか平静を装いつつ、アッシュは訊たずねたのだが、お互いに全裸である。

　どうしても、声が上ずってしまうのは否いなめない。しかもナヴィーの下半身は、薄絹一枚を隔てて、アッシュの腹部に密着しているのだ。今のアッシュは幽体のはずだが、それでもナヴィーの柔らかい感触はまざまざと伝わってくる。

「あら、つれないわね。用がなかったら、あなたを呼んだら駄目なの？　エーコがマザー・ドラゴンから〈アヴァロンの腕輪〉を授かって以来、ずっとあの子の修行に付き合ってあげてるのに。少しは、ねぎらってくれてもいいんじゃないかしら？」

　アッシュの顔を覗きこむように、ナヴィーが顔を接近させてくる。

　ちょっぴり拗すねた顔をしているようにも見えた。

　確かに、会った途端に「大事な用でもあるのか？」などと訊ねたのは失言だったのだろう。アッシュは反省した。

「そういえば、修行のほうはどうなんだ？」

「意外と頑張っているわよ。文句は多いけど、あの子は本気で〈アヴァロンの腕輪〉を使いこなすつもりね。これも愛の為なせる業わざかしら？」

「な、なにをいってるんだよ!?」

　そんなアッシュの狼ろう狽ばいを吹きとばすように、ナヴィーは豊満な乳房を揺らした。

　アッシュは慌てて目を逸そらす。自分の鼓動が聞きとれるほど、心臓が暴れてしまう。

「ふふ。せっかくふたりきりなのだから、無駄話は終わりよ。あなたにその気があるなら、楽しいこと……してみる？」

「いや待て！　それはまずいだろ！」

「どうして？」

　小首をかしげつつ、ナヴィーは右手を妖あやしく動かした。

　さわさわと、アッシュの胸板や脇わき腹ばらを撫なでてくる。

「うっ……！　だ、だから、やめろって……」

「ふふっ。こんな風に悪戯いたずらするのは、初めて会ったとき以来ね」

　突然、濡ぬれた唇がアッシュのうなじを吸う。

　そのまま、ナヴィーの唇はアッシュの肌を滑るように移動する。ナヴィーの動きに合わせて、絹糸のようなロングヘアがさわさわと、アッシュの肌を撫なでる。

　その快感に、アッシュはのけぞった。いっそ、このままナヴィーに導かれ、行きつくところまで行ってしまうのも悪くない……などという甘い考えが、脳裏をよぎる。

「はぁ、はぁ……」

　アッシュが荒い呼吸を繰りかえしていたら、次第にナヴィーも興奮してきたのか、熱い吐息を漏らしはじめた。

　いつもクールで、超然としたナヴィーが興奮している。

　その事実が、ますますアッシュの鼓動に拍車をかける……。

　次の瞬間、アッシュは我に返った。

「やっぱり駄目だ、ナヴィー！　俺おれだってナヴィーのことは好きだけど、遊びでこういうことをするのは駄目だ！」

「もしかして、エーコを裏切ることになる──とか考えてる？」

「そ、それもあるけど……」

　ナヴィーの愛あい撫ぶに耐えながらも、アッシュはなんとか声を絞りだした。

「大丈夫よ。こうした戯れも、いずれはエーコ自身の経験として蓄積されるのだから」

　ナヴィーは馬乗りをやめると、アッシュの脇わきに横たわった。

　頰ほお杖づえをついて、アッシュの顔を覗きこむ。ひとつひとつの動作が艶つやっぽくて、見てはいけない……と思いつつも、アッシュは目が離せなくなってしまう。

　真紅の瞳ひとみはじっとりと潤み、ただアッシュだけを映している。

「前にも説明したでしょう？　いずれエーコはわたしと統合を果たし、竜族の頂点に君臨することになるの。そう考えたら、浮気にはならないわ」

「……だけどさ、それって寂しくないか？」

　アッシュが真剣なのを悟ったらしく、ナヴィーも急に真顔になった。

「どうして？　わたしは最初からそういう風に創られた存在だもの。寂しくなんかないわよ。竜族の歴史においては、それが自然の摂理だもの」

「そんなのは駄目だ！　たとえ竜族が認めても、俺は認めない！」

　アッシュは衝動的に上半身を起こした。

　ナヴィーの両肩をつかむと、ベッドに押しつける。

　あっという間に、今度はアッシュがナヴィーを見下ろす体勢となった。

「ナヴィーだって、俺にとっては大切な仲間なんだ」

「えっ……？」

「俺おれはナヴィーを失いたくない。絶対にだ」

「そ、そんなことをいわれても……困るわ」

　ナヴィーがアッシュの前で動揺を見せたのは、初めてだった。

　それどころか、ナヴィーはポッと頰ほおを染めると、急にそわそわとなった。

「ナヴィー？　どうかしたのか？」

　アッシュが怪け訝げんに思って訊たずねると、ナヴィーは拗すねたように、ぷいっと横を向いた。

「あなたって、本当にズルい人。そんなことをいわれたら、わたし……」

　ナヴィーは頰だけでなく、耳やうなじに至るまでを真まっ赤かに染めている。しかも、あれほど堂々と裸身をさらしていたくせに、急に乳房の前で両腕を交差させると、身体を隠すような仕草をした。そのまま黙りこむと、もじもじとしている。

「ど、どうしたんだよ？」

　再び訊ねても、ナヴィーは答えない。

　アッシュは瞬まばたきすら忘れて、そんなナヴィーに見入った。

　ずっと小悪魔さながら主導権を握り、アッシュに悪戯いたずらを繰りかえしたナヴィーが、今では可か憐れんな少女のように恥ずかしがっている。

　かといって、決してアッシュを拒絶するわけでもないようだ。その証拠に、まるでなにかを期待するかのように、ナヴィーは時折、アッシュの顔を盗み見る。そして視線が合うと、素早く目を逸そらし、ますます恥ずかしそうな顔をする。

　──くっ、ズルいのはナヴィーのほうだ！　そんな表か情おをされたら、俺だって我慢の限界が……！

　もはや、アッシュの理性は崩壊寸前だったが──。

　その刹せつ那な、アッシュの幽体はすさまじい吸引力を覚え、あっという間にナヴィーの身体から引きはがされた。

　慌てて背後を振りかえると、壁際に暗黒の渦が発生している。

「うわっ！　どうなっているんだ!?」

「これは……」

　ナヴィーは素早く身を起こすと、暗黒の渦を見すえた。

　既に、いつもの理知的な表情に戻っている。

「誰だれかが、あなたの肉体を無理やり叩たたき起こそうとしているのね。早く戻ったほうが──」

「うわあああああああああっ！」

　ナヴィーの言葉を最後まで聞き終えないうちに、アッシュの幽体は暗黒の渦へと吸いこまれていった。





　　　　◇






「──おい、クソ虫」

　鋭い声に耳を打たれ、アッシュは目覚めた。

　まだ意識はぼんやりとしているし、眠気も残っている。つい先ほどまで、ナヴィーと戯れる夢を見ていたような気もするが──。

「うーん……頼む。もう少しだけ……寝かせてくれ……」

　アッシュは寝返りを打つと、うつぶせになった。やや肌寒い気がしたので、手探りで毛布を捜す。

　だが、毛布はいっこうに見つからない。エーコが独り占めしているのだろうか。

「ちっ、なにを寝ぼけてやがる！」

　今度は、背中に痛烈な圧迫感を覚えた。

「うわっ！　なんだ!?」

　今度こそ、アッシュははっきりと覚かく醒せいした。

　──そうだ、俺おれは遣けん竜りゆう工こう房ぼうでナヴィーと会っていて……。

　ナヴィーの肉感的な裸身を思いだし、アッシュは思わずドキドキしてしまったが、すぐさま正気に返った。

　そう、誰だれかがアッシュを無理やり叩たたき起こそうとしたせいで、アッシュの幽体は強制送還されたのである。

　室内はまだ暗いが、カーテンの隙すき間まから朝陽が射さしこんでいるので、真っ暗ではない。

　アッシュは飛び起きようとして──できなかった。

　背中に、とてつもない圧迫感を覚えたのだ。

　うつぶせのまま、アッシュは動くに動けなくなってしまう。

「エーコか!?」

　なんとか顔だけを真横に向け、窓際のほうに視線を飛ばす。

　エーコはドラゴンのぬいぐるみを抱きしめたまま、穏やかな顔で眠っている。

「すう、すう……むにゃむにゃ……」

　悪さをしているのは、エーコではないようだ。

「おい。どっちを見ている？　あたしはこっちだ！」

　痛烈な声に促され、今度は反対側に顔を向けると──。

「うわっ！　どうしてお前がここにいるんだよ!?」

　うつぶせのまま、アッシュは驚きよう愕がくした。腕組みをしたセレスが片足を振りあげて、アッシュの背中をぐいぐいと踏んづけているのだ。

「た、頼むから足をどけてくれ……。マジで痛い」

「ふん、男がこの程度で情けない声をあげるな」

　眼がん帯たいメイドは痛烈な口調で返すと、さらに力をこめた。背中への圧迫感が強くなる。

「あいたたた……！」

　見た目は華きや奢しやなセレスだが、すさまじい脚力だった。

　本気で怒ったエーコほどではないが、相当に鍛えているのだろう。

　どうしてセレスがアッシュの部屋に侵入しているのか。オスカーの差し金？　いや、それはないだろう……と、アッシュは考えなおす。

　オスカーは自分の実力に絶対の自信を抱いている。今さら小細工を弄ろうして、決勝当日の朝になにかを仕掛けてくるとは思えない。

　……それ以前に問題なのは、セレスの体勢だった。

　片足を大きく振りあげて、アッシュの背中を踏み続けるセレス。

　黒を基調としたその衣装は、一般的なメイド服よりも丈が短い。そのせいで、ベッドに寝そべったアッシュからは、漆黒の布地とレースの飾りが丸見えなのだった。

　アッシュはセレスの股こ間かんから目を逸そらすと、ぼそりとつぶやいた。

「お前、下着も黒なんだな……」

「はわっ！」












　セレスは意味不明な叫びをあげると、慌てて足を戻した。スカートの裾すそを両手で押さえつけている。意外と恥ずかしがり屋らしい。

「いっておくけど、見たんじゃなくて、見えたんだ」

　アッシュは弁解しつつ、素早く上半身を起こした。

「……まあいい。本題に入るぞ」

　意外にも、セレスはそれ以上の追及はしなかった。その代わり、足もとに置いていた鞄かばんを開けた。髑どく髏ろのマークが刺し繡しゆうされた、真まっ赤かな鞄だった。

　カーテンの隙すき間まから射さしこむ朝陽が、鞄の中身をうっすらと照らしだす。

「おい、お前！　それって……」

　アッシュは嫌な予感がした。

　セレスが取りだしたのは、女子学院生の制服と、ロングヘアの鬘かつら。

　そして、女性用の下着類だった。

「おら、さっさとこいつに着替えろ」

　アッシュは冷や汗をかいた。

「そ、そいつはまさか……」

　セレスは唇の片端を吊つりあげて嗤わらった。

「そう、こいつは麗しきアシュリーの専用衣装だ」

「また女装しろってか!?　どういうことだよ！」

　アッシュは混乱した。

　今日の決勝戦でオスカーが勝った場合、アッシュは女装してオスカーに嫁がねばならない。その場合、アッシュはアシュリー・ブレイクという名の女性として、この先ずっと生きていかねばならなくなる。

　当然、アッシュの飼い竜であるエーコも、オスカーの許もとで暮らすことになる。

　逆にアッシュが勝った場合は、オスカーは二度とエーコを狙ねらってはならない。アッシュを嫁にするという野望も諦あきらめねばならない。レベッカへの不当なプロポーズも撤回する。

　……以上が、オスカーと交わした誓約のはずだ。まだオスカーに敗れたわけでもないのに、どうして女装させられねばならないのか──？

「ごちゃごちゃうるさいぞ、クソ虫。あまり聞き分けが悪いようだと……」

　セレスは凄すごみのある声で告げると、懐に手を入れた。

　そして、鋼鉄の塊を取りだす。

　その物体を目の当たりにした瞬間、アッシュは戦せん慄りつした。

　セレスが突きつけてきたのは、小型の魔導式拳けん銃じゆうなのだ。竜りゆう綺き華か晶しようのエネルギーを利用して、弾丸を撃ちだす仕組みである。

「……そいつで俺おれを脅そうってのか？　こんなこと、オスカーが望んでいるとも思わないけどな」

「ふん、知った風な口をききやがる。まあ、確かにオスカーは汚い勝負を望まない」

「だったら、なぜ……？」

「あたしの独断だからさ。おら、さっさと支度をしろ。さもなくば──」

　セレスは言葉を切ると、銃口をわずかにずらした。

　その先には、エーコの無邪気な姿があった。

「そいつの手足を、ぶち抜く」

　セレスの目は、あくまでも真剣だった。

「うにゅう、とっても……おいしそう。むにゃむにゃ……」

　こんな事態だというのに、エーコは寝言を漏らしつつ、のんきに熟睡を続けている。

「くっ……」

　アッシュは奥おく歯ばを嚙かみしめた。

　オスカーとは無関係に、セレスが動きはじめた。

　それは一体、なにを意味するのか。

　いや、セレスは先ほど「独断」といったが、本当にそうなのだろうか？

　もしかしたら、セレスの背後には黒幕がいるのかもしれない。

　アッシュが真っ先に思い浮かべたのは、シェブロン王ザカライアスⅢ世である。

　──エーコの生き血を狙ねらっているという、老王……。

　そこまで考えたものの、今はエーコを守るのが先決だと、アッシュは思いなおした。

「……わかった。お前に従うから、その銃をしまえ」
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　──まったく、俺おれはなにをやっているんだろうな……？

　早朝の冷たい風に運ばれそうになった鬘かつらを、アッシュは手で押さえた。

　女装したアッシュを引き連れて、セレスは学院の正門から堂々と出発する。

　学院の敷地内では、教職員や警備員、そして竜舎勤務の竜丁グルームたちとすれ違ったが、誰だれもセレスとアッシュを怪しむことはなかった。

　それどころか、彼らはアッシュの頭の先から足の先まで、舐なめるようにじろじろと眺めては、妙に興奮した鼻息を漏らすのだった。

　──まったく、そんなにじろじろ見るなって……。

　嘆息すると同時に、アッシュは自分が変装させられた理由を悟った。

　ここ最近、アッシュはすっかり有名人になってしまった。そんなアッシュが、早朝からセレスと連れだって歩いていては、誰もが不思議に思うだろう。

　だからこそ、セレスは女装を強要したのだ。いったん女装してしまえば、よほど仲のいい相手でない限り、正体がアッシュだと見抜くのは不可能に近い。

「おら、きりきり歩け」

　通行人もまばらな大通りをずんずんと進みつつ、セレスはアッシュを促す。

　セレスが足を止めたのは、竜車の停留所だった。ちょうど一台が停留していた。

「ルビニア湖まで頼む」

　セレスが声をかけると、年老いた御者は申し訳なさそうに答えた。

「五百年祭の影響でな。街道はずっと封鎖されているんじゃよ。大きく迂う回かいすることになるが……」

「構わない」

「じゃあ乗りな、お嬢ちゃんたち」

　セレスとアッシュが乗りこむと、御者は竜車を発進させた。

　やがて竜車は市街地を抜け、市門を通過する。ここからは市外となる。

　御者が事前に説明した通り、街道は封鎖されていたので、地竜アーシアは未舗装の迂う回かい路ろを突きすすむ。周囲に通行人や通行車輌は皆かい無むだった。

　四輪車に揺られつつ、アッシュはセレスに質問をぶつけた。

「なあ、セレス。ルビニア湖に行って、どうするんだ？」

「てめーに質問する権利はねぇよ。それと、今はアシュリーだ。女らしい声色で、おしとやかに喋しやべれ」

「無む茶ちやいうなって。大体、お前だって女だけど、おしとやかじゃないだろ？」

「……なにかいったか？」

　セレスが鋭い眼光を飛ばしてきたので、アッシュは口をつぐんだ。
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　一時間以上を費やして、アッシュとセレスはルビニア湖にたどり着いた。

　ルビニア湖畔といえば、アッシュがオスカーの秘密を知る羽目となった、因縁の場所でもある。

　ついオスカーの裸身を思いだしてしまい、アッシュは頰ほおを熱くした。

　御者はセレスから運賃を受けとると、ふたりの少女を不審がる素振りも見せず、立ち去った。

「もっと怪しんでくれてもいいのにな……」

　視界から消えていく竜車を見送りつつ、アッシュは嘆息した。

　一応、ルビニア湖畔はピクニックや釣りにも利用される観光名所だが、ひとけは皆無。まだ早朝だし、なにより今日は五百年祭の最終日だ。こんな日にルビニア湖畔を訪れる者がいるとしたら、よほどの変わり者だろう。

「なにをボケッとしている？　さっさと行くぞ」

「行くぞって、どこに!?　暢気のんきに釣りでもするつもりか？」

「はあ？　なんでてめーと釣りをしなくちゃならないんだよ？　ほら、見えたぞ」

　湖畔からやや離れた位置に、古びた一軒家があった。

　いや、廃はい墟きよといったほうがいいだろう。大昔に建てられた別荘だと思われた。

「入るぞ、アシュリー」

「いやいや、たとえ廃墟でも不法侵入だろうが」

　アッシュが怒鳴ると、セレスは急に振り返った。憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうを浮かべている。

「おい、クソ虫。今のお前はアシュリーだ。もっと女の子らしく振る舞わんか！」

　セレスの右手が一いつ閃せんし、アッシュのスカートをまくり上げる。

　ぶわっと、下半身に冷たい風が吹きこんできた。

「わわっ！」

　反射的にスカートを押さえるアッシュ。つい内うち股またになってしまう。

　羞しゆう恥ち心しんのあまり、頰ほおに血が上った。実は下着も女性用のものを穿はかされている。それだけは、絶対に見られたくなかった。

「ふん。可愛かわいらしい仕草じゃないか。それでこそアシュリーだ」

　セレスはにやりと笑うと、錆さびついた門扉をくぐった。




　一応、廃墟の入口は封鎖されていたのだが、セレスは真まっ赤かな鞄かばんからピッキング・ツールを取りだすと、安々と解錠した。

「おい、なんでそんな道具を持っているんだ？」

「メイドのたしなみに決まっているだろう」

「そんなメイドは嫌だ！」

　他愛のないやり取りを交わしつつ、邸内に踏みこむ。

　蜘く蛛もの巣が張った廊下を延々と歩いた末に、セレスは客間の一室を選んだ。

　セレスが扉を開いた途端、竜媒魔法オラクルの術式が自動的に起動して、室内を明るく照らしだした。建物は荒れ放題だが、竜華灯の機能は生き残っているようだ。

　室内には、読書用の小さな机と本棚、そしてベッドが置かれているだけだった。窓には板が打ちつけられており、光源は天井から吊つるされた竜華灯だけである。

　──こんな場所に連れてきて、なにをするつもりだ……？

　アッシュが大人しくセレスに従ったのは、あくまでエーコの安全を守るためだ。学院からこれだけ離れれば、その目的は達成したといえる。

　となれば、今こそセレスの真意を問いただすときだった。

「なあ、セレス。そろそろ、お前の目的を──」

「おい、アシュリー」

　残念ながら、アッシュの言葉は呆あつ気けなく遮さえぎられた。

　セレスは足もとに鞄かばんを置くなり、アッシュを突き飛ばしたのである。

「うわっ！」

　不意をつかれたアッシュは、呆気なくベッドの上に倒れこんだ。

　マットはかなり傷んでいるし、カビの臭においがした。

「なっ、なにをするんだ!?」

　文句を飛ばしたアッシュだが、まくれ上がったスカートの裾すそを直していたら、セレスが雌め豹ひようのごとくのしかかってくる。そして、アッシュの頰ほおを両手で挟みこんだ。

　ひんやりとした手のひらの感触に、アッシュはぞくりとした。

「なんのつもりだ？」

「お前というやつは、こうして見ると……美少女すぎて困る」

　澄みきった隻眼が、アッシュの顔をまじまじと見つめてくる。

　セレスの吐息を肌に感じ、アッシュはドキッと鼓動を跳ねあげた。

　精巧な人形めいた顔立ちに、黒革の眼がん帯たい。

　そして、ほのかに漂うミント系の香り。

　セレスは不本意そうに、顔をしかめてみせた。そして、溜ため息いきをひとつ。

「男のくせにあたしより美人だなんて、複雑な気分だ」

　そういって、セレスはようやくアッシュから離れた。がさつな性格の割に、なんだか乙女らしい落ちこみかただったので、アッシュは微笑ほほえましい気分になった。

「俺おれなんかより、セレスのほうがよっぽど可愛かわいいだろ？」

「か、かわっ──!?」

　セレスは赤面した。

　そんな初々しい反応は新鮮だったが、アッシュは真顔になった。

「今度こそ聞かせてもらうぞ、セレス。お前の目的はなんだ？」

　セレスは急にうつむくと、陰いん鬱うつな声で答えた。

「今のあたしは、あの御方のために動いている」

「あの御お方かたって、まさかシェブロン王か!?」

　セレスは答えない。ただ黙って、アッシュを睨にらみすえている。

「でも妙だな。シェブロン王がエーコの生き血を狙ねらっていて、お前がその片棒を担いだというのなら……どうして俺を連れだした？　普通はエーコを連れ去るだろう？　それとも、まずは俺とエーコを引き離すつもりなのか!?」

　アッシュは背筋に冷たいものを覚えた。

　もしセレスに協力者がいたら、エーコの身が危ない。

　エーコは今、なにが起こっているかも知らずに、のんびりと熟睡しているのだ。

　あいにく、セレスはアッシュの言葉を黙殺した。

「いいか、アシュリー。たとえ闘技場アリーナでなにが起こったとしても、ここにいればお前の身は安全だ。今日一日、お前はここにいろ」

「はあ!?　意味がわからないんだが……」

「わかる必要はない」

　セレスはアッシュから身体を離すと、ぷいっと横を向いた。

　アッシュは仕方なく、質問の角度を変えてみることにした。

「なあ、セレス。お前は本当にそれでいいのか？　聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトの決勝は、五百年祭を締めくくる最大のイベントなんだ。ああ見えて、オスカーだって楽しみにしているんじゃないのか？　あいつはたぶん、不戦勝を喜んだりはしない」

「そんなことは、あたしが一番よく知っている！」

　セレスが激怒したので、アッシュはビクッとした。

　氷河のように冷然としていたセレスが、活火山に変へん貌ぼうしたかのようだった。

「……てめーと話していたら、調子が狂う。お喋しやべりはおしまいだ」

　陰気につぶやくなり、セレスは再びアッシュにのしかかる。

　次の瞬間、アッシュは硬直した。

　セレスの唇が、アッシュの唇をふさいでいる。

　それどころか、温かい舌が唇を強引に割って、侵入してきた。

　抵抗しようにも、セレスの両手はアッシュの顔をしっかりと挟みこんでいる。

「んっ……！」

　それは甘美なようで、どこか危険な味のするキスだった。

　セレスの唾だ液えきだろうか。

　ペパーミントじみた味が、口の中を満たしていく。

　驚きのあまり、アッシュは口こう腔こうを満たす液体を、こくんと吞のみこんでしまった。

「…………」

　やがて、セレスはゆっくりと唇を離した。唾液の糸が、しばらく互いの唇をつないでいたが、やがて切れた。

「セレ……ス……？」

　その瞬間、アッシュの身体がぐらりと揺らいだ。世界がぐるりと横転する。

　いや、転がったのはアッシュのほうだった。寝台の上、身体の重さに耐えきれなくなったように、どさりと倒れてしまう。

「な、なんだ……これ……？　頭が…………グラグラ…………する…………」

　意識が朦もう朧ろうとして、今にも眠りこんでしまいそうだ。

　強烈な睡魔と戦いつつ、アッシュはセレスを睨にらみつけた。

　いつの間にか、セレスは右手に小瓶を握っていた。

「安心しろ、ただの眠り薬だ」

　なんの脈絡もないキスの、本当の意味をアッシュは悟った。

「どうしてだ……セレス？　俺おれには、お前が……わからない…………」

　セレスは答えず、さっと背中をむけた。

　銀髪のポニーテールが、ふさりと揺れる。

　どことなく寂しい背中だ……と、アッシュは思った。

　背を向けたまま、セレスはぽつんとつぶやいた。

「たとえなにが起こっても、オスカーの友達でいてやってくれ」

　あのセレスらしくもない、優しい口調だった。

「なんだと……？」

「お前と出会って以来、オスカーは妙に活いき活いきとしてやがる。妬やけるほどにな……。だから、お前だけは死なせたくないんだ」

　そういって、セレスはチッと舌打ちをした。

　一体、どういうことだろう？

　少なくとも、セレスがオスカーを大切に想おもっているのは間違いないが……──そこまで考えて、アッシュは限界が近いことを悟った。

　意識が泥のように重い。

　油断すれば、あっという間に眠りこんでしまいそうだった。

　それでもアッシュは歯を食いしばり、なんとか意識をつなぎとめた。

「なあ、セレス……教えてくれ。お前は一体、なにと戦っているんだ……？」

　あいにく、そこで限界が訪れる。

　セレスの返答を待たずして、アッシュの意識は深い闇やみの底に誘いざなわれた。




　睡眠薬の効果は抜群で、アッシュはぐっすりと眠っている。

　ラフォン家に代々伝わる薬草術を駆使した、強力な薬である。

　命に別状はないが、半日は眠り続けることになるだろう。

「ふん、寝顔も美少女だな……」

　セレスはぶっきらぼうにつぶやくと、今さらながらアッシュの唇の感触を思いだし、カッと赤面した。

「ち、違うぞ。あれは薬を手っとり早く飲ませるために、仕方なくだな……って、あたしは誰だれに言い訳しているんだっ!?」

　腹立ちまぎれに、足もとに置いていた鞄かばんを蹴けりとばす。

　その拍子、鞄の中から漆黒の布地がはみ出した。よれよれのローブである。まるで、おとぎ話に出てくる呪じゆ術じゆつ師しが着ていそうな衣装だった。

　セレスはメイド服を脱ぎ捨てると、人形めいた裸身をさらした。

　竜華灯の光が、白はく磁じのような肌をまざまざと照らしだす。

「今のあたしには、この醜みにくい衣装がお似合いだ……」

　自じ嘲ちようしつつ、頭からすっぽりとローブを被る。

「しょせん、あたしは〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉の末まつ裔えい……。お前の覇は道どうに付きあう資格なんて、最初からなかったんだよ、オスカー」

　最後に、セレスは鞄の奧から仮面を取りだした。

　真まっ白しろで、つるりとした仮面だった。

　装飾性が皆かい無むであるがゆえに、不気味で、悪魔的な雰囲気すら感じさせる。

　仮面を装着すると、セレスはアッシュの寝顔に向けてつぶやいた。

「クソ虫──いや、アッシュ・ブレイク。たとえオスカーが逆賊として追われる身になったとしても……お前だけは、あいつを信じてやってくれ」





　　　　◇






『──おい、アッシュ！　なにをしている!?　寝坊にもほどがあるぞ！』

　叱しつ責せきの声に続いて、扉が何度もノックされる。

　ちょっとやそっとじゃ起きないエーコも、この騒音爆撃には耐えられなかった。

「うにゅ……なんなの……？」

　寝ね惚ぼけ眼まなこをこすりつつ、つぶやく。声と口調から察するに、シルヴィアのようだ。

「ん～……アッシュったら……なにしてるの？　シルヴィアが、呼んでるわよ……」

　だが返事はない。怪け訝げんに思い、すぐ隣に手を伸ばしてみる。指先が覚えたのは、置き去りにされた銀時計の、ひんやりとした感触だけだった。

「アッシュ!?」

　異変を察知した途端、眠気は吹きとんだ。ベッドから飛びおりると、部屋中に視線を走らせる。だが、アッシュの姿はどこにも見あたらない。

『アッシュ、どうしたというのだ!?　返事をしろ！　打ち合わせの時間はとっくに過ぎているのだぞ！』

　再び、シルヴィアの声が響く。

『アッシュ様！　お身体の具合でも悪いのですか？』

　心配そうな声は、ジェシカだった。

『もう、集合時間。遅刻……アッシュらしく、ない』

　かろうじて聞こえてきたのは、ルッカの声である。

『アッシュは生き真面目まじめだからな。こんな大事な日に寝坊するとは考えられないが……』

　冷静な声は、レベッカのものだった。

　エーコは藁わらにもすがる思いで、玄関の扉を開けた。

　その途端、シルヴィア、ジェシカ、ルッカの順にドッと押しよせてくる。

「ちょっ……！」

　三人の勢いにエーコは圧倒されてしまい、たじたじとなった。さすがに、レベッカだけは泰たい然ぜんと構えているが。

「エーコ！　アッシュはどうした？　まだ寝ているのか？」

　シルヴィアが詰問口調で迫ってくる。

「それが、あたしにもわからないのよ！　目が覚めたときにはもう、アッシュは見あたらなくて……」

「お手洗いかしらね？」

　エーコとシルヴィアの間に割りこんできたのは、ジェシカだった。

「いや、それはあるまい」

　レベッカは制服のポケットから銀時計を取りだすと、時刻を確認した。

「わたしたちがアッシュの部屋を訪れてから、十五分は経たっている。手洗いにしては長すぎるだろう。だとすれば、食堂か浴室か……」

「わたくし、念のため寮内を捜索してみますわ！」

　猛烈な勢いで駆けだすジェシカ。

「わたし、ガウェインと一緒に……寮の外、捜す」

　ジェシカに引き続き、ルッカもぱたぱたと走り去った。

「とりあえず、部屋を調べてみよう。邪魔するぞ、エーコ」

　レベッカの冷静な態度に、エーコは救われた気がした。

　この凛り々りしい生徒会長に任せれば、解決に導いてくれるような予感がしたのだ。




「エーコ。これはアッシュの寝ね間ま着きだな？」

「間違いないわ」

　レベッカは床に片かた膝ひざをついて、アッシュの寝間着を検あらためている。

「ふむ。わずかだが、まだ温ぬくもりが残っているな」

「温もり……！」

　エーコはドキッとして、思わず叫んでいた。

　ふと真横を見ると、シルヴィアも真まっ赤かになっている。

「こらこら、年とし頃ごろの乙女がどこに反応しているんだ？」

　レベッカは苦笑して、エーコとシルヴィアを諭した。

「とにかく、アッシュがちゃんと着替えて、この部屋を出て行ったのは間違いなさそうだな。だが、そう考えると不審な点が見えてくるぞ……」

　レベッカは壁際に視線を走らせた。

　そこには、アッシュとエーコの制服が掛けられている。

　ふたり分の制服を仲良く並べた光景は、実はエーコのお気に入りだった。

　レベッカは男子の制服を見やりつつ、怪け訝げんそうに腕を組んだ。

「アッシュの制服は、部屋に残ったまま──ということは、打ち合わせのために出かけたわけではないだろう」

　確かにレベッカのいう通りだ。

　生徒会の打ち合わせともなれば、アッシュは制服を着用するはずである。

　ふと思いたって、エーコはクローゼットの中を調べてみた。アッシュの私服を一枚ずつチェックしてみるが、調べれば調べるほど、不審な点が浮かんでくる。

「どうかしたのか、エーコ？」

　シルヴィアが訊たずねてきたので、エーコはクローゼットから顔をだした。

「……変だわ。アッシュったら、なにを着て出かけたのかしら？」

「つまり、アッシュの服はすべてそろっているというわけか……？」

　シルヴィアはしきりに首をひねっている。

「ふむ。それは確かに妙だな……」

　レベッカも腕組みをしたまま、真顔で考えこんでいる。

　エーコの不安は増すばかりだった。

「──おい、お前たち！」

　そのとき、誰だれかが荒々しい口調で部屋に飛びこんできたので、エーコはビクッと肩を震わせた。

　戸口に現れ、肩で息をしているのは、なんとオスカーだった。

　例によって、独自の改良を施した制服を着ているが、髪はボサボサで、あまり貴公子らしくない。起床して間もないのだろうと思われた。

　なにをそんなに慌てているのかしら……？　と、エーコは怪訝に思った。

「セレスを見なかったか!?」

「落ちつけ、オスカー。セレスがどうかしたのか？」

　レベッカはあくまでも冷静に、オスカーに視線を向けた。

「セレスがこんな書き置きを残して、いなくなったんだ！」

　そういって、オスカーは一枚のメモ用紙を突きだしてきた。レベッカは受けとると、無言で紙面を見つめている。

　レベッカがなかなか口を開かないので、エーコはもどかしい気持ちで、真横から覗きこんだ。そこには、素っ気ない一文がしたためられていた。

「……『あたしを許す必要はないぞ』ですって？　なによ、これ？」

　エーコが怪け訝げんに思って訊たずねたそのとき、

「……なるほど、そういうことか」

　突然、レベッカが納得顔でつぶやいた。

「会長？　この程度の情報から、なにかわかったのですか？」

　シルヴィアが不思議そうに、レベッカを見つめる。

　レベッカは超然として、腕組みをした。

「うむ。脱ぎ捨てられた寝ね間ま着きに、置き去りにされた制服。私服はすべてクローゼットに残っている。そして、まったく同じタイミングでセレスが失しつ踪そうした。ふたりの失踪が無関係だとは、まず考えられない。その書き置きを見る限り、セレスはよほどの決意を胸に秘めていると見える」

「もう、まどろこっしいわよ！　さっさと結論をいいなさいよ！」

　エーコは焦じれったさのあまり、つい文句を飛ばした。

「そうだな、先に進もう。我々には、アッシュがどのような格好で外出したのか……それだけが疑問だったのだが──セレスが関かかわっているというのなら、話は別だ」

　レベッカは会心の笑みを浮かべると、エーコの頭に手を置いた。

「今、確信した。セレスはアッシュを女装させて、連れだしたんだ」




「──なんということだ！」

　レベッカが結論を導きだすのと同時に、オスカーはその場でくずおれると、床に両手両りよう膝ひざをついた。

「結局は、セレスもラフォン家の人間だったというわけか？　王の勅命に従うために、まずはアッシュをエーコから引き離したとでも……？」

　オスカーは呪のろいの呪じゆ文もんのように、なにかをつぶやいている。その声は小さすぎて、エーコの耳には届かなかった。

　と、突然──シルヴィアが一歩、前に進みでた。

「酷なことをいうが、オスカー殿。聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトの決勝戦は、今日の午後だ。セレスがいないからといって、出場を辞退する理由にはならないぞ。無論、あの約束も有効だ」

　オスカーはなにも答えない。

　シルヴィアはレベッカに向きなおると、真顔で告げた。

「会長。私は聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトのため、午前中は第七竜舎にこもり、ランスロットと一緒に過ごします。あえてアッシュの捜索には加わりませんが、構いませんか？」

「ああ、構わない。生徒会役員の職務は山積みだが、シルヴィアは決勝のことだけ考えていればいい」

「ありがとうございます、会長。では、私はこれで」

　呆あつ気けなく、シルヴィアはきびすを返そうとする。

　エーコは慌てて、その腕をつかんだ。

「ちょっと、シルヴィア？　アッシュを放って、自分は試合の準備に専念するつもり!?　そんなに冷たい女だとは思わなかったわ！」

　うろたえるエーコに対し、シルヴィアはすっと目を細めた。

「甘えるな、エーコ」

「なんですって!?」

「聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトとは、我が国が誇る究極の騎竜競技なのだ。騎士国の第四王女として出場する以上、万全の態勢で臨む必要がある。ぶざまな闘いかたをしようものなら、末代までの恥となりかねん」

「そんな……」

「私はアッシュを信じている。必ず、決勝が始まるまでに戻ってくるとな。それに、アッシュは真面目まじめな男だ。自分のせいで対戦相手に迷惑をかけたとなったら、本気で闘えなくなるかもしれない」

「むう……」

　シルヴィアの真しん摯しな眼まな差ざしに気づき、エーコはようやく悟った。

　そう、シルヴィアは決して、薄情になったわけではないのだ。

　よく見れば、シルヴィアの拳こぶしはぷるぷると震えている。

　本当は、シルヴィアだってアッシュの捜索に加わりたいと思っているのだろう。

　だが、それは今のシルヴィアの仕事ではない。

　決勝でアッシュと対戦する者として、シルヴィアは今の自分にできる最大のことをする──そのつもりなのだ。

　シルヴィアはエーコの肩に手を置くと、優しい目をした。

「アッシュを捜しあてるのは、エーコの仕事だ。必ず、連れもどしてこい」

　エーコはカッ……と頰ほおを熱くすると、そっぽを向いた。

「あっ、あんたにいわれなくても、そのつもりよ！」





　　　　◇






　午前九時からは、予定通り騎竜走ドラグ・レーシングの長距離部門・決勝が始まった。

　闘技場アリーナの観客席は満席で、立ち見の客も増える一方である。

　観客席の一角には、要人専用の来賓席があった。昨日までは空席が目立ったのだが、今朝はこちらも満席だった。

　来賓席の中央には、シェブロン王ザカライアスⅢ世が泰たい然ぜんと腰かけている。第一王妃を筆頭とする「王妃団」もずらりと列席し、老王の周囲だけ異次元のように映っていた。

「あれがシェブロン王ね。あ、あんなにたくさんの女性を自分のモノにして……なんて破は廉れん恥ちな奴やつなの!?」

　聖竜マエストロブリギットの頭部に座り、闘技場アリーナの上空百メートルの空域を飛行していたエーコは、たちまち不愉快になった。

　一方で、エーコも謁見したことがある騎士王パラデインオズワルドも列座しているのだが、シェブロン王国から訪れた王侯貴族と比べたら、なんとも貧相に見えた。

　そんなオズワルドとは対照的に、ミラベル第三王女は一粒のダイヤモンドのごとく、鮮烈な輝きを放っている。競技には目もくれず、黙々と読書をしているだけなのだが、さりげなくページをめくる仕草ひとつにしても、周囲の気を引いていた。〈銀光の賢乙女アルジエント・メイガス〉の二つ名が示す通り、白銀の後光に包まれているかのようだ。

　他方、カサンドラ第三王女は騎士王パラデインの左隣に悠然と腰かけている。存在感という点では、ミラベルと双そう璧へきを為なしていた。が、その美び貌ぼうは〈魔性の妖花デイアボリツク・ベラドンナ〉の二つ名が示す通り小悪魔めいて、ミラベルとは真ま逆ぎやくである。なんとなく、エーコはカサンドラの姿にゾクリとするものを覚えた。

　本来ならば、第一王女も参列すべきなのだが、当のヴェロニカは警備のために会場内を巡回しており、来賓席には一度も顔を出していないらしい。

「……寄り道してる場合じゃないわ。アッシュを捜さなきゃ！」

　エーコはハッとして、ブリギットを急上昇させた。

「はあ……。こういうときこそナヴィーの力が必要なのに、あいつったら……！」

　エーコはさきほどの出来事を思いだすと、ぷりぷりと怒りはじめた。

　──数刻前のことである。

　エーコは遣けん竜りゆう工こう房ぼうを訪れ、ナヴィーの協力を仰ごうとした。

　本当はナヴィーの手を借りたくはなかったのだが、今は一刻を争う。

　ところが、ナヴィーはいつもの椅い子すに腰かけたまま、ぼうっとして、エーコがなにをいっても上の空だった。恋に落ちた乙女のように頰ほおを染めているのも、変だった。

　ナヴィーの身になにがあったのか、エーコには見当もつかない。

　竜種の記憶ドラグワースが風邪をひいて、熱を出すとも思えないのだが……。

「結局、アッシュの捜索隊はあたしとあんただけね。頼りにしてるわよ」

「おぉぉおおおん！」

　エーコの言葉に、ブリギットは機嫌良く応こたえてくれた。

　なにげなく、エーコは懐から銀時計を取りだした。

　竜騎士ドラグナーの証あかしである銀時計を忘れるなんて、本当に情けない……と思う。

　ここ最近、どんどん逞たくましくなっていくアッシュには翻ほん弄ろうされてばかりだったが、エーコは久しぶりに、飼い主気分を思いだした。

「やっぱり、アッシュにはあたしがいないと駄目なんだから！」

　決勝戦の開始時刻は、午後一時。

　──タイムリミットは、あと四時間。





　　　　◇






　学院都市の中央地点──学院校舎のはるか上空にブリギットを静止させると、エーコは瞑めい想そうをはじめた。

　アッシュとエーコをつなぐ星精路アストラル・フロウを強く意識する。

　──きぃぃぃん……。

　次第に、右手首にはめた〈アヴァロンの腕輪〉が共鳴をはじめる。

　ナヴィーの厳しい指導のおかげで、エーコは少しずつ、この腕輪の特性に気づきつつあった。

　この腕輪は、単にエーコの竜化ドラグナイズを抑制するだけの装置ではない。

　また、将来的には竜化ドラグナイズ／人化ヒユーマナイズの切替を行うスイッチの役割を果たすそうだが、それ以外にも特別な機能が備わっている気がする。

　この腕輪自体に膨大な魔力が秘められていることを、エーコは既に認識している。

　おそらくは、エーコの先祖──代々のアヴァロン聖竜皇たちが、余剰魔力を蓄積したのだろう。

　使いようによっては、様々な効果を発揮できると思われた。

　今、エーコの脳裏には、星精路アストラル・フロウが大樹の根のごとく投影されている。

「このまま星精アストラルの流れをたどれば、アッシュの〈星刻〉にたどり着けるはず──」

　しかし──星精路アストラル・フロウのイメージは、ある程度まで伸びると、呆あつ気けなく消失した。

「はぁ……駄目か」

　エーコはがっくりと肩を落とした。

　飼い主が〈星刻〉に秘められた力を解放し、はぐれた相パ棒ルを捜し当てることは可能だ。

　実際、エーコがアンジェラに誘拐されたとき、アッシュは〈星刻〉を使ってエーコを発見した。だが、その逆は無理らしい。あるいはエーコが未熟だからだろうか。

　結局、騎士とドラゴンは常に一緒に過ごすべし──そういうことなのかもしれない。

「こうなったら、聞きこみしかないわね」

　エーコは懐から、一枚の紙切れを取りだした。

　先刻、レベッカが用意してくれたものである。

　美術の教師に頼んで、アッシュ──いや、アシュリーの似顔絵を描いてもらったのだ。再現度はかなり高い。

「くっ！　見れば見るほど、美人だわ……」

　エーコはちょっと悔しい気持ちで、似顔絵を食い入るように見つめた。

　次の瞬間、脇わきからひょいと伸ばされた手に、紙を奪われてしまう。

「えっ……!?」

　虚をつかれたエーコは、慌てて真横に視線を走らせる。

「ほう、上手いものだな。アシュリーの魅力があますところなく再現されている」

　突如として現れた貴公子は、聖竜マエストロトリスタンの頭部に直立騎乗していた。

「オスカー!?　なんであんたがここにいるのよ!?」

　エーコが半眼で睨にらむと、オスカーは寂しげに微笑ほほえんだ。

「……僕も手伝うよ。使用人の不始末は、主人の責任だからね」

　いろいろと思うところはあったが、協力者が増えるのは歓迎だった。今は猫の手でも借りたい気分なのだ。

「じゃあ、まずは中央広場で目撃証言を集めるわよ！」

「了解だ」

　二騎は滑空すると、中央広場を目指した。

　地響きとともに二体の聖竜マエストロが着陸した途端、中央広場は騒然となったが、すぐさま黄色い声が飛び交いはじめた。

　さすがは美び貌ぼうの貴公子だけあって、学内だけではなく、学院都市でも絶大な人気を誇るらしい。あっという間に、トリスタンの周囲には若い女性が集まった。

「実は今、人捜しをしていてね。こちらの学院生なのだが──」

　オスカーは声をあげると、アシュリーの似顔絵を掲げてみせた。




「はぁ……。結局、目撃証言はひとつもなかったわね」

　ようやく人ごみが散開したあと、エーコはがっくりとうなだれた。

　ブリギットの柔らかな体毛に、もふっと顔をうずめてしまう。

　オスカーの作戦は、決して悪くはなかったはずだ。

　ただし、若い女性しか集まらないという欠点を抱えていた。次第に「失しつ踪そうした女学生とオスカーはどういう関係なのか？」という疑問が湧わき起こり、最終的にはオスカーへの質問攻めが始まった。これでは、アッシュを捜すどころではない。

「仕方ないな。ここからは別行動だ。エーコはこのまま聞きこみを続けてくれ。僕はセレスが立ちよりそうな場所を、一件ずつ当たってみる」

「わかったわ。あたしは中央広場を拠点にするから、なにかわかったら教えてよね」

「未来の妻アシュリーのためだ。粉ふん骨こつ砕さい身しんさせてもらうよ」

「誰だれが妻ですって!?」

　エーコが牙きばを剝むいたときにはもう、トリスタンはオスカーを乗せ、飛びたっていた。





　　　　◇






　ルビニア湖畔の廃はい墟きよ──薬で眠らされたアッシュの脇わきに、ナヴィーは現れた。

　絢けん爛らんたるドレスの裾すそが、空虚な部屋にサッとひるがえる。

「……まさか、こんな日が来るとはね」

　自じ嘲ちよう気味につぶやく。魔法で構築した肉体は、マザー・ドラゴンが顕現したときと同じ原理で存在していた。

　極めて高度な情報体として生みだされたナヴィーにとって、肉体は不要である。

　それでも、今日のナヴィーは、そうせずにはいられなかった。

　エーコに情報を与えることもせず、単身、アッシュのそばに現れたのだ。

　ナヴィーはベッドに腰かけると、アッシュの頭を引きよせた。せっかくなので、ロングヘアの鬘かつらはそのままにしておく。

「ふふっ。こんなに女装が似合うなんて、予想外もいいところだわ」

　余裕ぶってつぶやいたのも束つかの間ま、アッシュの寝顔を一心に見つめていたら、次第に身体が火照ってきた。

　造りものの心臓が、とくんとくん……と、早はや鐘がねのように鼓動を打ち始める。

　アッシュの頰ほおを撫なでながら、ナヴィーは苦笑した。

「本当に、罪な人ね。たかが竜種の記憶ドラグワースを、こんな気持ちにさせるなんて。結果的に、エーコへの協力を拒んでしまったわ……」

　今朝、遣けん竜りゆう工こう房ぼうでアッシュと逢あったときのことを、ナヴィーは思いだした。

　──それって寂しくないか？

　──そんなのは駄目だ！　たとえ竜族が認めても、俺おれは認めない！

　──ナヴィーだって、俺にとっては大切な仲間なんだ。

　──俺はナヴィーを失いたくない。絶対にだ。

「竜種の記憶ドラグワースとして生まれ、未熟なエーコを教え導く。そして遠い未来、成獣となったエーコと統合し、あの子の知識としてのみ機能し続ける。〝わたし〟は問答無用で消え去るのみだし、その運命に疑問を抱いたことすらなかった。だけど……」

　ナヴィーは目を閉じた。目め尻じりから涙の雫しずくが零こぼれ、頰ほおを伝い落ちる。

　透明な雫は、アッシュの額をかすかに濡ぬらした。

「わたしは、ずっとあなたのそばにいたいと願ってしまった──」

「うっ……」

　その刹せつ那な、アッシュの唇がかすかなうめきを漏らしたので、ナヴィーは意外に思った。

「うそでしょう……！　こんなに早く覚かく醒せいできるはずがないわ」

　セレスが調合した睡眠薬について、ナヴィーは既に分析をすませている。命に別状がないのはわかっているので、エーコがこの場所を探しあてるまでは、アッシュと過ごすつもりでいた。

　アッシュが自力で目覚めるという可能性は、考えてもいなかった。

「ぐっ……ううっ……」

　アッシュの睫まつ毛げは震え、額には玉の汗が浮かんでいる。

　身み悶もだえし、虚空に向けて手を伸ばし、藁わらをもつかむような仕草を続けている。

　睡眠薬の効果に、必死で抗あらがっているのだろう。

「なんて意思の強さなの……」

　ナヴィーは感嘆した。それでこそ、アヴァロンの騎士だとも思った。

　アッシュが伸ばした手を、力強く握りしめる。

「頑張って、アッシュ……」

　耳もとで声援を送る。

　こんなに切実な気持ちで誰だれかを応援するのは、初めての経験かもしれない。

　やがて、アッシュはうっすらと目ま蓋ぶたを開いた。

「エーコ……？」

　震える唇が紡いだ言葉。

　ナヴィーの容姿を認めた瞬間、アッシュはエーコの名前を呼んだ。

　その瞬間、ナヴィーは自分が敗北したことを悟り、寂しげに微笑ほほえんだ。




　ぼんやりと霞かすんだ視界には、ピンク・シルバーの輝き。

　意識は混濁していたが、アッシュはそれがエーコの髪だと思った。

　だから、アッシュはエーコの名前を呼んだ。

「……女の顔を見間違えるなんて、失礼だわ」

　返ってきたのは、耳たぶをくすぐるような、大人っぽい声だった。

　目の焦点が定まるなり、アッシュは狼ろう狽ばいした。

「ナヴィー!?　ご、ごめん！　髪の色を見て、エーコかなって……」

「別に怒ってはいないわよ。元々、エーコが大人になった姿を想定して、この容姿を設定したわけだし。あくまで想定だから、この通りに成長するかは保証しないけどね」

「ナヴィーがいるってことは、また遣けん竜りゆう工こう房ぼうに来てしまったのか……。セレスの奴やつ、あんな薬を仕込みやがって！　いてててて……」

　語調を荒らげた途端、頭痛を覚えた。思わずこめかみを指で押さえる。

「ここは遣竜工房じゃないわ。現実世界よ」

「えっ？　じゃあ、ナヴィーのその姿は……どういうわけだ？」

　アッシュは疑問に駆られた。

　過去、ナヴィーは一度だけ現実世界に現れたことがある。

　そのときは、エーコの肉体に憑ひよう依いしていた。

　だが、今のナヴィーは遣竜工房で会ったときと同じ姿である。

　それ以前に、自分がナヴィーに膝ひざ枕まくらされていることを意識した途端、アッシュは慌てて跳ね起きた。

「いててっ！」

　再び頭痛に襲われて、顔をしかめる。手足にも麻ま痺ひが残っていた。

　せっかく起きあがったのも束つかの間ま、ふらりと上体が揺らぐ。

「駄目よ、大人しくしていないと」

　まるで母親のように、ナヴィーはアッシュの頭を胸で受けとめた。

　肉感的な乳房の谷間に、アッシュは顔面をうずめる形となった。

　遣竜工房で触れあったときと、同じ柔らかさ、そして温かさ。

　極上の感触に包まれて、再び意識が遠のいていく……。

　ナヴィーは子守歌のように、アッシュの耳もとでささやいた。

「意識は目覚めても、まだ薬の効果は切れていないわ」

　ナヴィーはアッシュの身体を寝かせると、再び膝枕をしてくれた。

　太ももの柔らかな感触に、アッシュはドギマギしたが、すぐさま我に返った。

「ナヴィー！　今、何時だ!?　早く学院に戻って、決勝戦に出ないと！」

「無理よ。そんな状態で試合に出たところで、ブリギットを乗りこなすことすらできないでしょうね。ついでにいえば、今は十二時五十九分よ」

「えっ……!?」

　血の気が引いた。冗談だといってほしかった。遅刻した競技選手は、即座に失格となるのだ。あと一分しか残されていないとは……！

「くっ……それでも、俺おれは行かなくちゃならないんだ。レベッカさんが気合を入れて準備した五百年祭に、泥を塗るわけにはいかない！」

「遅刻した時点で、泥なら充分に塗ったと思うけど？」

「それは、そうだけど……」

「ひとつ、教えてあげる。その気になれば、わたしはエーコにこの場所を教えることができた。でも、わたしはあえて、そうしなかった。エーコが助けを乞うてきたとき、わたしは……冷たく協力を拒んだのよ」

「なんだって!?」

　冷然とした口調とは裏腹に、ナヴィーの瞳ひとみは熱く潤んでいた。

「お願いよ、アッシュ。試合のことは忘れて、今はわたしのことだけを見て──」

　アッシュは戸惑った。ナヴィーはどうしてしまったのだろう？

　普段のナヴィーは理知的で、余裕の笑みを絶やさず、どこか人を食ったところもあるかと思えば──肝心のところでは、アッシュとエーコをしっかり支えてくれた。

　だが、今のナヴィーは違う。

　やけに切羽詰まった顔をしているし、その一挙一動にぎこちなさが感じられる。

　とはいえ、決して今のほうが嫌なのではなかった。

　むしろ、以前よりも魅力的に感じられるのだから、困ってしまう。

「今だけは、わたしのモノになって──」

　ナヴィーは真剣につぶやくと、濡ぬれた唇をアッシュの顔に近づけていく。

　その刹せつ那な──アッシュの懐で、閃せん光こうがほとばしった。

「この光は……！」

　まぶしさのあまり、ナヴィーは片手で目を覆った。

　アッシュの身体を中心に、ピンク・シルバーの輝きが放射されている。

　温かさに満ちた光だった。その光を浴びているだけで、嫌な頭痛も、手足の痺しびれも薄れていく。

　あふれんばかりの光輝に包まれながら、アッシュは起きあがった。

　謎なぞのエネルギーが身体の周囲を循環している。スカートの裾すそがふわふわと揺らめいて、どうにも落ち着かない。

　今なお呆ぼう然ぜんとしているナヴィーの前に立つと、アッシュは懐に手を入れた。

　アッシュ自身、今の今まで忘れていた物体が、指先に触れた。

　それは、エーコが生みだした竜りゆう綺き華か晶しようだった。

「ふう……。やっぱり、あの子には敵かなわないわね」

　ナヴィーは諦あきらめたように、微苦笑を漏らした。

「どうなっているんだ？」

「アヴァロンの皇女が生みだした竜綺華晶は、特別に聖星石ウラノスと呼ばれるの。一般的な結晶とは、桁けた違ちがいの力を秘めているのよ。だけど飼い主の想おもいに共鳴して、自発的に起動する事例は珍しいわ。まったく……エーコの勝ちね」

「いや、勝ちとかいわれてもな。学院に戻れなければ、結局は不戦敗になるんだ。どうしようもないぞ？」

　アッシュは頭を抱えた。

　いくら身体が回復しても、袋小路に入りこんでいる状況に変わりはない。

「あら、あなたはを聖星石ウラノスを所持してるのよ。だったら、やることはひとつでしょう？」

「まさか……！」

　その瞬間、アッシュはナヴィーの意図を悟ったのだが、同時に「そんなことが本当に可能なのか？」と疑問に思った。

「大丈夫よ。エーコは竜族なんだから。飼い主に呼ばれれば、必ず飛んでくる──時空を超えてでもね」

「……わかった、やってみる」

　アッシュは聖星石ウラノスを頭上に掲げると、精神を集中させた。

　相パ棒ルを召喚するのは、もちろん初めての経験だ。

　レベッカたちがパルを召喚したときの状況を思いだし、見み様よう見み真ま似ねで試みる。

「アッシュ・ブレイクの名において命じる。我が召喚に応じよ、エーコ！」

　だが、聖星石ウラノスが放っていた光は次第に収まり、完全に沈黙する。

「……どういうことだ？」

　ナヴィーは「やれやれ」といわんばかりに、肩をすくめてみせた。

　なんだか普段のナヴィーに立ち返ったようで、嬉うれしくもあり、寂しい気もした。

「駄目ね。ちゃんとフルネームを呼んであげないと」

「フルネーム!?　『エーコ』だけじゃ駄目なのか？」

「他ほかのドラゴンならそれでいいけど、エーコはアヴァロン聖竜皇家の皇女よ。あなたに決定権があるのは、ファースト・ネームだけ。それ以外は、厳格な法則によって定められるわ。セカンド・ネーム以降は先祖の名前を使わなきゃならない……とかね。姓のアヴァロンにしたって、全体の一部でしかないし」

「そんなの初耳だ……」

　アッシュは蒼そう白はくとなった。

　一条の光明すら奪われたショック。そして、自分はエーコのフルネームすら知らなかったのかと思うと、情けない気持ちになった。

「仕方ないわね」

　ナヴィーは苦笑した。出来の悪い我が子を眺める、母親のような顔をしている。

　アッシュはハッとした。

　ナヴィーは竜種の記憶ドラグワース。

　およそ竜族に関することで、ナヴィーの知らないことなどないはず……！

「そうだ、ナヴィーならエーコのフルネームを知っているんだろ!?」

　ナヴィーの想おもいを有う耶や無む耶やにしておきながら、こんな形で頼るのはムシが良すぎる気もした。しかし、今は一刻を争うのだ。なりふりは構っていられない。

「……ま、いいわ。今回は、わたしも個人的な感情を優先させた挙げ句、迷惑をかけたことだし。ちゃんと教えてあげるわよ」

「ありがとう、ナヴィー！」

「べ、別に、そこまで感謝されることでも……！」

　ナヴィーは急にそっぽを向いて、頰ほおを薔ば薇ら色いろに染めた。匂におい立つような色香に当てられそうになり、アッシュは眩暈めまいを覚えたが、鼓動を高鳴らせている場合ではない。

「でも、その前に──」

　ナヴィーは微笑すると、指先から魔力を放出させた。

　青白い光がアッシュの全身を包みこむ。

　あっという間にロングヘアの鬘かつらは消失し、女子用の制服は騎竜服ドラグスーツに変へん貌ぼうを遂げた。

「すごい！　服が変わったぞ!?」

　アッシュは自分の身体を見下ろした。

　学院指定のスーツよりもフィット感があるし、軽い。

　デザインも白銀を基調としていて、洗練されている。

「特別サービスよ。初めての召喚なのに、女装姿じゃ締まらないでしょう？」

「恩に着るよ、ナヴィー。じゃあ、始めるか」

　部屋の中央で、ふたりは相対した。

　ナヴィーが手を伸ばし、アッシュの額に触れる。

　たちまち、大量の文字情報が脳裏に流れこんできた。まるで呪じゆ文もんだ。

「これが、エーコのフルネーム……？」

「早く呼んであげるといいわ」

　アッシュはうなずくと、再び聖星石ウラノスを頭上に掲げる。

「アッシュ・ブレイクの名において命じる。我が召喚に応じよ──」

　そして、アッシュは万感の想いをこめて、エーコの名前を呼んだ。

「エーコ・ペンドラゴン・アウローラ・クリスタ・レーナ・アンヘルス・イリア・ロランス・リリアーヌ・ミュリエル・オクタヴィア・ロベルティーネ・デ・ラ・ローザ・レスペランス・ヴァン・コンポステーラ・ド・アヴァロン！」
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　十三時を告げる鐘が、蒼そう穹きゆうに響きわたる。

　エーコは校舎の屋上にブリギットを着陸させると、校庭をぐるりと見下ろした。

　全校生徒は闘技場アリーナに向かったため、校庭は閑散としている。

「んもう！　アッシュったら、どこにいるのよ!?　確か遅刻は失格になるのよね？　じゃあ、アッシュの不戦敗？　……ということは、アッシュは女装してオスカーと結婚しなくちゃならないの!?」

「──その心配はないよ」

　頭上で涼やかな声が響いたかと思うと、ブリギットの真横にトリスタンが着陸した。

　その頭部には、オスカーの姿があった。

「あんた……！　てっきり闘技場アリーナに行ったんだと思ってたわ」

「見くびってもらっては困るな。使用人の不始末は、主人の責任といっただろう？」

　エーコはほんの少し、オスカーを見直した。

「お、お礼なんていわないんだからね！」

「ははっ。素直じゃないな。それよりも、僕とアッシュが不戦敗になった場合、優勝者はシルヴィア殿でん下かということになる。彼女が優勝したときのご褒美は、確かアッシュとの婚約ではなかったかな？」

　エーコは後頭部をガツンと殴られたような衝撃を受けた。まさか、こんな形でシルヴィアが障害として立ちふさがることになろうとは……！

「ど、どうしよう!?」

「とにかく、今はアッシュを見つけるのが先決だよ。先ほど、校舎に残っていた職員から目撃証言を得た。セレスとアッシュは、停留所で竜車に乗りこんだらしい」

「じゃあ、その御者を捜せば、行き先がわかるんじゃ!?」

「一応、捜してはみたんだけどね……。常に移動を続けている竜車を捜すのは、至難の業わざだとわかった。御者という職業を舐なめていたよ」

「あんたねぇ……。期待外れもいいところだわ」

「じゃあ、エーコのほうはどうなんだい？　なにか手がかりは？」

「うぐっ！」

　エーコはしょんぼりと肩を落としたが、次第にムカムカと腹が立ってきた。

　どうして自分だけが、こんな理不尽な目に遭わねばならないのか。どうしてナヴィーは協力してくれなかったのか。大体、アッシュもアッシュだ。どういう事情があったのかはわからないが、勝手に姿を消した。

　のんきに熟睡していたエーコ自身も悪いが、もう少し相パ棒ルを頼ってほしかった……。

　秋晴れの空に向けて、エーコは声を振りしぼった。

「アッシュのバカっ！」

　何度か山びこが繰りかえされたあと、再び静寂が戻ってくる。

「気はすんだかい？」

「疲れただけだったわ……はぁ、はぁ…………」

「とにかく、もう不戦敗は確定したんだ。これからは時間を気にせず、虱しらみ潰つぶしに捜していったほうがいいと思うのだが、どうだろう？」

「そうね。あたしもそっちのほうがいいと──っ！」

　その瞬間、エーコは未知の感覚に襲われて、ぶるるっ……と肩を震わせた。

「どうかしたのかい？」

「わ、わからない……。でも、変なの。とてつもない力で、身体を引っぱられてるような気がする……なんなの、これ!?」

　身体から魂を無理やり引き抜かれるような感覚、とでもいえばいいのだろうか。自分の身体はどうなってしまったのだろう……と、エーコは不安になった。

　やがて、頭の奧で誰だれかの声が響いた気がした。

　──……の名において命じる。我が召喚に応じよ……。

「この声！　もしかしてアッシュ!?　アッシュなの!?」

　エーコは顔をあげると、周囲をきょろきょろと見わたした。

　──エーコ・ペンドラゴン・アウローラ・クリスタ・レーナ・アンヘルス……。

　アッシュの声はさらに響く。

　なにやら呪じゆ文もんめいた言葉を並べているようだ。

「アッシュ！　どこにいるの!?　なにをいっているの!?」

　そのとき、トリスタンが「うぉおおおおん！」と雄お叫たけびをあげ、北の方角に鼻先を向けた。エーコもオスカーもつられて、北方の空を眺めやる。

　街道を北上した先に広がっているのは、フィアナの森だ。

　ひとすじの光こう芒ぼうが、蒼そう天てんを一直線に貫いている光景を、エーコは見た。

　まるで、光の柱が空と森をつないでいるかのようだ。

「あの光は……！」

　エーコがつぶやくと、オスカーは小首をかしげた。

「僕にはなにも見えないのだが……そうか！　竜族にしか見えない現象なんだな!?」

　オスカーの言葉を肯定するように、トリスタンが「うぉん」と鳴いた。

　エーコの脳裏では、さらにアッシュの言葉が響いている。

　──……デ・ラ・ローザ・レスペランス……

　アッシュの声を聞いていたら、エーコはとてつもない焦燥感に駆られた。

「駄目……身体が引っぱられてるみたい。あたしの身体、どうなってしまったの!?」

　今すぐにでも、アッシュのもとに飛んでいきたい。

　アッシュを守りたい。

　アッシュのそばにいたい。

　アッシュを抱きしめたい。

　そんな気持ちばかりが先走ってしまう。

「抗あらがうな、エーコ。素直に受けいれろ」

　鼓舞するように、オスカーはエーコの頭に手を置いた。

「お前は今、アッシュに呼ばれているんだ」

　エーコは信じがたい気持ちで、オスカーの顔を見つめた。

　飼い主に召喚されたドラゴンが、空間を跳躍して顕現する──そんな光景は、エーコも何度か目撃したことがある。実は、密ひそかに憧あこがれてもいた。

　だが、竜族でありながら少女の姿で生まれた自分に、そんな芸当ができるとは思えなかった。いつしか、そんな発想すら失っていた。

「アッシュ？　本当に、わたしを呼んでいるの……？」

　鼓動の高まりを覚えつつ、エーコはつぶやいた。

　そんなエーコの気持ちに答えるように、アッシュは最後の言葉を告げた。

　──ヴァン・コンポステーラ・ド・アヴァロン！

　先ほどとは比べものにならないほどの引力を、エーコは感じた。

　いつしか、目の前には時空を跳躍するための門ゲートが開かれている。オスカーは無反応なので、このゲートも竜族にしか視認できないのだろう。

「行ってこい、エーコ」

　オスカーが微笑とともに告げた。

　ゲートの奧は底知れぬ暗さをたたえている。

　その不気味さに恐怖を覚えたのも一瞬のこと、

「ありがと、オスカー。あたし、行ってくるわ！」

　エーコは腹をくくると、ブリギットの頭部にしがみついた。

「あんたも一緒よ、ブリギット！」

　ブリギットは雄お叫たけびとともに、ゲートの奧へ身を躍らせた。





　　　　◇






　壮絶な轟ごう音おんとともに、廃はい墟きよの壁一面が吹きとんだ。

「なっ、なんだ……!?」

　朦々と粉ふん塵じんが舞い、アッシュの視界を埋めつくす。

「アッシュ！」

　灰色のヴェールを貫いて、懐かしい声が響いた。エーコが歓喜の表情で飛びこんでくる。ぼふっと音をたてて、アッシュの胸に顔をうずめた。

「エーコ？　本当にエーコなのか!?」

　まるで夢のようだった。エーコはアッシュの召喚に応じて、時空を跳び越えたのだ。

「バカバカバカ！　心配したんだからねっ！」

　エーコは泣きながら、アッシュの胸をポカポカと叩たたいてきた。

「ごめんな、エーコ」

　その華きや奢しやな身体を、アッシュは力一杯抱きしめる。

　エーコもアッシュの背中に手を回すと、キュッと抱きかえしてきた。

「──こほん。感動の再会に水をさすようだけど、闘技場アリーナに行かなくていいの？」

　背後から声をかけてきのは、ナヴィーだった。

　アッシュとエーコを横目で見やりつつ、苦笑を浮かべている。

　途端、エーコは牙きばをむいた。

「ナヴィー!?　あんたがどうしてここにいるの？　しかも実体化してるし！」

「さあ、どうしてかしらね？」

　ナヴィーはしれっとして答えると、指先で髪の毛をくるくると巻いている。

「まさか、あんたたち！　ここで破は廉れん恥ちなことをしてたんじゃ……!?」

　ごごごごご……！　と、エーコが怒りのオーラを放射する。

「そんなわけないだろ？　ナヴィーがいなかったら、エーコを召喚できなかったんだ」

　アッシュは焦った。決してうそはついていないのだが、ナヴィーに愛の告白をされたことを思いだすと、落ちつかなくなってしまう。

「と、とにかくだ。たとえ不戦敗になっていたとしても、闘技場アリーナには顔を出そう。レベッカ会長やお客さんに迷惑をかけた以上、ちゃんと謝罪するのが筋ってもんだ」

「おぉおおおおおおおおおん……！」

　ブリギットもアッシュの意見に賛成らしい。勇壮な咆ほう哮こうをあげると、半壊した家屋から身体を引き抜いた。

　そしてアッシュとエーコを乗せると、雄大な空に向けて、一気に飛ひ翔しようする──。





"The First Summon ～A.S.B.1365.10～" is closed.








第五話　聖なる騎士の武闘会









　会場を埋めつくす観客たちは、焦じれていた。

　先ほど、十三時の鐘が鳴ったのだ。

　ところが、聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトの決勝戦は始まらない。

　そんな観客たちの不満はざわめきとなって、選手控室にも届いていた。

　シルヴィアは腕組みをして、室内をぐるぐると歩き続けている。

　競技のルールに従うならば、試合開始時刻に間に合わなかった以上、アッシュもオスカーも失格となる。

「まったく、アッシュもオスカーもなにをしているのだ？　これでは私の不戦勝……!?　あの賭かけが有効なら、わ、私はアッシュと、こ、ここ、婚約──」

「姫様、落ちついてくださいませ」

　うろたえるシルヴィアを、コゼットがなだめる。ただし、その表情はニコニコとして、シルヴィアの様子を心底から楽しんでいるらしい。

「こらこら。不戦勝を理由にアッシュと婚約したところで、嬉うれしいか？」

　音もなく入室してきたのは、レベッカである。

「そ、それは……」

　シルヴィアはしょぼんとして、小さくなってしまう。

「それよりも、だ。十三時の鐘は聞いたな？　現状、決勝戦に出場できるのは君だけだ。対戦相手がいない以上、優勝者は君になるわけだが──」

「私は納得できません！　会長だって、そんな結末は望んでいないでしょう？」

　シルヴィアの反応を前に、レベッカは会心の笑みを浮かべた。

「そういってくれると、信じていたよ。わたしは今から、奥の手を発動する」

「……奥おくの手、ですか？」

　シルヴィアは小首をかしげた。

「なに、簡単なことだ。あのふたりの遅刻が遅刻にならないよう、調整してやればいい」

「そっ、そんなことができるのですか!?」

「もちろんだ。そのためには、君の力が必要となる。頼まれてくれるか？」

「当たり前です！　私にできることなら、なんなりと！」

「よくいったぞ、シルヴィア」

　レベッカは妙に優しい笑顔を浮かべると、シルヴィアの肩に手を置いた。

　なんとなく、シルヴィアは嫌な予感がした。





　　　　◇






　魔導師じみたローブを羽織り、仮面を装着したセレスは、闘技場アリーナの近所に屹きつ立りつする時計塔に忍びこんでいた。

　本来、市庁舎の担当者や時計職人しか入れない時計塔だが、セレスの手にかかれば、封鎖された裏口から侵入することなど造作もない。

　五百年祭の真っ最中なので、誰だれかが入ってくる心配もなかった。

「……妙だな。とっくに時間は過ぎてるのに、試合は始まらないし、トリスタンの姿も見あたらない。あの御お方かたの計画を成功させるためには、オスカーが決勝に出る必要があるというのに……一体、なにをしてやがるんだ、あいつは！」

　鐘楼からアリーナを見下ろしつつ、セレスは忌々しげに吐きすてた。

　この場所からだと、巨大なアリーナの全景を一望することができる。

　選手が入場するための花道の脇わきは、ドラゴン専用の待機場所となっているのだが、なぜだかランスロットしか見あたらない。アッシュを拉致監禁した以上、ブリギットがいないのはともかく、どうしてトリスタンまでがいないのか。

　そのとき、舞台にレベッカが颯さつ爽そうと登場した。





　　　　◇






　レベッカは舞台の中央に立つと、魔導式の拡声器を構えた。

『お待たせしました。これより、聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトの決勝戦を始めます』

　たちまち、大歓声が会場を埋めつくす。

『ですが、その前に──シルヴィア・ロートレアモン殿でん下かが、是ぜ非ひとも選手宣誓の儀を執りおこないたいと仰おつしやっています』

　再度、大歓声が湧わき起こる。

「そんな！　この私に、あんな大勢の前で選手宣誓をしろ……だと!?」

　状況を把握した途端、シルヴィアは膝ひざ頭がしらを震わせた。

　舞台と控室をつなぐ花道の奧──。

　シルヴィアはレベッカに待機を命じられていたのだが、まさかこんな事態が待ち受けているとは予想外だった。

　身体の震えを強調するように、騎竜服ドラグスーツの金属部分がカタカタと音をたてる。このまま選手控室に逃げかえってしまいたい気分だった。

「姫様のスピーチ、楽しみですわ……うふふ」

　背後からは、コゼットが嬉うれしそうに声援を送ってくる。

『それでは、シルヴィア殿でん下かの入場です！』

　レベッカは意気揚々と宣言すると、花道の奧で萎い縮しゆくしているシルヴィアに向けて、悪戯いたずらっぽく目配せをした。

「悪夢だ……」

　シルヴィアが涙目でつぶやいたそのとき、花道の脇わきで待機していたランスロットが、ゆっくりと首を伸ばしてきた。つぶらな瞳ひとみで、シルヴィアを見つめてくる。

「ランスロット？　……こんな私を励ましてくれるのか？」

　ランスロットは喉のどの奥おくで「くぅん」と鳴いた。「自分も一緒だ」といわれた気がして、シルヴィアは胸を熱くした。

「ありがとう、ランスロット！」

　シルヴィアは気を奮いたたせると、ランスロットの鞍くらに跳び乗った。

　手た綱づなをギュッと握りしめると、ランスロットを舞台中央へと進ませる。

　白銀の聖竜マエストロに騎乗したシルヴィアの勇姿を認めるなり、観客席は興奮に包まれた。

　大声援。万雷の拍手。そして舞い散る花吹雪。

　舞台中央で待つレベッカのもとにたどりつくと、シルヴィアは手綱をさばいて、ランスロットを止まらせた。

「使うか？」

　レベッカが差しだした魔導式拡声器を、シルヴィアは首を振って断った。

「いいか、シルヴィア？　あくまでも、目的は時間稼ぎだ。アッシュとオスカーが到着するまで、間を持たせてほしい」

「わかっています」

　シルヴィアはうなずくと、深呼吸をした。

　ランスロットに騎乗したまま、右手を挙げる。

「選手宣誓！　わたくしことシルヴィア・ロートレアモンは、騎士道精神にのっとり、我が国の由緒正しき伝統競技である聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトの決勝戦を、正々堂々と闘うことを誓います！」

　よし、ここまでは完かん璧ぺきだ──と思ったのも束つかの間ま、シルヴィアは焦った。

　続く言葉が、なにも出てこない。

　そもそも選手宣誓で時間を稼ぐこと自体、無理があるのでは……と、今さらのように気づく。これ以上、なにを話せばいいのだろう？

　シルヴィアは失意のあまり、うつむいた。

　やがて、観客たちも怪け訝げんに思い始めたようだ。

　ざわざわと、怪訝そうなつぶやきが漏れ聞こえてきた。

　そのとき、いつの間にかランスロットの脇に控えていたコゼットが、こっそりとささやいた。

「姫様、ありふれた定型文などは必要ありません。ご自身の言葉で、今の素直なお気持ちを語ればよいのです」

「コゼット……？」

「大丈夫です。姫様になら、できますわ」

　コゼットの言葉にうなずくと、シルヴィアは再び顔をあげた。

　もはや、迷いはなかった。

「わ、私わたくし事ごとで恐縮ですが……私には、好きな殿との方がたがいます！」

　案の定、観客席ではどよめきが起こった。

「さ、最初は、学院一の問題児と見なされていた彼のことを、私も軽けい蔑べつしていました。彼のことをろくに知りもしないくせに、問題児だと決めつけていたのです。ところが、そんな私を……彼は何度も助けたり、励ましてくれました。たくさんのことを、彼から学びました。いつしか、そんな彼の存在は、私の中で次第に大きくなり……ついに私は、胸の奥おくで芽生えた気持ちに気づいたのです」

　今では、観客席は水を打ったように静まりかえっている。

　誰だれもがシルヴィアの言葉に、真剣に耳を傾けていた。

「あ、改めて、選手宣誓をします。もし、私がこの聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトの決勝戦で優勝した暁あかつきには──……か、彼に婚約を申しこむことを、ここに宣言します！」

　数秒の沈黙を挟んで、観客席は堰せきを切ったように騒然となった。

　それでもシルヴィアは動じることなく、深々とお辞儀をしてみせた。

　再び頭をあげたシルヴィアの視界には、抜けるような青空が広がっている。

　不思議と後悔の気持ちはなかった。もはや恥ずかしいとも思わなかった。

　ただ、あの空のように、晴れ晴れとした気分だった。

　そんな空の一角に、シルヴィアはきらりと光るなにかを認めた。

「あれは……！」

　その刹せつ那な、上空から舞台に向けて、流星のごとく飛来した二騎の姿があった。

「オスカー・ブレイスフォード、見参！」

　芝居がかった口調で、シルヴィアの右隣に着陸したオスカーが叫ぶ。

　既に黄金の聖騎甲アークを装備し、魔ま弓きゆうフェイルノートを手にしていた。

　そして、シルヴィアの左隣に着陸したのは──。

「遅れてすみません、アッシュ・ブレイクです！」

　ブリギットの頭部に颯さつ爽そうと騎乗したアッシュは、シルヴィアが見たことのない、白銀の騎竜服ドラグスーツを着用していた。既に聖剣エクスカリバーを携えているところを見ると、スーツの上にはエーコ・オリジナルの聖騎甲アークを装備済みなのだろう。左腕に刻まれた〈星刻〉も巨大化し、顔にまで及んでいる。全身に波及しているのだ。

　アッシュの勇姿を見た途端、シルヴィアはドキッと胸を高鳴らせた。

「あたしのことも、忘れないでよねっ！」

　アッシュのかたわらには、もちろんエーコの姿もあった。ほんの少し、シルヴィアは胸にチクリと痛みを覚えたが、

「遅いぞ、お前たち！」

　まずは安あん堵どの笑みを浮かべて、対戦相手に叱しつ咤たを飛ばしたのだった。





　　　　◇






　試合開始直前、シルヴィアがランスロットをブリギットの脇わきに寄せてきた。

「えっと、その……先ほどの選手宣誓だが、お前も聞いていたのか？」

　アッシュはギクッとした。

「あ、ああ……。選手宣誓の途中で割りこむわけにもいかなくてさ……全部、聞かせてもらった」

　照れくさい気持ちで、アッシュは答えた。

　シルヴィアもアッシュが肯定した途端、真まっ赤かになってしまう。












「ちょっと？　なにをデレデレしてるのかしら……？」

　ごごごごご……と、負のオーラを発散しているのは、エーコだった。

「──それでは、これより聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトの決勝戦を始めます！」

　そのとき、審判を務める教師が、堂々と宣言した。

　大歓声がこだまする。

　アッシュは我に返ると、前方のオスカーに視線を向けた。

　シルヴィアも手た綱づなを握りしめると、アッシュに声をかけてきた。

「アッシュ、まずは協力してオスカー殿を倒すぞ。そのあとは、心おきなく一騎打ちだ」

「了解だ、姫様」

　シルヴィアの言葉にうなずくと、アッシュは聖剣エクスカリバーを鞘さやから抜いた。

　三みつ巴どもえの闘いの場合、こうした駆け引きも必要不可欠となる。ルールの範囲内なので、問題はない。そうした交渉術も、競技のうちなのだから。

「む～……」

　シルヴィアと組むことに対し、エーコは少々不満そうだったが、効率的な作戦なのはわかっているのだろう。喉のどの奥おくで唸うなりはしたものの、文句はいわなかった。

「私がオスカー殿の頭を押さえる。アッシュはその隙すきを突け！」

　シルヴィアの意思に応じたランスロットは、素早くトリスタンの頭上に舞いあがると、紅の炎竜吐息クリムゾン・エクス・ブレスを盛大に放つ。

　意外にも、オスカーは避ける素振りも、防ぐ素振りも見せなかった。

　それどころか、ランスロットに視線を向けることさえ、しなかった。

　──どぉおおおおおおん！

「なっ！　直撃だと……!?」

　エクスカリバーを振りかざし、一気にたたみかけるつもりだったのだが、アッシュはブリギットを制止させた。

　トリスタンが立っていた位置は、朦々と煙に包まれている。いくらオスカーでも、あれほどの攻撃をまともに食らって、無事だとは思えない。

　上空のシルヴィアも、戸惑いをあらわにしている。

「バカな！　どうしてかわさなかった!?」

　元々、シルヴィアの攻撃は「かわされる」ことが前提だったのだ。

　オスカーを仕し留とめるのは、アッシュの役目のはずだった。

「──ふん、僕は聖騎甲アークに護まもられているんだよ？　この程度の攻撃、わざわざかわす必要もあるまい」

　今なお漂いつづける粉ふん塵じんの向こう、突然、冷ややかな声が響いた。

「……悪いが、僕はセレスを捜しに行かなくちゃならないんだ。こんな試合、さっさと終えさせてもらうぞ！」

　アッシュはぞわっと、総毛立つ感覚を覚えた。思わずシルヴィアに叫ぶ。

「気をつけろ、姫様！」

「魔ま弓きゆうフェイルノートの威力、その身をもって知るがいい！」

　刹せつ那な、オスカーとトリスタンを包みこむ煙が一掃され、無数の矢弾が放たれた。

　──不流ながれずの魔弓フェイルノート。

　レベッカの魔ま槍そうゲイ・ボルグと同じく、運命に干渉するタイプの兵器。

　先ほどのおぞましい感覚の正体を、アッシュは悟った。標的としてロックされてしまったのだ。

　オスカーは被弾しながらも、着々と攻撃準備を始めていたのだった。

「飛べ、ブリギット！」

　アッシュの命を受け、ブリギットは飛ひ翔しようする。

　飛び交う矢弾を次々と避けながら、さらに上昇を続ける。

　その華麗な回避飛行を見て、観客席は熱狂の渦に包まれた。

　矢弾の群れは、なおもブリギットの背後にぴたりと付いて、執しつ拗ように追いかけてくる。

「ちょっと、どうするの!?　このままじゃ墜おとされるわ！」

　エーコは青い顔をして、アッシュの腰にすがりついている。

　ところが、不思議とアッシュの心は落ちついていた。

　──そうか、レベッカさんのおかげだな。

　アッシュは予選を思いだす。あのとき、レベッカはオスカーと似たような攻撃パターンを再現することで、アッシュを鍛えてくれたのだ。

　その効果は絶大で、アッシュは矢弾の雨に襲われつつも、なんら脅威を覚えていない。

　そんなアッシュの自信は、ブリギットにも伝わっていた。

「うぉおおおおおおおおおおおおおん……！」

　ブリギットは意気揚々として、まるで矢弾の飛来を楽しむように、美しい軌跡を描く。どうしてもかわせない矢弾については、アッシュがエクスカリバーで対応する。

　たとえ魔弓に運命を定められたとしても、アヴァロン聖竜皇家に伝わる宝剣ならば、その呪力に対抗できるのだ。

　──これならオスカーにだって勝てる……！

　もはや負ける気はしなかった。

「よし、ブリギット！　このままトリスタンの背後について──」

「きゃっ……！」

　そのとき、シルヴィアの悲鳴に耳を打たれ、アッシュは戦せん慄りつした。

　咄とつ嗟さに悲鳴がした方向を振り返ると──。

「姫様!?」

　既にランスロットは何発も被弾して、今にも墜落しそうだった。

　シルヴィア自身は無傷で、なんとか手た綱づなを握っているが、矢弾の威力と迫力に気け圧おされたのだろう、もはや正常な判断力を失っている。

「しまった……！」

　アッシュは自分の過ちを悟った。

　自分がなんとか戦えているのだから、シルヴィアなら余裕で対応しているはずだと、盲目的に信じきっていたのである。なんといっても、シルヴィアは学年一の優等生なのだ。

　だが、レベッカに鍛えられた上に、聖剣エクスカリバーを装備したアッシュとは違い、シルヴィアには経験値も武装も不足していた。

「姫様ぁあああっ！」

「ちょっと、あんた!?」

　エーコの制止も聞かず、アッシュはブリギットを滑空させた。

　すかさずランスロットの真横に飛びこむ。

　ブリギットに防御系魔法──六角障壁ヘキサゴナル・シールドを展開させつつ、防ぎきれない矢弾は聖剣で叩たたきおとす。耳もとで、次々と轟ごう音おんがほとばしる。

「きゃあああああっ！」

　エーコもシルヴィアも耳をふさいで、悲鳴をあげている。

　付き添いのエーコはともかく、シルヴィアまでが一緒になって叫んでいては、竜騎士ドラグナーの沽こ券けんに関かかわるだろう。

「しっかりするんだ、姫様！　矢弾は俺おれが引き受けるから、姫様は遠距離攻撃で──」

　その刹せつ那な、アッシュは膨大な魔力反応を察知して、はるか上空をキッと睨にらんだ。

　いつの間にか、トリスタンが地上五十メートルほどの高さに浮遊している。トリスタンの周囲だけ、大気が歪ゆがんでいた。

　練りあげた魔力量が多すぎて、空間に影響を与えているのだろう。

　アッシュはゾッとした。背筋を冷たいものが這はいあがっていく。

　オスカーがトリスタンの頭上から、こちらを悠然と見下ろしてくる。

「青嵐の海竜烈破ストーミーブルー・レヴイアタン・インパクト！」

　オスカーの叫びに応じて、トリスタンの魔法が発動する。

　魔法を発動させたのはトリスタンなので、別にオスカーが魔法名を叫ぶ必要はないのだが、そこはオスカーの流儀なのだろう。

　聞いたこともない魔法名だった。

　おそらく上級生の教科書にしか載っていない、最上位の魔法と思われた。

　大河にも匹敵する奔流が、渦を巻きながら襲いかかってくる。

　まともに食らえば、ドラゴンともども吞のみこまれる……！

「凍らせろ、ブリギット！」

　アッシュは叫んだ。ブリギットは素早く反応し、蒼の氷竜凍牙アズール・エクスブリザードを発動。

「姫様も頼む！」

「わかった！　ランスロット、お前もだ！」

　シルヴィアはようやく、戦意を取りもどしたようだ。主人の復活を喜ぶように、ランスロットが盛大な蒼の氷竜凍牙アズール・エクスブリザードを放つ。

　青嵐の海竜烈破ストーミーブルー・レヴイアタン・インパクトと、二本の蒼の氷竜凍牙アズール・エクスブリザードが空中で激突する。

　強大な海かい竜りゆうを完全に凍らせるべく、二体の氷竜は上昇を続ける。

　それでも海竜の勢いは止まらない。

「こうなったら、エクスカリバーで──」

「まだまだ甘いな、アッシュ！」

　アッシュが聖剣の柄を握りしめた途端、オスカーがすかさず矢弾攻撃を再開する。

「しまった……！」

　なまじ魔法攻撃を続けているせいで、ブリギットもランスロットも滞空したまま身動きがとれない。

　下手に魔法を中断して逃げようものなら、その瞬間には海竜の餌え食じきとなるだろう。

　アッシュは無我夢中で聖剣を振るった。次々と飛来する矢弾を吹きとばす。

　ランスロットが攻撃魔法に専念している以上、シルヴィアは完全に無防備だった。シルヴィアを襲う矢弾も払わねばならない。

「くそっ、どうすれば……！」

「もう私には構うな！　お前たちと私では、レベルが違いすぎるんだ……」

　シルヴィアは意気消沈し、うなだれている。

「なにをいっているんだ、姫様らしくもない！　あの選手宣誓は、うそだったのか？」

　さらなる矢弾を撃破しつつ、アッシュは叱しつ咤たした。

　口走ってから、シルヴィアの選手宣誓の内容をまざまざと思いだし、顔を熱くする。

「アッシュ……」

　シルヴィアも婚約のことを意識したのか、頰ほおを赤らめてしまう。

　自然と見つめ合う、アッシュとシルヴィア。

「ちょっと、あんたたち！　今がどういうときだかわかってるの!?」

　拳こぶしを振りあげて抗議するエーコ。

「おやおや、今は戦闘中だというのにね」

　そんな三人を見下ろしつつ、オスカーは不敵に嗤わらった。

「もう遠慮はしないよ──赤銅の熔竜灼破カツパーレツド・ラーヴア・フロウ！」

　オスカーが宣言した途端、トリスタンの頭上に魔法円が浮かび上がる。

　赤しやく銅どう色の奔流が、滝のごとく流れおちてきた。氷結魔法の効果を相殺しつつ、重力に従って降ってくる。足止めを食っていた海かい竜りゆうも甦よみがえる。

　そして──赤の熔よう竜りゆうと青の海竜が二重螺ら旋せんを描く。

「バカな！　上位攻撃魔法の同時発動だと……!?」

　トリスタンが披露した離れ業わざを前に、シルヴィアは絶句した。

　アッシュも驚きはしたものの、素早く思考を切り換える。

　いくら競技とはいえ、あんな攻撃を食らったら命の保障はない。

「ブリギットは全魔力を防御魔法に使え！　エーコはブリギットに魔力を注入！　ランスロットはギリギリまで蒼の氷竜凍牙アズール・エクスブリザードを展開！」

　本来、アッシュにランスロットへの命令権はない。だが、ランスロットはアッシュの意を汲んで、蒼の氷竜凍牙アズール・エクスブリザードの出力を上げた。

　その合間に、ブリギットは蒼の氷竜凍牙アズール・エクスブリザードを中断すると、六角障壁ヘキサゴナル・シールドを最大出力で展開する。

「行くわよ、ブリギット。あたしの魔力、受けとって！」

　さらにはエーコが精神を集中させ、ブリギットの体内に魔力を流しこむ。ブリギットは雄お叫たけびをあげると、六角障壁ヘキサゴナル・シールドを二重、三重へと増やしていく。

「来るぞ！　衝撃にそなえ──」

　アッシュの言葉を遮さえぎって、赤銅と青せい嵐らんの二重螺旋が眼前に迫りくる！

　今や五重に展開された六角障壁ヘキサゴナル・シールドに、激突──！

　閃せん光こうがはじけ、耳をつんざくような音が轟とどろいた。

　とてつもない衝撃に脳を揺さぶられ、アッシュの視界は暗転した。





　　　　◇






「……私は、生きているのか？」

　目を開けたとき、シルヴィアは舞台の片隅で、ランスロットの背中にしがみついていた。頭がガンガンする。全身もズキズキと痛むが、骨は折れていないようだ。騎竜服ドラグスーツの破損も軽微ですんでいる。

　ランスロットも軽傷こそ負っているが、まだ動ける様子である。闘争心もあらわに、唸うなり声ごえを漏らしている。

　会場は、水を打ったように静まりかえっていた。

　あれほど盛りあがっていたのに、どうしてしまったのだろう？

　シルヴィアは不安に駆りたてられた。

「そうだ！　アッシュは!?」

　シルヴィアは周囲に視線を走らせると、戦せん慄りつした。

　アッシュはブリギットの身体に突っぷしている。騎竜服ドラグスーツもざっくりと裂け、鮮血がにじんでいた。

　ぴくりとも動かない。明らかに気を失っている。

　聖剣エクスカリバーが見あたらない。

　エーコが献呈した不可視の聖騎甲アークが、失われてしまったのだろう。全身の皮膚に波及していた〈星刻〉も、元に戻ってしまっている。

　エーコはブリギットの尻尾にしがみついたまま、苦く悶もんの表情を浮かべていた。意識はあるようだが、まだ状況は把握できていないといったところか。身体に目立った傷がないのが、不幸中の幸いといえた。

「ぐるるるる……くぅん……」

　ブリギットもかろうじて意識をつなぎとめていたが、白銀の体毛は血に濡ぬれているし、右の前肢は骨が折れているようだ。左の翼にも血がにじんでいる。

　一方、オスカーはトリスタンを滞空させたまま、悠然と舞台を見下ろしている。

「これで決まりだな。僕はセレスを捜しにいかないと──」

　そのとき、ブリギットの身に異変が起きた。

　ぼんやりと発光したかと思うと、その体たい軀くが見る見るうちに縮んでいく。

　白銀の体毛も、雄大な翼も消失した。ついには、大蜥蜴おおとかげに似た地竜アーシアに戻ってしまう。ダメージが大きすぎて、エーコとのつながりを維持できなくなったのだろう。

　それでも、ブリギットはアッシュを背中に乗せたままだ。三みつ巴どもえの闘いの場合、ダウンしてもカウントは取られないため、まだアッシュは負けていない。

　だが、意識がないのでは闘いようがなかった。

「シルヴィア殿でん下か、もはや勝負は決した。騎士王国の姫として、栄えある竜騎士ドラグナーとして、潔く負けを認めるがいい」

　オスカーはにこりともせずに、トリスタンを着陸させた。もはや試合には興味を失っているのだろう。今のオスカーは、セレスのことしか考えていない様子だった。

「くっ！　どうすれば……」

　シルヴィアは奥おく歯ばを嚙かみしめた。





　　　　◇






「……そろそろだな」

　時計塔から試合を観戦していたセレスは、ぼそりとつぶやいた。

　トリスタンの攻撃魔法が炸さく裂れつし、アッシュとブリギットは重傷を負った。

　シルヴィアが軽傷ですんだのは、アッシュが熔よう竜りゆうと海かい竜りゆうの二重螺ら旋せんを決死の覚悟で食いとめたからだ。

　もはやアッシュは再起不能だろう。たとえ意識が戻ったとしても、聖騎甲アークも聖剣エクスカリバーも失われている。それにエーコの消耗も激しいので、再び聖騎甲アークを献呈するのは無理だろう。一度は聖竜マエストロとなったブリギットも、平凡な地竜アーシアに戻っている。

　あとはオスカーがシルヴィアを倒せば、決勝戦は終了となるのだが──。

「すまない、オスカー。あたしは、あの御お方かたを裏切れない……」

　儚はかなげにつぶやくと、セレスは仮面を外した。さらには眼がん帯たいも外す。

　左目が外気にさらされる。久しぶりに、指先で左目に触れた。

　眼球にあるまじき、硬い感触がした。

　左の眼がん窩かには、黒水晶が詰まっている。トリスタンの額に埋めこまれている巨大な結晶体と、まったく同質のものだ。

　なぜなら、トリスタンの額に埋めこまれた黒水晶は、もとはといえば、セレスの魔ま眼がんが生成した魔導結晶なのだから。

「あたしは〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉の末まつ裔えい……まったく、なんて呪のろわしい血なんだろうな」

　ほとんど無意識に、自じ嘲ちようの言葉が漏れた。

　生物に寄生する黒水晶──冥星石プルートウ。

　古文書によれば、かつて冥竜王家が開発した魔導結晶だという。

　人間の憎悪や嫉しつ妬とや悲哀など、負の感情を溜ためこめば溜めこむほど、より強い効果を発揮するように開発されたらしい。

〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉と呼ばれる種族は、生まれながらにして冥星石プルートウを眼窩に宿している。そして、自らが生成した大型結晶を竜族に埋めこむことで、外部からのコントロールを可能とするのだ。

「この魔眼のせいで、あたしの人生は散々だった──」

「なるほど、あなたが冥星石プルートウの所持者なのね」

　突然、背後から清せい冽れつな声がかかったので、セレスは驚きよう愕がくした。

　殺気もあらわに振りかえると、そこには学院長のミラベル王女と、専属メイドのユニスの姿があった。

「なっ！　どうして、てめーらがこんな場所に!?」

「もし、わたくしが冥星石プルートウの所持者であれば、どこから試合を見物するか……そう考えれば、候補となる場所は限られます」

　ミラベルは出来の悪い生徒を諭すように、淡々と答えた。

「くっ！　大体、てめーがどうして冥星石プルートウのことを知っている!?」

「あら、わたくしはエスパーダ聖庁大学院に留学していたのよ？」

「桁けた外はずれの天才どもが集まっているとかいう、魔窟か……。どの研究室も、百年先を見越した研究を続けていると聞いたことがある」

「それは偏見ね。見た目はごく平凡な研究施設よ。魔ま導どう艦かんを設計できるレベルの子たちが、ゴロゴロしてるのは認めるけど」

「魔導艦の設計だと!?　簡単にいってくれる……」

　そういえば、魔導艦シルヴァヌスの設計を担当したのもミラベルだったと、セレスは思いだした。ミラベルが学院長に就任した際、密ひそかに身辺調査をしていたのである。

「トリスタンの黒水晶を見て以来、ずっと頭の中がもやもやしていたのだけど……やっと思いだせて、すっきりしたわ」

　喉のどに刺さった小骨が取れたように、ミラベルの表情は晴れ晴れとしている。

「おめでとうございます、姫様」

　妙なタイミングで祝辞を述べたのは、ユニスだった。

「……ふん。〈銀光の賢乙女アルジエント・メイガス〉の二つ名は、伊だ達てではないということか。だが──」

　懐から素早くナイフを抜くと、セレスは突進した。

　──きぃん！

　まさしく電光石火。ミラベルは給仕用ワゴンの底からレイピアを取りだすと、目にも止まらぬ早はや業わざで、銀光を一いつ閃せんさせた。青い火花が散った。

　セレスはミラベルのレイピアを食い止めながらも、ユニスを睨にらみつけた。

「おいおい、てめーが真っ先に剣を抜くのかよ!?　そいつもコゼットと同じく、シェリー家の者ではないのか？」

　ユニスはすました顔で、ミラベルの背後に端然と控えている。

「ユニスは孤児よ。シェリー家主催の選抜試験に合格して、養子となったの」

　養子と聞いて、セレスはうんざりした。ラフォン家と同様に、シェリー家もまた、人員不足を補うために孤児を使っていたのだ。

「あたしと似たような境遇か……。だが、王女殿でん下かの専属使用人という、栄誉ある仕事を任されておきながら、自分は戦わないなど……てめーはそれでもシェリー家の女か！」

　セレスは裂れつ帛ぱくの気合とともに、ミラベルの腹に蹴けりを入れようとした。刹せつ那な、ミラベルは鮮やかに跳躍し、ユニスの真横に着地する。

　そして、片手でユニスの腰を抱き寄せた。

「わたくしがユニスを選んだのは──この子の淹いれる紅茶が、世界でいちばん美お味いしいからよ」

「ああ、姫様。なんという、もったいないお言葉……」

　ユニスは頰ほおを赤らめて、歓喜の涙を浮かべている。

「ええい、肌が痒かゆくなる！　邪魔するなら、王女といえども容赦はしねーぞ！」

「構いません。自分の身は、自分で守れますから」

　ミラベルはユニスの前に立つと、悠然とレイピアを構えた。

　その先端が、きらりと銀色に輝く。

　セレスはようやく悟った。

「くっ……そうか。〈銀光の賢乙女アルジエント・メイガス〉の銀光とは、てめーの銀髪のことではなく、そのレイピアを指していたんだな！」

「現教皇、ラクエルⅣ世猊げい下かの指南役にも選ばれた、このわたくしの剣技──その身で受ける覚悟はあるかしら？」

　すさまじい闘気が吹きつけてくる。かつて、セレスを徹底的に鍛えあげたラフォン家の教官たちを、はるかに凌しのぐ気迫である。

「な、なんという闘気だ……！」

　セレスは完全に、ミラベル・ロートレアモンという人物を見誤っていた。

　セレスくらいに実戦経験があれば、ひと太刀で相手の力量を見抜くことができる。はっきりいって、ナイフ一本で勝てる相手ではない。セレスの動物的な本能が、うるさいくらいに警鐘を発している。

「……降参だ。さっさと殺せ」

　セレスはあっさりナイフを放ほうりなげると、その場であぐらをかいた。いっそ、ここでミラベルに殺されてしまえば、これからオスカーを裏切る必要もなくなるのだ。

　セレスにとっては、最も無難な選択肢といえた。

　ところが、ミラベルの反応は予想を超えていた。

「あら、どうして？　わたくしは、あなたがこれから為なすことに興味があるのよ。さ、予定通りに始めてちょうだい」

　意外な申し出に、セレスは啞あ然ぜんとした。

「わたくしの専門は、聖遺物。そして、あなたはいわば、生身の聖遺物よ。最高の研究対象だわ」

「正気かよ……？」

「さあ、お立ちなさい。セレスティーナ・ラフォンとやら」

「……どれほどの犠牲が出ると思っているんだ？　お前がそのレイピアを振るうだけで、惨劇は回避できるんだぞ？」

「いざとなれば、アッシュとエーコ、シルヴィア、そしてレベッカがなんとかするでしょう。ヴェロニカ姉様や、グレン隊長率いる親衛隊もいることですし」

「ちっ。綺き麗れいな顔して、とんだお姫様だな……」

　セレスは立ちあがると、ミラベルに背を向けた。

　はるか眼下には、闘技場アリーナの舞台。

　セレスは腹をくくった。

「……我は〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉が末まつ裔えい、セレスティーナ・ラフォン。聖竜マエストロトリスタンに授けし冥星石プルートウよ、我が詞ことばに応じよ……」





"The Three-way Fight!!!～A.S.B.1365.10～" is closed.








第六話　魔人降誕









　突然、トリスタンが壮絶な咆ほう哮こうをほとばしらせた。

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……！」

　シルヴィアが思わず耳をふさいだほどの、常識離れした雄お叫たけびだった。

　トリスタンの額に埋めこまれた黒水晶が、どす黒いオーラを放っている。

「な、なにが起こっているのだ……？」

　シルヴィアは愕がく然ぜんとして、つぶやいた。

　たった今、オスカーにとどめを刺される寸前だったのだ。

　とりあえず敗北は免れたものの、明らかに異常事態だった。

「……どっ、どうしたんだ、トリスタン!?」

　決勝戦が始まって以来、オスカーが初めて動揺を見せた。

　オスカー自身、トリスタンの身になにが起きているのか、まったく理解できていない様子である。制御不能なのだろう。

「ぐるるるるっ……！」

　ランスロットが警戒心をあらわに、一歩、二歩と後退する。決してシルヴィアに命じられたわけではない。本能的に危険を察知し、自発的に動いたのだ。

「気をつけて！　トリスタンから変な気配がするわ！」

　シルヴィアに警鐘を発したのは、ようやく立ちあがったエーコである。

　観客たちも不審に思ったらしく、ざわめいている。

　トリスタンの額に埋めこまれた黒水晶が、ますます強烈な光を放つ。

　いや、それは光というよりは、漆黒の波動だった。

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……！」

　苦く悶もんのあまり、トリスタンがのたうち回る。その巨きよ軀くを、黒きオーラが覆いはじめる。

「くっ！　静まれトリスタン！　どうしたというのだ!?」

　あのオスカーですら、今ではトリスタンの体毛にしがみつくのが精一杯で、今にも振り落とされそうだった。

「セレスの仕し業わざかっ!?　どこにいるんだ、セレス！　まさか、お前は本当に、本当に……この僕を裏切ったというのか!?」

　トリスタンの外がい貌ぼうは、今や刻一刻と変へん貌ぼうしつつあった。

　聖竜マエストロの証あかしたる白銀の毛並みが、漆黒へと染まっていく。

　あれほど晴れわたっていた空に、暗雲がたちこめる。

　遠雷が響いた。

　アンサリヴァンの空が灰色に埋めつくされたとき、トリスタンは漆黒の姿に生まれ変わっていた。

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん！」

　禍まが々まがしい咆ほう哮こうが大気を震しん撼かんさせる。

「バカな！　こんなのは僕のトリスタンじゃない！　なにがどうなって──うぐっ！」

　刹せつ那な、オスカーまでが苦しみ始める。

　不吉な予感に打たれ、シルヴィアはゾッとした。

「どうしたのだ!?　しっかりしろ、オスカー殿！　オスカー殿！」

　何度も呼びかけるが、オスカーは答えない。頭を抱え、身み悶もだえを続けている。

「違う！　僕は決して、そんなことを望んではいない……くっ！　やめろ、僕の中に入ってくるな！　……うぉおおおおおおおおおっ！」

　壮絶な絶叫が尾を引いて、会場にこだまする。

「オスカー殿……!?」

　シルヴィアは愕がく然ぜんとした。

　オスカーが得意げに装備していた聖騎甲アークに、異変が生じている。

　絢けん爛らんたる金が、禍々しい黒に浸しん蝕しよくされていくのだ。

　各部の装甲も、不気味な形に変容を遂げる。まるで爬は虫ちゆう類るいを思わせる形状だった。

　そして魔ま弓きゆうフェイルノートもまた、同じように色と形を変えた。

　見る見るうちに、黄金の竜騎士ドラグナーは闇あん黒こくの魔人へと変へん貌ぼうしていた。

「くくっ。なんと清すが々すがしい気分だ。これが冥星石プルートウの力か！」

　人が変わったように、オスカーは不気味な笑みをこぼした。

　トリスタンの変貌が、オスカーの人格にまで影響を及ぼしたのだろうか。そして〝プルートゥ〟とはなんなのか。

「なにがどうなっている!?」

　シルヴィアはわけがわからず、目をみはるばかりだった。

「さあ、冥星石プルートウの仔こよ！　我に汝なんじの願いを告げよ！」

　魔人オスカーが、灰色の空に向けて叫ぶ。

　その問いに答えるように、トリスタンの額に埋めこまれた黒水晶が、どす黒い輝きを放った。

「そうか……それがお前の望みか。いいだろう」

　魔人オスカーはひとりで納得すると、魔弓フェイルノートを構える。

　暗黒を塗り固めたような矢弾が生成され、装そう塡てんされた。

　魔人オスカーの視線は、観客席の一角──来賓席に向けられている。

「やっ、やめろぉおおおおおっ！」

　シルヴィアは絶叫した。

　来賓席には、シェブロン王をはじめ、王侯貴族が列席している。シルヴィア自身の父や姉もいるのだ。

「ははっ！」

　暗い歓喜とともに、オスカーが漆黒の矢弾を放った。

　──どぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん！

　一瞬にして、来賓席が爆発と轟ごう音おんに包まれる。

　来賓席の付近に座っていた一般客たちは、衝撃のあまり呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて堰せきを切ったように逃げ始める。

「ああっ……！　父上が、姉上たちが……！」

　シルヴィアは失意のあまり、うなだれた。

「──大丈夫だ、姫様！」

　そのとき、シルヴィアがいちばん頼りにしている少年の声が、耳じ朶だを打った。

　振りかえると、ちょうどアッシュが立ちあがろうとしている。既にブリギットの背からは降りているが、もはや試合のルールに構っている場合ではないだろう。

「あんた、大丈夫なのっ!?」

　エーコもアッシュが覚かく醒せいしたことに気づき、慌てて駆けよった。

　アッシュはエーコの肩を借りると、なんとか立ちあがった。

「来賓席をよく見るんだ、姫様！」

　黒煙に包まれていた来賓席の全ぜん貌ぼうが、少しずつあらわとなる。

「グレン殿！」

　シルヴィアは歓喜の声をあげた。

　グレン・マクガイア率いる、ヴェロニカ親衛隊の竜騎士ドラグナー七騎が、六角障壁ヘキサゴナル・シールドを幾重にも展開し、かろうじて来賓たちの命を護まもったのだ。

　グレン自身は既に聖騎甲アークを装備して、魔剣カラドボルグを構えている。

　一方、ヴェロニカはザカライアスⅢ世の前方に立ちはだかっていた。

　最悪の場合、シェブロン王の楯たてになるつもりだったのだろう。

　ちょうどそのとき──。

　観客席の上空に、シェブロン王国が誇る魔ま導どう艦かんクラウ・ソラスが現れた。





　　　　◇






　闘技場アリーナは阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化している。

　身の危険を察した一般客が、我先にと出口を目指し、駆けだしたのだ。

　避難誘導のために奔走しているのは、レベッカをはじめとする生徒会役員たちだった。

「慌てる必要はない！　冷静沈着に行動せよ！」

　レベッカは指揮にあたり、ジェシカが人々を誘導する。

　転んで怪け我がをした客たちを医務室に連れていくのは、ルッカの役目だった。

　そんな一般席の様子を遠目に確認すると、ヴェロニカはつぶやいた。

「せめてレベッカだけでも、戦力になってほしいところだが……」

「仕方ありません、姫様。レベッカ・ランドールは病みあがりの身ですし、相パ棒ルのクー・フリンは療養中……。クー・フリンが予選で負った傷は、予想以上に重かったそうです」

　さりげなく解説を入れたのは、親衛隊長のグレンである。

「いちいち説明せずとも、わかっておる」

　ヴェロニカはぶっきらぼうに答えたものの、結果的には、これで良かったのだ……とも思う。

　一般客の大半は騎士国の民であり、ヴェロニカが護るべき存在だ。

　民なくして、国はありえない。できることなら、軟弱な貴族などさっさと見捨て、自分が駆けつけたいところだった。

　そのとき、ずぅん……と、軽い地響きが起こった。

　魔導艦クラウ・ソラスのタラップが、来賓席に届いたのだ。どうやら、クラウ・ソラスはシェブロン王をはじめ、来賓たちを収容するつもりらしい。

　真っ先にシェブロン王が乗りこみ、王妃団の面々が殺到する。さらには貴族も続く。ついでとばかりに、騎士王パラデインオズワルドもちゃっかりと乗りこんでいた。

「ふん。本来、貴族とは広大な領地を与えられる代わりに、いざとなれば戦争に駆りだされる武人であったはずなのに……本当に、落ちぶれたものだ」

　グレンとともに避難誘導をこなしつつ、ヴェロニカは嘆息した。

　そんなヴェロニカの耳もとで、グレンがさりげなく耳打ちする。

「姫様。カサンドラ殿でん下かとミラベル殿下、そして……ユリエル第三王子の姿が見あたりません。いかがいたしましょう？」

「……仕方あるまい。今はクラウ・ソラスの護衛が最優先事項だ」

　ふたりの妹について、ヴェロニカはそれほど心配してはいない。殺しても死なないような女たちであることは、ヴェロニカ自身がよく知っている。

　一方、ユリエル第三王子の安否は気がかりだったが、王子の探索に人員を割く余裕はなかった。

「──姫様！　オスカーとトリスタンが接近中です！」

　ふいにグレンが切羽詰まった声をあげたので、ヴェロニカは思考を切り替えた。

「ちっ、オスカーめ。正気は失っても、戦術的にはまともな判断ができているようだ」

　ヴェロニカは忌々しげにつぶやいた。

　遠距離攻撃では埒らちが明かないとわかった途端、オスカーは接近戦にシフトしたのだ。

　黒き騎影が、ぐんぐんと迫る。

　ヴェロニカは親衛隊の面々に向け、叱しつ咤たを飛ばした。

「このまま六角障壁ヘキサゴナル・シールドを展開しつつ、クラウ・ソラスを護衛せよ！　親衛隊の名にかけて、一発たりとも被弾させるな！」





　　　　◇






　黒き竜と化したトリスタンが、魔ま導どう艦かんクラウ・ソラスに襲いかかる。

「無む知ち蒙もう昧まいな老害どもめ、死に絶えろ！」

　その頭部に騎乗しつつ、魔人オスカーが死の宣告を下す。

　そうはさせじと、クラウ・ソラスの周囲には、ヴェロニカ親衛隊が展開する。

　隊長グレンを筆頭とする七騎は、騎士国内でも精鋭として知られるが──。

「庇かばいだてするというなら、貴様らも同罪だ！」

　オスカーは赤あか児ごの手をひねるように、一騎、また一騎と隊員を撃墜していく。

　このままでは、仮にクラウ・ソラスが再浮上できたとしても、墜おとされるのは時間の問題だと思われた。

　エーコの肩を借りながら、アッシュはなんとか立ちあがる。

「がはっ！」

　直後、血を吐いた。

　折れた肋ろつ骨こつが、内臓を傷つけているのかもしれない。

　全身が痛む。出血もなかなか止まらない。

「駄目よ、戦える状態じゃないわ！」

　エーコが蒼そう白はくとなって叫ぶ。

　触れた肌を通して、エーコの震えが伝わってくる。心底から心配してくれているのが、ひしひしと伝わってきた。

　だが、ここで座りこむわけにはいかない。

　問題なのは、エーコ・オリジナルの聖騎甲アークが失われ、聖剣エクスカリバーが使えなくなったことだ。

　しかも、ブリギットは地竜アーシアに戻っている。よく見ると、エーコの手のひらに刻まれていた〈星刻〉も、綺き麗れいに消えていた。

　おそらく、本来の飼い主であるレイモンとのつながりが回復したのだろう。ミラベルが予想した通り、ブリギットの聖竜マエストロ化は一時的なものだったのだ。

「……良かったな、ブリギット。お前は、レイモンのもとに帰るんだ」

　アッシュはブリギットの身体に手を触れた。

　ここまで闘うことができたのは、ひとえにブリギットのおかげである。

　感謝の気持ちをこめて、アッシュはブリギットの体表を優しく撫なでた。

　ブリギットは名残惜しそうに「くぅん……」と鳴いたが、負傷した身体を引きずるように、ゆっくりと立ちさった。賢い竜だけあって、このまま留とどまっていたら、足手まといになるのを察したのだろう。

「ほら、あんたも一緒に逃げるべきよ！」

　エーコが必死の顔で主張する。

「そうはいかない。セレスにいわれたんだ。『たとえなにが起こっても、オスカーの友達でいてやってくれ』とな」

「はあ!?　なんでセレスが、あんたにそんなことを頼むのよ？」

　エーコは眉まゆをひそめて、アッシュの横顔を睨にらんだ。

「大体、それってつまり……セレスは、なにかが起こるのを知っていたってことよね？」

　エーコの推測に、アッシュはうなずいた。

「そうだな。この状況には、きっとセレスも関かかわっている。もしかしたら、セレス自身が引き起こしたことかもしれない」

「だったら、セレスの頼みなんて聞く必要ないわ。今は自分の身体を優先して！」

「……ごめんな、エーコ。俺おれには、あんなオスカーを放ほうっておくことはできない」

「どこまでお人ひと好よしなのよ！　そんな身体でなにができるっていうの？」

　その瞬間、アッシュは強烈な違和感を覚えた。

「……妙だな」

「なにがよ？」

「俺は、セレスを背後で操っているのは、ザカライアスⅢ世だと思っていた。すべてはエーコの生き血を手に入れるためだ。だけど、オスカーとトリスタンは、クラウ・ソラスを攻撃している。ザカライアスⅢ世も乗りこんでいるのに……」

　思いかえせば、セレスは黒幕を「あの御お方かた」と表現しただけで、決してシェブロン王だと明言したわけではなかった。

「それって……！」

　エーコも重要な事実に思いあたったのか、ハッと顔をあげた。

「ああ。セレスを動かしているのは、他ほかの奴やつだ……。ザカライアスⅢ世をオスカーに殺させれば、王座は空くし、オスカーを反逆者に仕立てあげることができる。その状況になったとき、いちばん得をする奴といえば──」

　そこまでいえば、エーコもすべてを悟ったように、目をみはった。

「まさか、ユリエル第三王子……!?」

「おそらくな。王位継承権を持つ者が山ほどいる以上、断言はできないけど……ユリエル王子は、オスカーが最も警戒している相手だ──」

「姉上！　グレン殿っ！」

　アッシュの言葉を遮さえぎったのは、シルヴィアの悲痛な叫びだった。

　アッシュとエーコも、シルヴィアの視線を追いかける。そして絶句。

　王侯貴族の収容を完了した魔ま導どう艦かんクラウ・ソラスは、魔人オスカーとトリスタンの猛攻を前に、今にも墜おとされそうな様子だった。

　ヴェロニカ親衛隊で残っているのは、もはや隊長のグレンだけだ。聖竜マエストロフェルグスの頭部に騎乗して、魔人オスカーとの一騎打ちに臨む。

　一方、グレンに護まもられるべきヴェロニカは、魔導艦の舳へ先さきに堂々と立っていた。

　鞘さやに納めた大剣の先端を足もとに立て、柄の上で両手を重ねている。

　あたかも、自分こそが最後の砦とりでだといわんばかりに。

「姉上！　なんという覚悟だ……」

　ヴェロニカの勇姿を遠目に眺めつつ、シルヴィアが呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「とどめだ、ヴェロニカの狗いぬめ！」

　その直後、魔人オスカーが矢弾の雨を降らす。グレンとフェルグスもよく耐えたが、ついには避けきれず、墜落を余儀なくされる。

「こっちに来るぞ！」

　アッシュは思わず叫んだ。

　フェルグスの巨体が、眼前に墜落する。騎士のグレンも投げだされ、舞台の床面に叩たたきつけられた。と同時に、魔剣カラドボルグと聖騎甲アークが消失する。

「グレン殿っ！」

　シルヴィアはランスロットを降りると、グレンのもとに駆けよった。

「ヴェロニカ様を、お救いしなければ──……」

　それだけをつぶやくと、グレンは気を失った。

「次はお前の番だ、ヴェロニカ！」

　魔人オスカーの叫びは、地上にまで届いた。

　アッシュが顔をあげたときには、トリスタンの身に異変が起きていた。

　その腹部から次々と、グロテスクな触手が生えてきたのだ。

　まるで巨大なミミズが群れを為なし、魔ま導どう艦かんに襲いかかるような光景だった。

　触手の数は常軌を逸しており、魔導艦の浮上を阻む。

　魔導式のエンジン二基が咆ほう哮こうするが、触手はびくともせずに、艦体を押さえこむ。

　シェブロン王家が誇る王室魔導艦も、今では蜘く蛛もの巣に囚とらわれた羽虫にすぎなかった。

　これでは安全圏に逃げるどころか、触手に握りつぶされるのは必至だ。

　刹せつ那な、さらなる触手が宙を走り、舳へ先さきに立つヴェロニカに襲いかかった。

「姉上ぇええええええええっ！」

　シルヴィアの絶叫が、尾を引いた。
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　──ざしゅっ！

　迫りくる触手を、大剣クレイモアでぶった斬ぎる。

　自身の親衛隊が完全に沈黙した今、ヴェロニカは自ら剣を振るうことで、トリスタンに対抗していた。

　甲板には、シェブロン王室お抱えの兵士たちも現れたが、あふれんばかりの触手には歯が立たず、次々と倒れていく。彼らとて、王国が誇る精鋭のはずなのだが……。

　しかし、ヴェロニカは別格だった。

　そのクレイモアが一いつ閃せんするたび、五本の触手が宙を舞う。グロテスクな断面からは、粘りけのある体液があふれでる。先端を失った触手は、ぶざまにのたうち回るのみ。

「さすがは〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉といったところか。だが、いつまで戦えるかな？」

　魔人オスカーは嬉き々きとして、ヴェロニカの戦いぶりを眺めている。

「はあっ！」

　ヴェロニカは裂れつ帛ぱくの気合とともに、両足首に絡みついた五本の触手を斬きり裂いた。

「なかなか、やるではないか。竜騎士ドラグナーでもないのに、大したものだ。腰抜けの親衛隊員より、よほど強いのではないか？」

「……貴様。もう一度いってみろ」

　それは、奈な落らくの底から響くような、暗い声音だった。

　魔人オスカーは意外に思った。

「おや、初めて僕と喋しやべってくれたね？」

「わたしの可愛かわいい部下を愚ぐ弄ろうした罪、許さんぞ！」

「ははっ、どう許さないというんだい？」

　おどけながらも、魔人オスカーは奇妙な感覚を覚えている。

　周囲の空気が色彩を変えたような、不可思議な感覚である。

　そよ風までもが、鋭い刃と化したような気がした。

　たかが人間に、これほどの闘気オーラをまとえるはずがない……と、魔人オスカーは自分にいい聞かせる。

　だが、大剣クレイモアを構え、魔人オスカーを睥へい睨げいするヴェロニカは、刻一刻とオーラを高めていく──。
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「ヴェロニカ王女は一体……なにをするつもりなんだ？　いくらあの人でも、オスカーとトリスタンに敵かなうはずがないぞ!?」

「そんなことより、あんたは怪け我がの心配をしなさいよ！　肋ろつ骨こつが折れてるんでしょ？」

　エーコの言葉に、アッシュは強がりで応じた。

「なんとか大丈夫だ。じっとしてたら、だいぶん回復したから」

「そんなわけないでしょうが！」

「うぐっ！」

　エーコが人さし指で脇わき腹ばらを突っついたので、アッシュは飛びあがりそうになった。

「いててててっ！　待て待て！　それはシャレにならん！」

「だったら、早く医務室へ──」

「受けてみよ、竜をも殺す我が剣つるぎ──」

　エーコの言葉を遮さえぎったのは、ヴェロニカの大だい音おん声じようだった。

　ヴェロニカの全身からは、もはや人外としか思えないほどの闘気があふれている。遠目でもはっきりと認識できるほどだ。「鬼気迫る」とは、まさにこのことだろう。

　その迫力に気け圧おされながらも、アッシュは強烈な違和感を覚えた。

「おいおい、竜を殺すって……騎士国のお姫様が、それをいっていいのか!?　いくらなんでも、はったりを利かせすぎのような……」

　全身を貫く痛みに耐えながらも、アッシュは疑問を抱いた。

　このロートレアモン騎士国において、竜殺しは大罪と見なされているのだ。

「まったく、竜族に対する冒ぼう瀆とくよ！」

　エーコも竜族の代表として、ぷりぷりと怒っている。

「──いいえ、はったりでも冒瀆でもありませんわ。ヴェロニカ様の剣技は過去、本当にドラゴンを殺したことがあるのです」

　なんの気配もしなかったのに、背後から女性の声が聞こえたので、アッシュは再び飛びあがりそうになった。

　振りかえると、見慣れたメイド服姿──なんとコゼットである。

　いつからそこに立っていたのか、アッシュは全然気づかなかった。

　刹せつ那な、ヴェロニカはトリスタンの頭上まで跳躍していた。

　金糸のような髪がなびき、マントの裾すそが風をはらむ。

　その身をまとう、鎧よろいの重さすら感じさせずに、ヴェロニカは宙を舞っていた。

　その勇姿、まさしく〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉──。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　壮絶な連撃が、次々と炸さく裂れつする。

　ヴェロニカ自身が、一振りの大剣クレイモアと化したようだった。

　まさに疾風迅雷。

　アッシュの目には、ヴェロニカが一瞬の間に何度剣を振るったのかさえ、認識できなかった。

　ヴェロニカが甲板に着地すると同時に、異変が起きた。

　魔ま導どう艦かんを阻む触手群が、たった今、自身が斬きられたことを思いだしたかのように、次々と破断されたのだ。

　触手の断片が、雨のごとく魔導艦に降り注ぎ、ドロリとした体液をぶちまける。

　さらには、トリスタンの前肢にひとすじの裂傷が生じたかと思うと、鮮血が漆黒の体毛を染めた。

「ぐおおおおおおおっ……！」

　黒き姿に変へん貌ぼうを遂げて以来、トリスタンが初めて苦く悶もんの声を聞かせる。墜落しないところを見ると、それほど深手ではないようだが、大きな戦果といえた。

「バカな！　たかが人間の分際で、トリスタンに傷を負わせただと……!?」

　魔人オスカーが驚いたときにはもう、鳥とり籠かごの出口を見いだした小鳥さながら、クラウ・ソラスはぐんぐんと高度を上げている。

　その現実離れした光景を見あげつつ、コゼットが残念そうにつぶやいた。

「……惜しかったですわ。紙一重の差で、トリスタンを仕し留とめ損ねましたね」

「おい、コゼット！　あの技はなんだ!?　お前は先ほど、姉上の剣技がドラゴンを殺したことがあるといったぞ？　さすがに聞き捨てならん！」

　シルヴィアの厳しい問いかけに、コゼットは真顔で答えた。

「はい。これは騎士王家においても、知っている者はごく一部なのですが……冥竜王モルドレッドを殺害したのは、厳密にはジュリアス様ではなく、ヴェロニカ様だったのです」

「なっ……！」

　予想外の言葉に、シルヴィアはぽかんと呆ほうけてしまう。

「でも竜殺しの呪のろいを受けたのは、ジュリアス王子だったはずでは？」

　アッシュが冷静に訊たずねると、コゼットは語りはじめた。

「最初は、ジュリアス様が単独で戦われていました。ですが、戦闘中に片腕を食い千切られてしまい、窮地に追いこまれたのです。そこに居合わせたのが、ヴェロニカ様でした。あの方は、先ほどの必殺技を使い、モルドレッドにとどめを刺したのです。竜殺しの呪いは、ヴェロニカ様が背負うはずでしたが……ジュリアス王子が自らの意思で、身代わりとなったのです。わたくしも、人づてに聞いただけなのですが……」

「そんなことが……本当に……？」

　シルヴィアは、いまだに半信半疑の様子である。

　コゼットが解説している間にも、魔ま導どう艦かんクラウ・ソラスは体勢を立てなおし、トリスタンから遠ざかりつつあった。

「ヴェロニカぁああっ！　僕のトリスタンを傷つけた罪、断じて許さんぞ！」

　──ばしゅっ！

　オスカーの憤ふん怒ぬに呼応して、トリスタンの身体から新たな触手が生える。逃げまどうクラウ・ソラスの甲板に向けて、弾丸にも匹敵する速度で、一直線に伸びた。

「姉上っ！」

　シルヴィアが息を吞のんだときにはもう、触手はヴェロニカの右腕に巻きついていた。

　続けざま、新たな触手が胴体に巻きつく。一気に引きよせられる。重々しい鉄靴が、ついに甲板を離れる。

　一瞬にして、ヴェロニカの身柄はトリスタンの鼻先に移動していた。

　さらに念を入れるように、三本目、四本目の触手がヴェロニカを襲う。

「こうなると、〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉も形無しだな！」

　触手に囚とらわれたヴェロニカを見下ろして、魔人オスカーは勝ち誇るように嗤わらった。

「徹底的に嬲なぶったあと、トリスタンの餌えさにしてくれるわ！」
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「ちっ。わたしとしたことが、しくじったか……」

　ヴェロニカは自じ嘲ちよう気味につぶやいた。

　まるで、強制的に空中遊泳をさせられているような気分だった。

　不幸中の幸いは、魔人オスカーの興味が、クラウ・ソラスから逸それたことだろう。艦影は猛スピードで遠ざかっていく。

「最高の生いき餌えだぞ、トリスタン！　思いのままにしゃぶり尽くすがいい！」

　頭上から、魔人オスカーが叫ぶ。

「ぐぉおおおおおおお……！」

　興奮のあまり、トリスタンは雄お叫たけびをあげた。

「ふん……人生とは、かくも呆あつ気けないものか。もっとも、あの技でモルドレッドを殺害したときに、こうなる運命は定められたのかもしれんな……うっ！」

　淡々と運命を受けいれていたヴェロニカの表情が、急に歪ゆがんだ。

　生温かい触手が、うなじに触れたのだ。

　おぞましい感触に、さすがのヴェロニカも戦せん慄りつした。

「な、なんだ！　このヌメッとした感触は……!?」

　生理的な嫌悪感が湧わきおこる。

　過去、猛獣から珍獣、さらには正体不明の巨大生物まで狩った経験のあるヴェロニカだが、その感触は未知のものだった。

「くくっ。その冷徹な仮面がいつまで保つのか、楽しみだよ！」

　魔人オスカーは、愉悦をあらわにしている。

　──ばきっ！

　金属パーツを無理やり破壊するような音とともに、処女おとめの肉体を堅固に守っていた鎧よろいの内側に、次々と触手が潜りこむ。

「やっ、やめろ……！」

　素肌を触手が這はいずり回る感覚に、ヴェロニカは本能的な危機感を覚える。

　次第に、肌がベトベトとした粘液に覆われていく。

　──がきぃいいいんっ！

　ついには金属製の留とめ具が破壊され、肩や胸部を覆っていた装甲が弾はじけ飛んだ。鎧ですら破壊されたのだ。下着の類は、瞬時に引き裂かれた。

　豊満な乳房があらわとなる。触手に翻ほん弄ろうされるたび、激しく揺れた。

「はぁ、はぁ……な、なんとおぞましい……」

「どうした、ヴェロニカ？　息も絶え絶えじゃないか。とても〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉とは思えない、無ぶ様ざまな姿だな！」

　オスカーが言葉で責めたてる。

「ぶっ、無礼な……そ、それ以上はやめっ…………あんっ！」

　ついに、ヴェロニカは喘あえいだ。

「はははっ！　意外と可愛かわいい声で鳴くではないか！」

　魔人オスカーは、どこまでも陰湿だった。
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「姉上を助けるぞ、ランスロット！」

　シルヴィアは手た綱づなが千切れんばかりに、拳こぶしを握りしめた。

　ランスロットは負傷しているが、なんとか飛ぶことはできそうだ。

　決勝戦のさなか、アッシュが身を挺ていしてかばってくれたおかげだった。

「──いけませんわ、姫様」

　と、突然、グレンを介抱していたコゼットが、ランスロットの前方に立ちふさがる。

「なんのつもりだ、コゼット？」

「失礼ながら、申し上げます。今の姫様が、オスカー様に敵かなうとは思えません」

「そんなことは百も承知だ！　それでも姉上を見捨てるわけにはいかん！」

「それで姫様が無駄死にされたら、ヴェロニカ様はどうお思いになるでしょう？」

「そ、それは……」

　一度は言葉を詰まらせたものの、シルヴィアは再び口を開く。

「だが、お前はこのまま、姉上が嬲なぶり殺しにされるのを見物していろというのか？」

　コゼットは無言のまま、なにも答えない。シルヴィアは業を煮やした。

「そもそも、いくらお前でも、人の身で竜の行く手を阻めるわけがないだろう！　飛べ、ランスロット！」

　ついにコゼットを無視し、手綱をさばこうとしたシルヴィアだったが──。

「……………………」

　ランスロットは応じない。ただ、石のようにじっとしている。

「うそだろ？　ランスロットが姫様の命令を無視するなんて……」

　アッシュは啞あ然ぜんとして、つぶやいた。

　よく見ると、ランスロットの視線はコゼットに固定されている。

「くぅん……」

　まるで子犬のように鳴くと、ランスロットは一歩、後退した。

「まさか！　コゼットさんに怯おびえているのか……？」

　信じがたい気持ちで、アッシュはコゼットとランスロットを交互に眺めた。

　そして、ようやく気づいた。

　コゼットの身体からは、とてつもない闘気が放出されているのだ──！

　今ではもう、コゼットが蛇へびなら、ランスロットは蛙かえるだろう。

　まさしくコゼットの眼光に射ぬかれて、ランスロットは身動きを封じられている。

「顔は笑ってるけど、あんなに怖いコゼットを見るのは初めてだわ……」

　エーコも動物的な本能で察知したのだろうか。ぷるぷると肩を震わせている。

「くっ！　本気なんだな、コゼット……？」

「姫様とランスロットを、むざむざと死なせるわけには参りませんから。たかがメイドひとりを退けられないような姫様に、ヴェロニカ様は救えません」

　コゼットが冷静に応じた直後、

「──ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん！」

　壮絶な咆ほう哮こうが響きわたった。

　今なおアリーナ上空を浮遊している、トリスタンだった。

　シルヴィアとコゼットが対たい峙じしている間にも、その肉体には新たな変化が起こっていた。

　ヴェロニカを絡めとったまま、触手の群体がトリスタンの胸部に収納されたのだ。

　今やヴェロニカは、磔たつ刑けいに処された聖人さながら、両腕を左右に広げた姿勢で固定されている。

　既に意識を失っているのか、身動きひとつしていない。

　それはまるで、トリスタンの胸部からヴェロニカの上半身が生えているかのような、異様な光景だった。

「ははっ！　お前のような女を、ひと思いには殺さんよ。このまま、じわじわと精気を搾しぼりとってくれるわ！」

　魔人オスカーが意気揚々と宣言する。おかげで、ヴェロニカがまだ生きていることはわかったが──その命は、もはや風前の灯ともし火びといえた。
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　時計塔では、セレスが拳こぶしを震わせていた。

「あの愚か者が！　標的はヴェロニカではなく、クラウ・ソラスに乗りこんだザカライアスⅢ世だ！　さっさと殺やってこい！」

　トリスタンの額に埋めこんだ冥星石プルートウに向けて、セレスは呼びかける。

　だが、トリスタンは応じない。

　そうこうしている間にも、ザカライアスⅢ世を乗せた魔ま導どう艦かんは豆粒と化している。

　そもそも、セレスが魔ま眼がんの力で使役するつもりだったのは、あくまでもトリスタンだけだ。冥星石プルートウを埋めこまれたトリスタンは、セレスの手足となって動き、ザカライアスⅢ世を殺すはずだった。

　ところが、そこで予期せぬ事態が起こった。冥星石プルートウの作用がオスカーにまで及び、魔人化させてしまったのだ。

　魔人と化したオスカーの挙動は、セレスにも読みづらかった。

「あいつめ！　どこまでも人を食った奴やつだ！」

「──計算が狂ったわね」

　セレスの背後から、ミラベルが声をかけてきた。

　ユニスが用意した簡易椅い子すに腰かけて、悠然と紅茶を飲んでいる。文字通り、高みの見物というわけだった。セレスの邪魔こそしないが、煩わしい存在には違いない。

「うるさいぞ！」

「あら、あなたにいったんじゃないわ。わたくしは、そちらの殿との方がたに声をかけたのよ」

「なんだとっ!?」

　魔眼を発動させるあまり、セレスは背後の気配に気づけなかった自分を恥じた。素早く視線を巡らせる。

「……なっ！」

　背後に立っていた人物の顔を見るなり、セレスはその場でひざまずいた。

「なかなか苦戦しているようだね、セレスティーナ」

　苦笑交じりにたたずんでいるのは、セレスの雇い主──ユリエル第三王子だった。

「面白そうな見せ物ね」

　ユリエルの脇わきには、カサンドラ王女の妖よう艶えんな姿もあった。

「まったく、紅茶がまずくなるわ……」

　カサンドラを視界に収めた途端、ミラベルが露ろ骨こつに眉まゆをひそめる。どうやら姉妹仲は悪いらしい。

「ユリエル殿でん下か！　ど、どうして、このような場所に……!?」

　セレスがかしこまっていると、ユリエルは苦笑した。

「私は、まっすぐ宿に戻るつもりだったんだけどね。カサンドラが、せっかくだから特等席で見物したいといいだしたのさ」

　ユリエルは泰たい然ぜん自じ若じやくとしている。

　その昔、ユリエルはなにくわぬ顔で、まだ幼女だったセレスをザカライアスⅢ世に献上した。

　表向きは、父王に対する忠誠の証あかしとして──。

　シェブロン王はセレスの魔ま眼がんを珍しがり、ラフォン家で教育を受けさせた。

　そして、セレスをオスカーの監視係に任命することを思いついた。

　だが、シェブロン王のそんな気紛れでさえ、ユリエルの思惑通りだったのだ。

　そう……目の前で起こっている惨劇はすべて、大昔からユリエルが描いていたシナリオに沿っている。

　セレスはオスカーに仕えるメイドとなった。そして、オスカーに魔眼の秘密を打ちあけた。ユリエルが予想した通り、オスカーは騎き竜りゆう学がく院いんに入学して間もなく、トリスタンに冥星石プルートウを埋めこむよう頼んできた。

　王位継承権が最下位であるオスカーは、他ほかの誰だれよりも力を欲していたから。

　セレスはその要求を吞のみ、トリスタンに冥星石プルートウを与えた。

　その結果、トリスタンは異常な急成長を見せ、聖竜マエストロ化も果たした。

　そして、今日という日が訪れた──。





　　　　◇






「ええい、もう我慢できん！」

　ついにシルヴィアは、ランスロットの背から飛びおりた。

　ランスロットがコゼットに怯おびえて動けない以上、シルヴィア自身がコゼットに立ちむかい、納得させるしかないのだった。

　だが、大地に足をつけた途端、シルヴィアはぞくりとした。

　──ごごごごご……！

　コゼットを中心に、一歩でも近づいたら皮膚を斬きり裂かれてしまいそうな、異様な場が生じている。

「くっ！　怒った姉上も恐ろしかったが、それ以上の気迫だ……」

　ただ対たい峙じしているだけで、気が遠くなってしまいそうだった。もしコゼットに翼があれば、魔人オスカーなど呆あつ気けなく倒してしまうのではないか……そんな考えすら浮かんだ。

　シルヴィアの恐怖感を煽あおるように、コゼットが警告を発する。

「無駄ですわ、姫様。それ以上進めば、わたくしの闘気に当てられて、瞬時に意識を失うでしょう」

　脅しでないのは明白だった。

　あまりにも分厚い壁が、シルヴィアとコゼットを隔てている。

　それは目に見えない、闘気で練りあげられた壁だ。

「落ちついてください、姫様。今の状況は、既にフォンティーン城にも届いているはずです。ロートレアモン聖竜騎士団の出動を待つのが、無難だと思いますわ」

「ふざけるな！　彼らの到着を待っている間に、姉上が殺されてしまう！　大体、彼らがアンサリヴァンの危機を救ったことが、一度でもあったか!?　いつもいつも、事件を解決してきたのはアッシュとエーコではないか！」

　シルヴィアは腹をくくると、前に進んだ。

「……！」

　刹せつ那な、電撃に打たれたように、全身に衝撃が走る。

　あわや気を失いそうになったが、なんとか堪えた。さらに一歩、前に進む。

「ぐはっ！」

　直後、シルヴィアは文字通り血を吐いた。

　身体がふらりとよろめく。

　もう駄目だ……と思った瞬間、誰だれかに背中を支えられた。

「しっかりしろ、姫様！」

「アッシュ……!?」

　シルヴィアはかろうじて、意識をつなぎとめた。

　信じがたい気持ちで、アッシュの顔を見つめる。

　アッシュは満まん身しん創そう痍いだ。












　まだ額から血を流しているし、ただ立っているだけでも苦しいはずだ。

　ましてや、この領域はコゼットの闘気に満たされている。

「おっ、愚か者！　自分の身体のことを考えろ！　今のお前に、コゼットの闘気は苛か酷こくすぎる……！」

「だからって、姫様を放ほうってはおけないだろ！　それに俺おれだって、ヴェロニカ王女を見捨てるつもりはないぞ！」

　アッシュが真剣な眼まな差ざしで、シルヴィアの顔を見つめてくる。

「アッシュ……！」

　シルヴィアはドキリと鼓動を高鳴らせた。

　自分でも不思議なくらい、力が湧わいてくるのを感じる。

　──好きな人がこうして支えてくれるだけで、こんなにも心強いとは……！

「ありがとう、アッシュ。このまま、一緒に……同じ道を歩んでくれるか？」

「ああ、もちろんだ」

　そのとき、背後から「ごごごごご……！」と、すさまじい怒気が伝わってきた。

　もちろんエーコに決まっている。

　──すまない、エーコ。だが今だけは、アッシュと一緒に歩むことを許してほしい。

　心の中でエーコに詫わびると、シルヴィアはアッシュに支えられながら、歩を進める。

「アッシュ様。わたくしの見たてでは、あなたは全治三ヵ月の重傷です。それ以上、こちらに近づけば……命の保障はありません」

　いつになく、コゼットの声が冷徹に響く。

　オスカーよりも、今のコゼットのほうがよほど魔人らしいと思えた。

　それでも臆おくすることなく、アッシュは堂々と答えた。

「信念を曲げて逃げるくらいなら、ここで死にますよ」

「アッシュ……！」

　あふれそうになった涙を、シルヴィアは辛うじてこらえた。

　アッシュの言葉を胸に刻みつつ、さらに前へ──。

　コゼットとの距離が縮まるにつれて、闘気の質もいよいよ密度を増す。

「うぐっ！　なんだ、この感覚は……！」

　今度はまるで、重力に押しつぶされそうな感覚に襲われた。

　自分の体重が何倍にもなったような気がする。

「がはっ！」

　たまらず、アッシュは吐血する。重傷のアッシュでは、やはりこの闘気には耐えらないのだ。アッシュの身体が、シルヴィアに倒れかかってくる。

　今度は、シルヴィアがアッシュの身体を支える番だった。

「大丈夫か、アッシュ！　アッシュ！」

　シルヴィアの顔から、血の気が引いていく。

　コゼットが警告した通り、このままでは命に関かかわる……！

「──アッシュ！」

　その瞬間、アッシュの身体が急に軽くなった。

「ったく、見てらんないわよ！」

　意外にも、飛びこんできたのはエーコだった。

　今にも膝ひざが砕けそうになっていたアッシュを、しっかりと支えているのだ。

「エーコ、お前……！」

　シルヴィアは涙ぐんだ目で、エーコを見つめた。さすがは竜族だけあって、華きや奢しやで小柄な見た目とは裏腹に、なんとかコゼットの闘気に耐えている。

「はぁ……。きっとアッシュのバカが感う染つったんだわ！」

　エーコはそっぽを向いた。それでも、シルヴィアは嬉うれしかった。

　そのとき、アッシュがうめくようにつぶやいた。

「ありがとな、エーコ……」

「ふん。怪け我がが治ったら、三回は踏みつぶすわよ！」

「はは、治った途端に病院送りか……」

　苦笑しつつ、アッシュはシルヴィアに視線を巡らせた。

「さあ行こう、姫様」

「ああ、もちろんだ！」

　シルヴィアは力強くうなずいた。もはや立ち止まる理由はない。

　そんなシルヴィアを、アッシュが支える。

　今にも力尽きそうなアッシュを、さらにエーコが支える。

　三人はしっかりと連なって、コゼットに立ちむかう。

　たとえくじけそうになっても、今なら耐えることができる。

「行くぞ、コゼット！」

　シルヴィアが凜りんとして宣言したそのとき、

「──合格ですわ、姫様」

　コゼットはふんわり微笑ほほえむと、闘気オーラで構築された障壁を解除した。

　途端、すさまじい負荷にさらされていた肉体は解放された。

　たまらず、アッシュとエーコは地べたに座りこむ。

「どういうことだ、コゼット……？」

　シルヴィア自身も、できれば座りこんでしまいたいところだったが、堪えた。

　今はコゼットの真意を問いたださねばならない。

　シルヴィアの問いには答えず、コゼットはランスロットに視線を向けた。

「──時は至りました。姫様は見事、わたくしの科した試練を乗りこえ、騎士王家の姫にふさわしい気骨を示されました。頼もしい仲間にも恵まれました」

　まるで神官のようにすました顔をして、コゼットは厳おごそかに言葉を続ける。

「さあ、ランスロット。かねてから用意していたものを、姫様に献呈するのです」

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん！」

　突如、ランスロットが歓喜に満ちた雄お叫たけびをあげた。

　わけがわからず、シルヴィアがランスロットを振りかえろうとした矢先──。

「なっ、なんだ……!?」

　急に視界が真まっ白しろに染まった。

　自分の身になにが起こったのかわからず、不安を覚えたのも束つかの間ま、シルヴィアはランスロットと相対していた。

　白光に満ちた不思議な空間に、シルヴィアとランスロットだけが存在している。ランスロットの精せい悍かんな顔つきが、いつになく優しく見えるのは、気のせいだろうか……？

　ランスロットは恭しく前肢をつくと、天を衝つくように、勇ましく鳴いた。

　その刹せつ那な、シルヴィアの全身を温かな光輝が包みこむ。

「これは……！」

　シルヴィアが着用していた騎竜服ドラグスーツが、ふっ……と消失する。

　そして──。

　胸当、背当、腰当、尻当、草摺、冠板、肩当、上膊当、肘当、前膊当、手甲、股当、膝当、脛当、鉄靴、拍車……流麗な造形の装甲が次々と生じては、シルヴィアの身体に装着されていく。

　さらには、左右の肩当からマントの生き地じが生じ、ばさりと風を孕はらむ。

　最後に顕現したのは、絢けん爛らんたる竜りゆう綺き華か晶しようをちりばめた宝冠テイアラだった。

　まさしく、王女たるシルヴィアのためにデザインされた装具といえた。

　この瞬間、シルヴィアは竜騎士ドラグナーを超える騎士──聖天竜騎士アーク・ドラグナーとなった。




「姫様！　なんて綺き麗れいなんだ……！」

　アッシュは怪け我がの痛みも忘れて、凛りん然ぜんと輝きわたる姫騎士の姿に魅入った。青と銀に彩られた鎧よろいは、まさしく〈蒼氷の姫君アイスブルー・プリンセス〉の二つ名にふさわしい。

「……聖騎甲アークのクオリティだけは、認めてあげるわ」

　エーコも強がってはいるが、視線を外すことはできないでいる。同じ竜族の作品を目の当たりにして、刺激を受けているのだろう。

「そ、そんなに見るな……恥ずかしい」

　アッシュの視線を意識した途端、シルヴィアはもじもじとして、顔を赤らめた。

　見た目は別人のように見違えたが、そんな態度はシルヴィアらしくて、アッシュはなんだかホッとした。

　シルヴィアは気を取りなおすと、鋭い目をした。

「おい、コゼット！　お前には訊ききたいことが山ほどあるが、今はオスカーを倒し、姉上を助けるのが先決だ！　行くぞ、ランスロット！　今の私たちなら、誰だれにも負ける気がしない！」

　ランスロットは勇壮な雄お叫たけびをあげると、シルヴィアを鞍くらに乗せた。

　シルヴィアは手た綱づなを握るや、ランスロットを離陸させる。

「それにしても、コゼットさん？　ランスロットが聖騎甲アークを完成させていたこと、知っていたんですか？」

　アッシュは不思議な気分で、コゼットを眺めた。

　コゼットは口もとに手をあてて、「うふふ」と笑った。

「ランスロットとは、飲み仲間ですから」

「はい!?」

　アッシュは思わず、転びそうになった。肋ろつ骨こつがズキズキと痛んでしまう。

「いや、あり得ないでしょう！　大体、ランスロットはなにを飲むんですか!?」

「もちろん、アンサル酒ですわ」

「そ、それは餌え付づけというのでは……？」

　わりと最近、オスカーがエーコにアンサル・ティーを与えたエピソードを、アッシュは思いだした。

「ぐるるるる……」

　そのとき、グレンの相パ棒ルを務めるフェルグスが、四肢の筋肉を震わせながらも、なんとか身体を起こした。

　フェルグスは、飼い主のグレンが気を失っているのを確認するなり、アッシュに鋭い視線を飛ばしてきた。

「まさか、俺おれに乗れといっているのか!?」

　フェルグスはゆっくりとうなずいた。

　本来、主人以外の騎手に背中を許さないのが、竜族の不文律だ。にもかかわらず、フェルグスはアッシュを一目見て、背中を許す気になった。いくらアッシュが〝どんなドラゴンでも乗りこなせる男〟だとしても、これは異例の事態だろう。

　途端、エーコが牙きばを剝むいた。

「あんたねぇ！　アッシュは大おお怪け我がしてるのよ！　戦えるはずがないでしょ！」

　と、憤慨するエーコをよそに、コゼットがにこやかに告げた。

「アッシュ様。一応、応急処置だけはしておきましたわ」

　ふと気がつけば、手足や腹部の傷口に、しっかりと包帯が巻かれている。処置の速さと適切さに、アッシュは舌を巻いた。まだ痛みはあるものの、血は止まっている。

「フェルグスはおそらく、ヴェロニカ様の安否を気遣っているのでしょう。グレン様が忠誠を誓うヴェロニカ様は、フェルグスにとっても主人に等しい存在ですから。オスカー様の相手は姫様に、グレン様の介抱はわたくしに任せて、アッシュ様はヴェロニカ様の救出に専念してください」

　コゼットの言葉に、アッシュは力強くうなずいた。

「よし、行くぞフェルグス！」

　アッシュはフェルグスの頭部に華麗に跳び乗る──ことはできず、なんとか首をよじ登って、頭部にたどりついた。それだけでも、傷口が物騒な痛みをもたらす。コゼットが応急処置をしてくれなければ、血が噴きでていたかもしれない。

「ああもう！　仕方ないわね！」

　エーコも渋々ながら、フェルグスに同乗する。そして、アッシュに肩を貸す。

　アッシュはありがたく、エーコの肩に手を伸ばした。

　フェルグスが雄お叫たけびとともに、飛ひ翔しようする。

「無む茶ちやだけはするなよ、姫様……！」

　ランスロットが描く白銀の航跡をたどりつつ、アッシュはつぶやく。

「無茶なのはあんたよ！」

　そんなアッシュに、エーコは憤然として文句を飛ばしてきたが、アッシュの上体を支える手を離そうとはしなかった。

「それにしても……トリスタンの額に埋めこまれた黒水晶、あれはなんだ？　どうやらすべての元凶らしいけど……」

『──その問いには、わたしが答えてあげる』

　そのとき、アッシュの脳裏でナヴィーの声が響いた。





"The Ark for Silvia～A.S.B.1365.10～" is closed.








第七話　聖星石ウラノスと冥星石プルートゥ









「其そは、ひとつの大陸をも灰かい燼じんに帰す絶対兵器。それ故に、我は愛すべき民を護まもるためにのみ、この絶大なる力を振るうことを誓う。誓約者は騎士王家の第四王女、シルヴィア・ロートレアモン！　顕現せよ、諸悪を滅する力よ！　偉大なる聖竜マエストロ、輝かしきランスロットが授けし聖騎銃──その銘はアロンダイト！」




　誓約の文言を唱え、シルヴィアは固有魔装を顕現させた。

　騎兵用の槍ランスと銃を組みあわせたような形状をしている。

　献呈を受けた聖騎甲アークと同じく、青と銀の意匠が美しい騎銃だった。

　シルヴィアは脳裏に固有魔装の情報を呼びだす。

　ランスロットが描いた設計図によれば、この騎銃に適合する弾丸は存在しない。

　では、なにを射出するのかといえば、竜りゆう綺き華か晶しようであった。

　結晶を装そう塡てんすれば、内部で純粋なエネルギーに変換し、射出できるのだ。さらには、竜綺華晶が帯びた属性に応じて、炎や水など、様々な属性攻撃が可能となる。

　弾倉に相当する部位には、既にランスロットが分ぶん泌ぴした竜綺華晶が装塡されていた。

「ふん。聖天竜騎士アーク・ドラグナーになれたからといって、いい気になるなよ！」

　魔人オスカーが大声を張りあげる。これだけの距離が離れていても、その声は朗々と響いた。その憎たらしい言葉には耳を貸さず、シルヴィアは両手で聖騎銃を構える。

「行くぞ、ランスロット！」

　魔人オスカーとの距離が百メートルに迫った時点で、引き金を引いた。

　銃声──いや、もはや砲声そのものといった轟ごう音おんが響きわたる。

「なっ、なんだこれはっ!?」

　すさまじい反動に襲われて、シルヴィアは背中を極限までのけ反らせた。あわや転落しそうになってしまうが、なんとか耐える。

　竜綺華晶は魔弾に変換され、トリスタンより数メートル先の空間を通過する。

　たったそれだけで、トリスタンの巨きよ軀くがぐらりと揺らいだ。弾丸の行路に、その巨体を吸い寄せられたのだ。

　シルヴィアが最初に使ったのは、風属性の竜綺華晶だった。

　もちろん威嚇射撃である。下手にトリスタンの急所を狙ねらうわけにはいかない。その胸部には、ヴェロニカの裸身が埋めこまれているのだ。

「バカな！　固有魔装の威力には、竜族が独自に制限を設けているはずだ！　あんな大量破壊兵器の保有を、ランスロットは許したというのか……？」

　魔人オスカーの顔から、笑みが消えた瞬間であった。

「見くびるな、オスカー。聖騎銃アロンダイトは、決して大量破壊兵器などではない」

「では、なんだというのだ!?」

「これは──民を護まもる力だ！」

　シルヴィアは凜りんとして宣言する。

　かくして、熾し烈れつな空中戦が始まった。
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　アッシュは聖竜マエストロフェルグスを駆りつつ、シルヴィアと魔人オスカーの空中戦を見守っている。

　ランスロットをロックしては、矢弾の雨を降らす魔人。

　その一発一発を、的確に落としていくシルヴィア。聖騎銃アロンダイトも、聖剣エクスカリバーと同じく、魔ま弓きゆうフェイルノートが定めた運命に対抗する力を持っている。

　一方、フェルグスは手負いで、飛行するだけでも精一杯といった状態である。積極的にシルヴィアに加勢することはできないし、シルヴィアもそれを望んではいないだろう。

　アッシュの役目は、いざというときにヴェロニカを保護し、戦線離脱することだ。

　戦況を見守りつつ、アッシュとエーコはナヴィーの言葉に耳を傾けている。

『トリスタンの額に埋めこまれた黒水晶は、冥星石プルートウ──ネハレンニア冥竜王家の遺産よ』

　脳裏にナヴィーの念話が響く。

「ネハレンニアだって!?　まさか、モルドレッドの仕し業わざ──うぐっ！」

　驚いた拍子に、折れた肋ろつ骨こつが軋きしんで、鈍い痛みを発する。

『いえ。隔世遺伝で現代に甦よみがえった冥星石プルートウに目をつけた、何者かの仕業ね』

「隔世遺伝だって？　冥星石プルートウってのは石なんだろ？　そんな生き物みたいに……」

「冥星石プルートウは闇やみ属性の魔石。〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉と呼ばれる特殊な一族の肉体に寄生しているの。そういう点では、生物的といえるわね」

「マジかよ……」

「トリスタンに石を与え、この事態を引き起こしたのは、〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉の末まつ裔えい──あのセレスというメイドよ。今回の件に、モルドレッドは関かかわっていないわ」

「そうか……」

　とりあえず、モルドレッドが再び仕掛けてきたわけではないと聞いて、アッシュは安あん堵どした。エーコもホッと安堵の溜ため息いきを漏らす。

　と同時に、セレスが〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉と呼ばれる一族の末裔だったと聞いて、事件の全ぜん貌ぼうが一本の線としてつながった。

「とにかく、すべての元凶は、その冥星石プルートウとやらなんだな？　だったら、あれを破壊すれば──」

『駄目よ。セレスがトリスタンに与えた冥星石プルートウは、既に脳と直結しているの。下手に砕けば、トリスタンも確実に……死ぬことになる』

「くっ！　じゃあ、トリスタンを救うには、どうすればいい？」

　しばらく沈黙したあと、ナヴィーは改めて念話を送ってきた。

『オスカーとトリスタンが冥星石プルートウの呪のろいを克服して、なおかつ冥星石プルートウを自分の支配下に置くしかないわね。もっとも、今はオスカーの精神も冥星石プルートウに囚とらわれているから、そう簡単にはいかないけど……』

「囚われているって、どういうことだ？」

『魔人オスカーはね、オスカーが抱える負の想念が、一時的に人格化したものなの。本当のオスカーは、暗い闇やみの底で、目と耳をふさいでうずくまっている……』

「じゃあ、オスカーの精神に接触して、説得すれば……どうにかならないか？　でも、どうやって接触すれば……？」

『あなたの幽体を飛ばして、オスカーに接触させることは可能よ。オスカーが囚われている場所なら、遣けん竜りゆう工こう房ぼうを経由すれば転移できるしね。もっとも、それ以降はあなた次第だけど』

　迷いはなかった。それだけ聞けば、アッシュにとっては充分すぎた。

「よし、始めてくれ」

『即決なのね。生きて帰ってこられるかも、わからないのに──』

「あんたねえ！　そんな大変なことを、あっさり決めてるんじゃないわよ！」

　やや呆れた口調のナヴィーを遮さえぎって、エーコが怒声を張りあげる。

「俺おれなら大丈夫だ。それに、いっそ幽体になってしまったほうが、今は楽だと思う」

　満まん身しん創そう痍いの身体は、今も悲鳴をあげている。こうしてなにげなく喋しやべっている間にも、常にどこかが痛みを発しているのだ。

「はぁ……わかったわよ。でも約束して。絶対に帰ってくるって」

「ああ、約束する」

　アッシュは痛む腕をなんとか持ちあげると、エーコの頭を撫なでた。

　そして、ナヴィーに向けて叫ぶ。

「転送してくれ！」
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「……この先に、オスカーがいるのか？」

　幽体となったアッシュは、まじまじと周囲を見つめた。

　不思議な空間だった。

　深い闇やみが、一本道のように延々と続いている。

　どことなく遣けん竜りゆう工こう房ぼうと同じ雰囲気は漂っているが、より閉鎖的な印象があった。

　アッシュの周囲では、様々な情景がふわふわと浮かんでは、消えていく。

　まるで、無数の風景画や肖像画が並んでいるかのようだ。

　それらがオスカーの記憶の断片であることに、やがてアッシュは気づいた。

　なぜなら、多くの情景にセレスの姿が入っているからだ。セレスとここまで親密な相手といえば、オスカーしか思いあたらない。

「そうか。ここはきっと……オスカーの心の中なんだ」

　記憶のイメージは、アッシュが奧へ奧へと進むたび、古くなっているようだ。たまたま覗きこんだ記憶の断片に写っているセレスは、十歳前後の少女だった。

　その頃ころには、騎き竜りゆう学がく院いんの風景は完全に途絶え、アッシュが見たこともない田園風景が大半だった。

　おそらく、オスカーを養子に迎えたブレイスフォード家の領地なのだろう。

　やがて──アッシュは突きあたりに到達した。

　闇の深しん淵えんにて、全裸の少女がうずくまっている。

　年齢的には、十二歳といったところだろうか。肩先まで伸ばした髪を、頭の後ろでひとつに束ねている。折り曲げた膝ひざの上に、顔を伏せていた。

　どんな顔をしているのかは見えないが、オスカーだと思われた。

「オスカー！　返事をしろ！　オスカーなんだろ!?」

　だが、アッシュが何度呼びかけても、オスカーは顔をあげてはくれない。

『──邪魔をするな』

　突然、セレスの声が割りこんできたので、アッシュは驚きよう愕がくした。

　声がしただけで、セレスの姿は見えない。

　考えてみれば、セレスは今まさに冥星石プルートウを操作しているのだ。

　きっと黒い魔石を通じて、自分の意思を伝えてきたのだろう。

『去れ、アッシュ・ブレイク。あたしがユリエル様に命じられたのは、トリスタンにザカライアスを暗殺させること、そしてオスカーを失脚させることだ。オスカーの命まで奪うつもりはない……』

「ふざけるな！　オスカーは、お前の大切な主人じゃないのかよ！」

『……ああ、そうだ！　だけど、あたしはユリエル様に逆らえない。あの御お方かたは、あたしに光を与えてくれた。この冥星石プルートウのせいで、母様以外の誰だれからも疎うとまれ、気味悪がられたあたしを、ユリエル様は拾ってくれたんだ……。それに、ユリエル様が援助してくれたおかげで、母様には人並みの暮らしが保障された。母様のことを考えたら、あたしはユリエル様に従うしかないんだ……』

「ふざけるな！　ユリエルはお前の母親を人質にして、お前を服従させているだけじゃないか！　そこに正義などあるものか！」

『そんなことは、とっくにわかっている。だけど……もう、どうしようもない……』

　それっきり、セレスの声は途絶えた。冥星石プルートウのほうに意識を集中させたのだろう。

「……うるさいな」

　そのとき、オスカーが初めて顔をあげると、物憂げにつぶやいた。

「僕はね……とても眠りたい気分なんだ。いっそのこと、未み来らい永えい劫ごう……」

　アッシュは衝撃を受けた。あのオスカーとも思えない、鬱うつ々うつとした態度だった。もしかしたら、前向きな部分はすべて、魔人オスカーに持っていかれたのかもしれない。

「バカ野郎……！」

　アッシュはカッとなった。

　現実世界では、今もシルヴィアが魔人オスカーと激戦を繰りひろげている。

　確かにシルヴィアは聖天竜騎士アーク・ドラグナーになったが、ランスロットは手負いだし、決勝戦ではかなり消耗したはずだ。

　騎士としての技量も、魔人オスカーが上だろう。

　冷静に考えれば、このまま戦いを長引かせるわけにはいかないのだ。

　この戦いに勝つためには、なんとしても、ここでオスカーを説得し、現実世界に引きもどさねばならなかった。

「ふざけるなよ！　傍若無人で、いつも人を食った態度をとって、無駄にさわやかで、そして一流の騎士──あのオスカー・ブレイスフォードはどこに行った？　レベッカさんと互角に戦ったほどのお前が、そんなことでどうするんだよ！」

　激情に任せ、アッシュは叱しつ咤たする。それでもオスカーは動かない。

「なんとかいってみろよ！　未来のシェブロン王は、お前じゃなかったのか!?」

「……っ！」

　オスカーの指が、ぴくりと反応を示した。

「立ちあがれ、未来のシェブロン王！　ユリエルからセレスを奪いかえせ！　冥星石プルートウの呪のろいなど、お前の力でねじ伏せてみせろ！　魔人オスカーなんて、お前の貪どん欲よくさで丸まる吞のみしてしまえ！」

　いつしか、オスカーはアッシュの顔を一心に見つめている。

「だけど……」

　まだオスカーはためらっている。

　アッシュはオスカーに近づくと、その幼い身体を無理やり抱きよせた。

「……っ！」

　オスカーは驚いて、声を詰まらせる。

「俺おれが仲間になる！　お前がちゃんと即位できるよう、俺が手伝う！」

　オスカーを抱きしめる腕に、力をこめる。

　アッシュもオスカーも、肉体を現実世界に置いてきた者同士だが、ちゃんと温ぬくもりは伝わってきた。

「ありがとう、アッシュ」

　その瞬間、オスカーの瞳ひとみに、あの強い輝きが甦よみがえった。

　と同時に、幼い容姿が見る見るうちに成長する。

　漆黒の黒髪が背中に達し、四肢はすらりと伸びる。

　胸もとの双丘が豊満に実る。

　ついに、オスカーは本来の自分を取りもどしたのだった。

「行ってくるよ、アッシュ」

　オスカーは微笑を浮かべると、光の粒子となって消えた。

　魔人オスカーに立ちむかうべく、旅立ったのだろう。

『──やったわね、アッシュ』

　そのとき、ナヴィーの声が頭上から降りそそいだ。

「ありがとう、ナヴィー。だけど、まだこれからだ。オスカーを説得はできたけど、魔人オスカーが一筋縄で倒せるとは思えない。俺はこれから、どうすればいい？」

『大丈夫。あれを使うのよ』
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　騎き竜りゆう学がく院いんが誇る闘技場アリーナは、既に壊滅したにも等しい状態だった。

　観客たちの避難は遅々として進まない。

　レベッカたちが誘導はしているが、いかんせん人数が多すぎる。

　まだ数百人が観客席の端に取りのこされ、右往左往していた。

　怪け我が人にんも続出し、そのせいでますます避難は遅れる。

　完全に、悪循環に陥っていた。

「くっ。姉上を人質にとられている以上、トリスタンに直撃させるわけにはいかない」

　八方ふさがりの気分で、シルヴィアはつぶやいた。

　地上百メートルの空中で、シルヴィアと魔人オスカーは対たい峙じしている。

　一方、瓦が礫れきの山と化した観客席の陰には、聖竜マエストロフェルグスが潜ひそんでいた。その頭部には、アッシュとエーコが騎乗している。

　もしオスカーが隙すきを見せれば、ヴェロニカの身柄を奪いかえすつもりなのだ。そうすれば、シルヴィアは心おきなく戦える。

　ただし、アッシュが倒れているように見えるのが、シルヴィアには気がかりだった。そのわりに、エーコが取り乱していないのも気になった。

「──そろそろ、終わりにしようじゃないか！」

　魔人オスカーの声で、シルヴィアは意識を引き戻された。

「見たところ、ランスロットはもう限界だな。いつ魔力を失い、墜落してもおかしくない状態だ」

　さすがによく見ている……と、シルヴィアは忌々しい気分に駆られる。

「それに、大事なことを思いだしたよ。僕はこれから、クラウ・ソラスを墜おとさなきゃ」

　まるで友人を食事にでも誘うような、なんでもない口調だった。

「本気でいっているのか！」

　シェブロン王をはじめ、魔ま導どう艦かんクラウ・ソラスには多数の王侯貴族が乗艦している。そんな艦を墜としたりしたら、世界情勢そのものが引っ繰りかえるだろう。

　それよりなにより、人の命をなんだと思っているのか……！

「ところで、さっきから観客席に潜ひそんでいるあいつだが、あれで隠れているつもりかい？なにを企たくらんでいるのかは知らないけど、そろそろ消えてもらおうか」

　素っ気なくつぶやくと、魔人オスカーは魔ま弓きゆうフェイルノートを構えた。

　装そう塡てんされた矢弾の向きは、瓦が礫れきの裏側──聖竜マエストロフェルグスをロックオンしている。

「しまった！」

　シルヴィアは観客席の一角に向け、急降下。

　同時に、魔人オスカーが矢弾を放つ！

「間に合ってくれ！」

　シルヴィアはランスロットを瓦礫の前方で急停止させると、すかさず聖騎銃を撃つ。

　魔弾が矢弾を吞のみこんで、「フェルグスを射貫く」という運命もろとも、完全に消失させる。

「くくっ、どこまで耐えきれるかな？」

　矢弾の雨あられを降らせる魔人オスカー。

　とりあえず、魔導艦クラウ・ソラスから意識を逸そらしてくれたのはありがたいが、その前にこちらの弾が尽きるだろう。ランスロットの魔力も切れつつあるので、追加の竜りゆう綺き華か晶しようを分ぶん泌ぴしてもらうわけにもいかない。

「おい、エーコ！　アッシュが倒れているようだが、なにがあった!?」

　矢弾を撃ちおとしつつ、シルヴィアは背後に向けて訊たずねた。

「アッシュは今、オスカーを説得しているわ……」

　魔人オスカーには聞こえないよう、エーコはひそひそ声で返してきた。

「……どういうことだ？」

　シルヴィアも声のトーンを落とす。

「あっ、あたしだって完全に理解してるわけじゃないのよ。お願いだから、アッシュを護まもって！」

「いわれなくとも、そうするに決まっている！」

　シルヴィアは自分を奮起させると、防御に専念した。

「──ぐああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　その瞬間、魔人オスカーが頭を抱え、急に苦しみはじめた。
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　オスカーが苦く悶もんの叫びをあげたのと、ほぼ同時に──。

「──ぷはあっ！」

　まるで水面から浮きあがってきたように、アッシュは覚かく醒せいした。

「もうっ！　心配したんだからね！」

　エーコは嬉うれし涙なみだをこぼしつつ、アッシュの身体を抱きしめた。

「いててててっ！」

　途端、激痛に顔をゆがめるアッシュ。

「ごっ、ごめん……なさい」

　エーコはハッとして、腕の力をゆるめた。

「目覚めたのか、アッシュ！　オスカーの身になにが起こったのだ!?」

　シルヴィアが瓦が礫れきのむこうから声をかけてくる。

「オスカーが、冥星石プルートウの呪のろいに対抗しているんだ──がはっ！」

　アッシュは起きあがろうとしたが、またしても血を吐いた。

「ちょっと！　大丈夫なの!?」

　エーコは血の気が引く思いで、アッシュの顔を覗きこんだ。

　ハンカチを使って、アッシュの唇から顎あごにかけてを拭ぬぐう。白い布地は、一瞬にして赤く染まった。

「頼む、エーコ。こいつを……姫様に渡してくれ」

　もはや起きあがることは諦あきらめ、アッシュは懐からなにかを取りだした。

　血に濡ぬれた手には、ピンク色の竜りゆう綺き華か晶しようが握られている。

「そ、それはあたしの……！」

　エーコは羞しゆう恥ち心しんに身を焦がした。

「ああ、エーコが初めて生んでくれた竜りゆう綺き華か晶しようだよ。いちど召喚に使ったけど、まだまだ魔力はたっぷり詰まってる」

「そんなものを、どうするっていうの？」

「ナヴィーから聞いたんだ。アヴァロン聖竜皇家の一族が生んだ竜綺華晶は、聖星石ウラノスと呼ばれる特別製らしい。こいつは冥星石プルートウとは真ま逆ぎやくの属性……聖属性を帯びているんだ。そこで、姫様に頼みがある……」

「私に頼みとは、なんだ？」

　シルヴィアは上空のオスカーを警戒しつつ、ランスロットをフェルグスの脇わきに寄せた。

　オスカーは今も苦く悶もんして、不気味な絶叫をほとばしらせている。

「その聖騎銃だけど、弾丸は竜綺華晶なんだよな？」

「ああ、そうだ」

「じゃあ……その銃で、この聖星石ウラノスを撃ってほしい」

「どういうことだ？」

「標的は、トリスタンの額に埋めこまれた冥星石プルートウ……。だけど破壊が目的じゃない。石を壊してしまったら、トリスタンは死ぬ。軽く当てるくらいのつもりで頼む──ごほっ！」

　さらにアッシュが血を吐いたので、エーコは胸を締めつけられる思いがした。

「……それで、オスカーとトリスタンは助かるんだな？」

　シルヴィアもアッシュの身を案じてはいるのだろうが、あえて触れなかった。

「ナヴィーの教えだからな。俺おれは信じる」

「わかった」

　シルヴィアは竜綺華晶を受けとると、聖騎銃に装そう塡てんする。ランスロットの鞍くらに跨またがったまま、銃口を空に向けた。

　本当に大丈夫だろうか……と、エーコは不安になった。

　案の定、シルヴィアの腕はブルブルと震えている。

　この一発にすべてがかかっているのだから、無理もない。

「やめろ！　やめろぉおおおおおおおおおおおっ！　オスカーの奴やつめ！　この僕を愚ぐ弄ろうしているのかぁあああああああああっ……！」

　しかも魔人オスカーの絶叫が尾を引いて、シルヴィアの集中力を乱す。

「……頼む。私の身体を……支えてくれないか？　いや、触れているだけでもいい……」

　今ではもう、シルヴィアは声まで震わせている。日ひ頃ごろは凜りんとして、姫君らしく振る舞っているくせに、どこか小心なところがあるのは相変わらずだった。

「はぁ……。わかったわよ」

　エーコは嘆息すると、フェルグスからランスロットに移った。シルヴィアを背後から抱きしめる。聖騎甲アークを隔てていても、シルヴィアの体温が伝わってきた。

　いつかきっと、自分もこんな聖騎甲アークを……いや、世界で一番の聖騎甲アークを造形して、アッシュに装備してもらおうと、エーコはこっそり心に誓う。

「これでいい？」

「う……あまり嬉うれしくはないのだが、まあ、いいだろう」

　エーコは髪を逆立てた。

「なんですって！　あんた、まさかアッシュに……こうしてもらいたかったわけ!?」

「そ、それは……！」

　こんな場合だというのに、慌てふためくシルヴィア。

「──こんな感じで、いいか？」

　そのとき、エーコの背後から二本の腕が伸びる。

　エーコが出で逢あった頃ころより、随分と逞たくましくなった両手を、シルヴィアの両肩に添える。

「……アッシュ！　あんた、動いても大丈夫なの!?」

　肩ごしに振りむくなり、エーコは目をむいた。

　今のアッシュは、燃え尽きる寸前のように見えた。

「はは、あんまり……大丈夫じゃないけど、今の俺おれにできるのは……もう、これくらいだからさ……」

「ありがとう、アッシュ」

　シルヴィアが、感極まった声を漏らす。

　なんとなく、エーコとしては面白くなかった。

「ちょっとシルヴィア！　あんた、絶対に命中させなさいよね！」

「わかっている！」

　今度こそ、シルヴィアは照準を定める。もう、その腕に震えは見られない。

　正直、見た目はあまり、カッコ良くないと思う。

　事情を知らない人が見たら、銃を構えたシルヴィアの背後に、エーコとアッシュがしがみついている──そうとしか映らないだろう。

　だが、温かかった。

　シルヴィアの背中と、アッシュの胸板に挟まれて、エーコはいつになく心地良い気分を覚えていた。




　そして、空に一発の銃声がこだまする──。





"The Two Stones ～A.S.B.1365.10～" is closed.















エピローグ









　──未み曾ぞ有うの騒動によって幕を閉じた、「アンサリヴァンの五百年祭」。

　アンサリヴァン市内、王室御ご用よう達たしの宿泊施設──最上階。

「ふふっ。失敗したわね」

　騎士国の第二王女カサンドラ・ロートレアモンは、アンサリヴァン市の夜景を悠然と見下ろしている。

　ソファに掛け、ワイングラスを手にしていたユリエルは、苦笑で応じた。

　シルヴィアの銃撃は、トリスタンの額に埋めこまれた冥星石プルートウに、なんらかの作用を及ぼした。決して破壊したのではない。もし冥星石プルートウを破壊していれば、トリスタンは確実に死んでいたのだから。

　確かなことは、オスカーとトリスタンが冥星石プルートウを克服し、セレスティーナは当局に拘束された──その事実だけである。

　結局、オスカーとトリスタンが冥星石プルートウの支配から逃れた時点で、ユリエルとカサンドラはホテルに戻った。

　セレスティーナがどのような処分を受けたのか、ユリエルは知らないし、大して興味もない。

　もちろん、心配もしていない。

　たとえセレスティーナがユリエルを実行犯として名指ししたとしても、ユリエルにとっては些さ事じである。「証拠がない」と主張して、さっさと帰国すればいいだけだ。

「……確かに。トリスタンを暴走させて、あわよくばザカライアスを暗殺、そしてオスカーを王位争奪戦から引きずりおろす──という目的は果たせなかったね。ただ、あれはあれで面白かったよ。王位継承順位こそ最下位だが、彼……いや、彼女が侮れない存在だということは、改めて実感できた」

「おかしな人ね。さっさとオスカーが女性であることを公表すれば、あの子は王位継承権を失うのに」

　カサンドラの口調には、皮肉めいた響きが多分に含まれていた。

「ははっ。そんな勝ち方をしても、面白くはないだろう？　それに、王位を継ぐために女を捨てる……なかなかできることじゃないよ。そこはライバルとして敬意を表さないと」

「随分と余裕ぶってるけど、もしアッシュ・ブレイクがオスカーと同盟を結べば、脅威といわざるを得ないわよ？」

「いや、私はむしろ、そうなることを望んでいるよ。それでこそ、フェアな戦いができるというものだ。なぜなら、私は君という切り札ジヨーカーを握っているのだからね。今のままでは、あまりにも不公平さ」

　ユリエルはソファから立ちあがると、窓際に歩みよった。カサンドラの腰を抱きよせると、剝むきだしのうなじに唇を寄せ、愛あい撫ぶする。

「……駄目よ。今はそんな気分じゃないの」

　妖よう艶えんな微笑とともに、背中を向けるカサンドラ。

「つれないね」

　ユリエルはそれほど落胆した様子もなく、ただカサンドラの背中を見つめた。

　カサンドラが着用しているドレスは、背中が大きく開いている。

　その素肌には、まるでタトゥーのような紋様が刻まれている。

　それがネハレンニア冥竜王家の家紋──常軌を逸したサイズの〈星刻〉であることをユリエルが知らされたのは、ほんの数ヵ月前のことだ。

　首都フォンティーンを揺るがした、あの巨竜襲撃事件の直後である。

「君はいつ、目覚めるのかな──冥竜王モルドレッド」

　歌うように、ユリエルはカサンドラの背に語りかけた。





　　　　◇






　あれから一週間が過ぎ、世間は天蝎宮スコルピオの月に差しかかっている。

　アンサリヴァン騎き竜りゆう学がく院いんの創立記念日を境に、学院内では衣替えが実施され、学院生は冬服に身を包むようになった。

　この時期になると、騎士国の気温は急激に下がり、秋を通りこして冬の気配が漂い始める。

　アッシュは今も入院中の身である。身体の半分以上を包帯に巻かれていた。窓から入ってくる隙すき間ま風が、身にしみる。

　病院に担ぎこまれたとき、主治医は「命があっただけでも奇跡だ」と驚いた。

　治癒の竜媒魔法オラクルは、基本的には、患者の回復力を高めるよう働く。

　軽傷ならば効こう果か覿てき面めんだが、重傷患者を即座に治すようなことは、さすがにできない。

　当分は入院生活が続くことになるだろう。

　もっとも、それほど退屈していない。

　エーコとシルヴィアを筆頭に、レベッカやルッカやジェシカといった面々が、頻繁に見舞いに来てくれるからだ。

　晴れてブリギットとの関係を取りもどしたレイモンや、一足先に退院したマックスも、こまめに足を運んでくれる。

　休みがとれたら、アーニャも顔を出してくれるらしい。もっとも、アーニャの話題が出た途端、エーコもシルヴィアもルッカもジェシカも「む～！」と警戒心をあらわにするのだが。

　おかげで入院中にもかかわらず、一連の事件に関する情報は耳に入っていた。

　騎士国政府は今回の騒動に関して、「何者かが聖遺物を悪用し、オスカーとトリスタンを狂わせた」という公式見解を発表した。

　その結果、オスカーも被害者と見なされ、なんとか無罪放免となった。





　　　　◇






　──……こん…………こん。

　その日の午前十時頃ごろ、誰だれかが病室の扉をノックした。

　妙に遠慮がちな叩たたきかただと思った。

　診察は先ほどすませたばかりなので、医師や看護師とは思えない。まだ午前中なので、朝に弱いエーコだとも思えない。そもそも、エーコならノックなどしない。

「入っていいぞ」

　とりあえず上半身だけを起こし、声をかけてみる。

「……久しぶりだね、アッシュ」

　戸口に現れたのは、なんとオスカーだった。背後にはセレスの姿もある。

　ふたりが見舞いに来てくれたのは、初めてのことだった。

　さすがに両者とも神妙な顔をしている。

　アッシュは苦笑すると、ふたりを促した。

「突っ立ってないで、入ったらどうだ？」

「ああ……、邪魔するよ」

　オスカーはベッドの脇わきに歩みよると、椅い子すに掛けた。その背後に、セレスがひっそりと控える。

　アッシュはセレスに対して、初めて「メイドらしい態度だ」と思った。

「今回は、本当に……迷惑をかけた。すまない！」

　オスカーはそういって、頭を下げた。

　セレスもうつむいたまま、エプロンの裾すそを両手で握りしめている。

「もういいよ。悪いのはユリエル王子だしな。それより、セレスがお前のもとに戻ってきてくれて、本当に良かった」

　ようやく、オスカーの顔に微笑が浮かんだ。

「……本来なら、セレスは実行犯として処刑されていても不思議じゃなかったんだけど、ミラベル王女が裏で手を回してくれたらしいね。まあ、ミラベル王女は冥星石プルートウに興味津々みたいだけど」

　そこで言葉を切ると、オスカーは背後のセレスを振りかえった。

「それよりも、再び僕に仕えるよう、セレスを説得するのが大変だったな」

「バカ！　余計なことを……！」

　たちまち、セレスはカッと頰ほおを染めた。恥ずかしそうに、もじもじしている。

「と、ところでアッシュ？」

　急にオスカーが上目遣いで見つめてきたので、アッシュは息を吞のんだ。

　男装していても、そんな表情をされてしまうと、心臓に悪い。今のオスカーは、どう見ても美しい少女だった。

「僕に協力してくれるって話……覚えてる？」

「ああ。俺おれにできることなら、喜んで」

　アッシュは力強くうなずいた……のだが、首のあたりに激痛が走り、顔をしかめそうになる。オスカーを心配させたくなかったので、なんとか平静を装った。

「アッシュ……！」

　その瞬間、オスカーは感極まったのか、アッシュの身体を抱きしめた。

　これにはたまらず、アッシュは「いててっ！」と叫んでしまう。それでもオスカーはアッシュを抱きしめたまま、動かない。

　病室には不似合いな、甘い香りが漂ってきて、頭をくらくらさせた。男装しているくせに、今日は女性用の香水をつけているらしい。

「僕はね、決めたよ」

　妙に熱っぽい声で、オスカーが耳もとでささやく。

「あのユリエルを倒し、晴れて即位した暁あかつきには、僕は国民の前で女であることを公表する。シェブロン王国史上、初めての女王になるんだ。男子しか即位できないという悪あしき因習も、僕の代で撤廃したい」

「それはすごいな！　大変だとは思うけど、素晴らしい夢だと思う」

「だからね、そのときは……アシュリーではなく、アッシュ・ブレイクという男性として……僕と夫婦になってほしい」

「はい!?」

　アッシュは目を点にした。

「女王陛下の夫だ。悪くない地位だろう？　もちろん、平民のままでは格好がつかないから、そのときはシェブロン貴族になってもらう」

「待て待て、話が飛躍しすぎてるぞ？　セレスもなんとかいってくれ！」

「オスカーが決めたことだ。あたしは専属メイドとして、全力で協力するだけさ」

　セレスはぶっきらぼうに答えると、そっぽを向いた。普段の調子が戻ってきたのは良いことだが、なんだか大変な日々が始まりそうな気がする……。












「──来たわよ、アッシュ！」

　そのとき、扉が勢いよく開け放たれ、エーコが弾丸よろしく飛びこんできた。

　続けざま、シルヴィアとコゼット、ジェシカ、ルッカ、そしてレベッカの順に現れる。

　いつもの顔ぶれだったが、タイミングとしては最悪だった。

　オスカーは今もなお、アッシュの首っ玉にかじりついているのだ。

「ちょっ、オスカー！　みんなが見てる！」

「構わないよ。どうせ僕たちは夫婦になるのだから」

　しれっとして、オスカーは答える。

　──ごごごごごごごごごごごごごごごごごご……！

「あんたたち！　お、男同士で……なにをやってるのっ!?」

　激怒するエーコ。

「まさか性別の壁を越えてしまうほど、アッシュを好きになったというのか!?」

　啞あ然ぜんとしながら、ぷるぷると拳こぶしを震わせるシルヴィア。

「ですが、あのアッシュ様なら……殿との方がたが惚ほれるのも、無理はありませんわね」

　意外にも、ジェシカは妙に熱っぽい目をして、アッシュとオスカーを見つめている。

「男色の罪……エクブラッドの里では、死刑。一週間、さらし首……」












　ルッカは物騒なことをつぶやいたきり、小こ兎うさぎのように怯おびえている。

　考えてみれば、レベッカとアッシュとセレス以外は、オスカーが女性であることを知らないのだ。

　アッシュの口は堅いほうだし、あえて伝えてはいなかったのである。

　と、レベッカが前に進みでると、オスカーに声をかけた。

「なあ、オスカー。生徒会役員一同は、君の味方になりたいと思っている。せめて我々にだけは、秘密を打ち明けてもいいのではないか？」

「……ああ、そうだね」

　レベッカの申し出に、オスカーは少しだけ戸惑った様子を見せたが、うなずいた。アッシュに抱きついたまま、一同を振りかえる。

「えっと……実は僕、女なんだ。改めて、よろしく」

「軽いな、おい！」

　アッシュが叫んだ拍子に、ズキリと肋ろつ骨こつが痛んだ。

　同じ打ち明けるにしても、もう少し殊勝な態度をとればいいのに、オスカーは最悪のやりかたを選んでしまったようだ。

　案の定、病室は喧騒に包まれた。

「お、女ですって！　余計に問題だわ！」

「そうだ！　今すぐアッシュから離れろ！」

　エーコとシルヴィアが口々に叫ぶ。

「あ、あの美び貌ぼうで、女性……しかも、シェブロン王家の一族だなんて……」

　眩暈めまいを起こしたのか、ふらりとよろめくジェシカ。

「また、強力なライバル……現れた」

　ルッカは無表情ながらも、胸の前で左右の拳こぶしを握りしめている。

「うふふ。これから、ますます大変になりそうですわね」

「まったくだな」

　コゼットの言葉に、レベッカが苦笑交じりに相づちを打つ。

　そのときだった。

「──邪魔するぞ、アッシュ・ブレイク！」

　開けっぱなしの扉から飛びこんできたのは、車くるま椅い子すの女性だった。

　鎧よろいを装備していなかったので、一瞬、誰だれかと思ったが──。

　なんとヴェロニカである。

　車椅子を押しているのは、グレンだった。

　実は、ヴェロニカもこの病院に入院していることを、アッシュは思いだした。

　トリスタンの体内に取りこまれたヴェロニカは、命にこそ別状はなかったが、大量の精気を吸いとられた上に、両足を骨折していたのである。

　車椅子を押すグレンもまた、かなりの怪け我がを負ったはずだが、さすがは親衛隊長だけあって、既に復帰を果たしている。騎士の鑑かがみといえた。

　ヴェロニカの顔を見るなり、アッシュはぞくりとした。

　なにか、とてつもなく大事なことを忘れている気がしたのだ。

「……どうやら、退散したほうがよさそうだね」

　さすがのオスカーも本能的に危機を察知したのか、さりげなくアッシュから身体を離すと、壁際に避難する。

　と、シルヴィアと視線が合った。

　シルヴィアは恥ずかしそうに頰ほおを染めると、気まずそうに視線を逸そらした。

　ようやく、アッシュの中で記憶の糸がつながった。

　決勝が始まる直前、シルヴィアは選手宣誓をした。

　その内容を思いだすだけで、アッシュは顔に熱を覚える。

　一応、シルヴィアは自分が好きになった相手の名前を公表はしなかった。

　だが、ヴェロニカには一いち目もく瞭りよう然ぜんだったのだろう。

　問題なのは、ヴェロニカがシルヴィアを溺でき愛あいしている事実だった。

「さあ、アッシュ・ブレイク！　シルヴィアが貴様のどこに惚ほれたのか、じっくり調べさせてもらおうか！」

「ええっ!?」

「なに、案ずるな。互いの怪我が癒いえるまで、時間なら腐るほどある。わたしが手塩にかけて育てたシルヴィアを、貴様は、貴様は、貴様はぁあああっ……くそっ！　あの選手宣誓を思いだしただけで、腸はらわたが煮えくりかえるっ！」

「落ちついてください、姫様。お身体に障ります」

　興奮したヴェロニカを、グレンがなだめる。

「姉上！　アッシュは重傷患者なのですよ！」

「黙っていろ、シルヴィア！」

　シルヴィアとしては最大限の勇気を発揮したのだろうが、ヴェロニカは一いつ蹴しゆうする。

「よいか、アッシュ！　今日から、わたしもこの病室を使わせてもらう！　貴様がシルヴィアにふさわしい男か否いなか、徹底的に調べてやるぞ！」

「いやいや、ここは個室ですよ!?」

「なに、わたしのベッドなら、あとでグレンに運びこませる。覚悟するがいい！」

「悪夢だ……」

　アッシュは頭を抱えた。

　一刻も早く退院しなければ……と、決意する。

　ふと、壁際に退避していたオスカーとセレスの姿が、視界に入った。

　シェブロン王国史上、初めての女王になると宣言したオスカー。

　新たな目標を胸に、その瞳ひとみはきらきらと輝いている。

　そんなオスカーの横顔を、セレスはさりげなく見守っている。

　もう二度と、オスカーとセレスの進路が分かたれることはないだろう。

　これからふたりが進むべき道──。

　その名は覇は道どうである。





"The Avalon Knight Dragner II" is closed.







あとがき




　──今年は辰年！

　遅ればせながら、新年あけましておめでとうございます。

　干支の影響か、いつも以上にハイテンションな瑞みず智ち士し記きです。年賀状に描かれる「辰」は東洋風の龍であることが多いのですが、細かいことを気にしてはいけません（笑）。

　これを機に、『星刻』シリーズにもなにか新しい波が来たらいいなと熱望しています！




　というわけで、『星刻Ⅶ』です。

　いよいよ聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトの決勝篇！　……といいたいところですが、相変わらずアッシュたちの前には多くの障害が立ちふさがります。

　果たして、アッシュとエーコは無事に決勝の舞台に立てるのでしょうか……!?

　前巻で幕を開けた第二部の背景も、少しずつ明らかになってきました。

　本編を未読の方は、乞うご期待ですよ。




　それでは、謝辞を。

　まずは担当の庄しよう司じさん。懇切丁寧なアドバイス、いつも助けられております。今年もたくさんのご迷惑をおかけしてしまいそうですが、支えてやってくださいませ！

　〆しめさばコハダさん。表紙のオスカー×セレスを拝見した瞬間、自宅の床を萌え転がりそうになりました。レイピアを構えるミラベルが凛り々りしくて、惚ほれ惚ぼれとしております。

　ＲＡＮさん。『星刻』の月刊連載、お疲れさまです。先日、ＲＡＮさんから頂いたメッセージを拝読し、胸を熱くしました。今年もコミックアライブから目が離せません。

　他ほかにも編集部の皆様、営業部の皆様、デザイナー様、校正担当様、販売店様、翻訳版の関係者様……などなど、ここには書ききれないほど多くの方に支えられて、『星刻』シリーズは七冊目を迎えることができました。ありがとうございます。

　もちろん、一番の感謝は読者様に捧げます！




　それでは、またお会いしましょう。

　次巻──騎士国に最大の危機が迫る!?





二〇一二年一月　瑞みず智ち士し記き


















　著者

　瑞智士記（みずち・しき）

　　ＶＯＣＡＬＯＩＤ３が気になる今日この頃です。ボカロといえば、ＭＦ新人賞授賞式で、鏡音リン・レンの声を担当された下田麻美さんにご挨拶させて頂きました。一生の思い出です……！




　　富士見ヤングミステリー大賞出身作家。関西在住。『リビングデッド・ファスナー・ロック』（ガガガ文庫）、『あかね色シンフォニア』（一迅社文庫）、『展翅少女人形館』（ハヤカワ文庫ＪＡ）などの作品がある。




　イラストレーター

　〆コハダ（しめさば・こはだ）

　　インドア派のイラストレーター、〆コハダです。好きなものはゲーム、漫画、可愛い女の子。将来の夢は出世魚になること。

　　ＨＰ「ぐずぐず帝国」

　　http://kohadax.jugem.jp/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／〆コハダ

　　装丁／伸童舎
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